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平 成18年度 財政状 況  
一厚生年金保険－  

1．収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権音数、年金総額、老齢年金受絵権者平均年金額および平均加入期間…………・・  
（2）老齢年金受給権者（老齢相当）の年齢構成  

3．被保険者状況  
（1）被保険者数、被保険者の平均年齢、標準報酬月頼の平均、標準報酬月額総額、標準報酬総額等・  
（2）被保険者の分布  

（3）標準報酬の分布  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計井における将来見通しとの比較  
（1）収支状況の比較  

（2）被保険者数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較   

厚生年金 平成18年度財政状況等の概要  

1．収支状況  

前年度との比較（伸び率％）   
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△ 32，092  （△8．5％）  

2，678  （12射  

6，393  （57％）  

△ 4l，164  （△94．9％）   
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○上記げ〕〔］内ほ、年金楕宙金管環運用独立行政法人における前場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に   
含める時価ベースで評価したヰノのであり、現金ベースの収支を示す厚牛年金の特別会計の決算とは異なる．ただし、   
平成17隼度以降の運用収入は、年金積立金管理運用独立行政法人納†寸金相当額（平成17年度は年金資金連用   
基金納付金）を控除したヰ，のである．（時価へ－スで評価した収支残に業務勘定から積立金への繰入を加え   
積立金より受入を控除したヰ、のは、年金楕立金の当年度の時価の増減額に ▲致‖ たたし、平成15年度については、   
さらに厚生年金基金の代打返Lによる物納399億円を含むい）   
なお、時価べ－一スの評価にiま、旧年金福祉事業用から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に   
係る拘益の厚生年令・国民年令への按分は、呼生年金・国民年金の楕電金の元本平均残高の比率により打っている。  
0平成1針年度のその他収入には、旧年金資金運用基金の解散に伴い、年金住宅融資回収金等が年金特別会計に   
承継きれたことによる収入（1，282億円）が含まれている。  
（）平成18年度の収支状況は、中友18年度決算（平成19年8月公表）及び rヰ／成】8年度厚生年金保険及び国民年金   
における年金積立金運用報告軋 （平成】9年8月）に基／5き作成している  

特 記 事 項  

－】一   
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厚生年金の収支状況の概略図（平成18年度）  

［二］  

被保険者及び  

事業主  

棲準報酬総額：  

1，516，357億円  

共済制度  

間共済■地共済  

私学共済  

厚 生 年 金   

保険料収入  

209，835億円  運用収入  

簿価 25，708億円  

時価 42，790億円   

年度末積立金  

簿価1．300．980億円  

時価【l．397．509億円］  

国共済連合会等拠川金収入  

385億円  

旧三公社・旧農林年金  

（存続組合・指定基金）  

積立金相当額納付金  

2，567億円  

職域等費用納付金  

2，762億円  

給 付 費  

222，541億円  

受 給 者  

基礎年金交付  

19，989億円  

基礎年金勘定  基礎年金拠出  

119，224億円  

注＝運用収入及び年度末積立金の時価は、年金積立金管理運用独立行政法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ベースで評   
価したものであり、現金ベースの収支を示す厚生年金の特別会計の決算とは異なる。   
時価ベースの評価には、旧年金福祉事業団から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の厚生年金・国民年金への按分は、   
厚生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っている。   
なお、運用収入は年金積立金管理運用独立行政法人納付金を含むものである。  

－ 2 －  

2．給付状況   
（1）受給権者数、年金総額、老齢年金受給権者平均年金額および平均加入期間  

前年との比較（伸び率 ％）  
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1，045 （4．2％）  
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干天  
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捌い昨3月末、矧昨3月末用l叶3月末平成l昨叩阜、松茂1咋二川            山  
人 

前年との比較（伸び率 ％）   
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減甑支給されたもぁの   
1］ヱ均年金月額  

上記の老齢年金平均年金ノi療に老齢基礎  
年金額の推雛壇を卯算した平均年全月額   
隈卜繰下支給を選択した者、定額蘭分の   
支給開始年齢に到達していない者を除外し   
「た、杵均年′金月額  

老齢年金平均加入廟簡  
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173，516  171，379  169，410168，507  △531 （△0．3％）  ’‾ 
月 月トニ’◆▲U 月て  月  

371  374      377  380  
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435  

月  
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（通老相当1   

廟恋文給されたものを除いた  
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「通老年金平均加入期間  
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－ 4 －  

前年との比較（伸び率 ％）   
平成15年3月末平成1昨3月未   平成17年3月末F平成18年3月東」平成柑年3I】  

円  

使いた 
牟2し！l旦（△ト哩  
円  

男   
△2，1些（△l．1％）  
円  

4！上4旦生（4p．7罷）  
月  

円  

険し 
但（0－7寧）  2（05％）    ≡≡ 円  
4担（0・7鱒）  
円  

● l！2鱒（4・7鱒）  
月  

l   0（0．0％）  

円  
△2，751（△軍二早％）  

除いた 円  
△2・7仏軍・5％）  

：≡ 129，440・  
老腑   

△374（△0．3％）   
片  力† 

（老齢相当）  

月1 月  
280   

月   
287 289  292  3（l．0％）  
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ゎを机  49▼524：i49・516≡  円  
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再 。  円  
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平成‖年度  平成15年度l平成16年堆   平成17年條 乙 平成18牛度  前年との比較（伸び率 ％）  

老齢年金平均年金月額   円   円   円   円   円  
△16，129 （△15．2％）  

減額支給されたものを除いた   円   円   円   
、7均年金月額  

減額支給されたものの  打   

北均年金月額  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在織計   117287 L 112400   108 650   105 783   89 654       円      円   円        女                117288  112401  月  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計） 円                                                                                △16129 （△15．2％）            円    円ら   円      円  円  ’                106272  104332     104 2gO  102021   84，496   △17，524 （△17．2％）   412   413   412   412   0 （0．0％）   

老齢年金平均年金月額   円   円   円   円  円  円  
99008     （加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）  

円  円  
平均年金月額  △5，460 （△5．2％）  

円  
性  △14，083 （△13．8％）  男                     減額支給され吏もあ盲両手亮 
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   一‾‘     118 510  112．342  107，699   104 468   △ △1 （△0．2％）   

円   円   円  円  円  
△50，353 （△45．8％）  
円  

ヨ   

性   96303  △19，767 （△19．4％）  女  老齢年金平均年金月額      円      59682     （加入期間20年以上の新規裁定・退職在僻計）               ■ 減額支給されたものを蔭≡完竺ユ±竺 平均年金月額  113，184  112，594  111，656  110，035   円 59，681         減額支給されたものの 平均年金月額   円    円 90，503  挙・芦等   円 101，833   円 82067      老齢年金平均加入期間  月  ▲月   月  月  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   338   341   343   344  2 （0．6％）   

1．1支給」に係る年金総額には川一部支給停止額を富む。  
2．旧法厚生年金保険、旧法船員保険、新法厚生年金保険、旧三共済組合に係る分（改正前国共済法に基づき  
裁定された年金給付）及び旧農林年金分の合計である。  

特  記  事  3．減額支給は、旧三共済組合に係る分及び旧農林年金分に限る。  
項                   4．男女別の老齢年金（老齢相当）平均年金月額及び通算老齢年金（通老相当）平均年金月額並びに加入  

期間20年以上の新規裁定の老齢年金平均年金月額は、老齢基礎年金扱（旧農林年金分）を含まない。  

平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末  前年との比較（伸び率 ％）   

老掛退職年金平均年金月額（老齢相当・退年相当）  142．O17  円  138，832  円  133，374  円  】3l．132  円  127．147  円  △3，985 円 （△3．肌）  
受給権寄倒  10，145 千人  10，690 千人  1l，1（汀 千人  11．523 千人  1l，984 千人  461千人 （4．0～）  
報酬比例部分  97，639  円  97，849  円  97．53t； 円  97，380  円  96，898  円   △482 円  （△0．5I）  

定額細分  33．937  円  32，575  円  28．261 円  26，】00  円  22．916  円  △3．184 円 （△12．21）  

加給年金部分  8590  円   8408  円  7576  円   7．652  円  7．333  円  △319 円 （△4．2％）  
基礎年金額の推計値を加井した平均年金月額     17t，892  円  1（〉9，658  円  165，446  円  165，083  円  1（〉2，772  円  △2，31】 円 （△l．硝）  
男  60歳未満（A計）  147389  円    156701 円  163（；83  円  6．g82 円 （4．51）  

受給権音数   28 千人   26 千人   2（）千人   20 千人   18 千人   △2千人  （△7．8‡）  

特  l10328  円  108969  円  107251 円  10（）．179  円  85．949  円  △20，22g 円 （△】9．1‡）  
新  406 千人   447 ＝下人   428 千人   353 千人   490 千人   137千人 （38．81）  

女  1668g7  円  165626  円  108792  円  107，537  円  106，271円   
受給権者数   635 千人   618 千人   638 千人   575 千人  464千人   

法  168．H23  円  167，446  円  1（】6，298  円  162．930  円  159，558  円  △3．372円 
受給権音数   6（梅 干人   672 千人   649 千人   677 千人   608 千人  △70千人（△10，31）  

円  167113  円    16¢143  円    162983  円  △1943 円  （△1．2≠）   
都  54（〉 千人   621千人   68g 千人   663 千人   694 千人   31千人 （4．7～）  

分  
受給権音数   512 千人   556 千人   631千人   698 千人   671千人   △27千人 （△3．9書）  

計  l17531 円    ll孔353  円  112．670  円  △1，683 円 （△l．51）  
受給権音数  7．201千人   5．02（I千人  63（；千人 （9．7％）  

180．333 円   
旧法部分  168 717  円  168677  円  165，583  円  164，889  円  163，674  円  △1．215 円 （△0．7≠）  

2．387千人  2 249 千人  2113 千人   1973 千人   1839 千人   △134千人 （△6．8％）  

報酬比例部分  7：i．236 円                         79，172  円  78．693  円  7お．399  円  77．842  円   △557 円  （△0．7％）  

定額部分  82．712  円  別．464  円  81，101 円  80，949  円  80．552  円   △397 円  （△0．5ヽ）  

加給年金部分  7，274  円   6，042  円   5，78g  円   5，541 円   5，281 円   △261 円  （△4．71）   

（注1）平成14年庚以前は、報酬比例部分、定額部分、加給年金部分については、旧三共済        組合に係る分及びl別k休年金分を含まない 

（注2）定犠部分は、新法基礎年動こ係る分を含まない（  

－ 7 －  
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平成15年1月末  平成16年1月末  平成17年3月来   平成18年3月束  平成19年3月末  前年との比較（伸び率‘ね）   

老齢・退職年金平均年金月餅（老齢相、Jト退年相当）  167，055  円  163，383  円    270  円  154，Ol1 円  150，179  円  △3，835 円  （△2．5％）  

受給権音数  6，988 千人   7，363 丁・人  7918 丁・人   8，232 丁人   314 丁人  （4．0％）  

報酬比例部分  】20，36：i 円  l19，49t） 円  △803 円  （△0．7ヽ）  

定額部分  ‖，1引  円  33．047  円   ．645  H  25．5日  H  22．6！丁  円  △2．883 円 （△11．3≠）  

加給年金孤分  11．2081】  ，629  門  9，838 lI】   9．690  円   △148 P】 （△1．51i）  

基礎年金額の推計値を加算した平均年金月額  19り，059 円   
00歳未満（合計）   170．073  円  168，86tS  円  168，226  円   173．026  円  176．866  円   3840 円  （221）  

男  受給権音数   21 千人   20 千人   16 千人  17 千人   16 千人   △1千人  （△3．81）  

特  1I2．334 ；リ  1川，445 1り  l（軋466 1リ   ‖17，42Z l月  川2，502  円  △4．920 円  （△4．6％）  
新  284 十人   314 千人   302 千人  250 十人   352 千人   102一人 （40．8≠）  

別  ＝‖．3：う0  円  川9 724  「1  11（〉9桐  円   ‖19 8‘】9  円  1（1H，55：‡  円  △l，286 円  （△l－2≠）  

受給権有数   458 r人   446 †・人   456 丁人  410 †人   333 十人   △76千人 （△18．71）  

支  1リ4，019  円  1g2．571  円  1‡11，120  円   1日も，リ55  円  183，217  円  △ 3，738 円  （△2，（邦）  
受給権有数   43R 千人   489 千人   472 千人  490 F人   438 千人   △52 r人 （△10．6～）  

給  川37f】2  日  柑27封（） H  】g15■i5  日   Ⅰ90，125  日  188．0：う0  円  △2，095 円  （△Ⅰ．1t）  

瓢  394 千人   小川 千人   501千人  佃2 千人   503 千人   21千人  （4．41）  

分  196．184 トリ  】917Z5  日  1リ144G  円   19（〕177 ll】  188．602  円  △1，575 円 （△0．t鵜）  
受給権吉敷   368 千人   401千人   456 千人  508 千人   487 千人   △21千人 （△4．1％）  

性  1431t〉3  円  140389  円  138478  円   136911 円  134，959  円  △1．952 円 （△1－4も）  
受給権音数  3，573 千人   3、897 丁・人  4 622 †二人   5060 千人   438千人  （9．5％）  

基礎年金額の推計鰭を加算した平均年金I】頼   21〕5，691 円  202，439  円  2  248  円  1g8．4閃  円  196，173  円  △2，316 円  （△1，2‡）  

旧法部分  205，860  門  204，599 一  △63 円  （△0．（州）  

受給権音数  1．452 †人  1．140千人   1，348千人   1，042 千人   △98千人  （△8．61）  

報酬比例部分  11JO，2：三7  円  lU5．67ニZ  円      10（），723  円  】07．068  円   346 円  （0．3％）  

定額部分  91．974  円  89．579  日  8g，438  円   89，553  円  89．392  円   △161 円  （△0．2％）  

加給年金部分  11．855  円   9，347  円   9，115  円  8．9（畑  円   8，653  円   △247 円  （∠12．鍋）   

（注1）平成14年度以前【圭 報酬比例部分、定額部分、加給年金部分については、旧そ共済組合に係る分及び旧農林年金分を含まない∩  

（注2）定額部分は、新法基礎年金に係る分を含まないし  

－ 8 －  

平成15年3月束  平成16年3月末  平成17年3月束   平成18年：i月末  平成19年3月末  前年との比較（伸び率 ％）   

老齢・退■l年金平均年金月餅（老齢相当・退年相当）  86．601円  

受給権有数  3，157千人   3328 千人   3483 千人  3（）05 千人   3，752 千人   147下人  （4．1ち）  

報酬比例部分  19，009  円  49．951  円  50．203  円   50，615  円  50．878  円   2（）3 円  （0．5ヽ）  

定顎紡分  33，456  円  31，53∩  円  29．619  円   27，116  円  23．571 円  △3，844 円 （△14．（邦）  

加給年金細分  2，987  円   3・02S l  3．048  円  2，850  円  2．161 円   △688 円 （△24．2～）  

基礎年金額の推計値を加算した平均年金月額  l】U，673 円                        lll，764  円   110，231 円   109，978  円  107．257  円  △2，721 円  （△2．5～）  

60歳末欄（合計）   82．047  円  77，347  円  72660  円   69942  円  68352  円  △1，590 円  （△2．3≠）  

女  受給権音数   千   6   4 千人  3 千人   2 千人   △1千人 （△29．3≠）  

特  川5，624  rl  105．5（）8 円  

新  121 千人  】34千人   127r・人  103 千人   137 千人   35 千人 （33，8父）  

別  10：l，4：！l 円  10：】，1柑  円  10‘う314  円   101817  円  100445  円  △1，372 円  （△1－3I）  

受給権有数   177 一人   172 千人  82 千人   165 千人   131 千人   △34千人 （△20．81）  

支  101144  Pl  1（和，464  円  100．394  円   108，269  円  98509  円  △1．760 円  （△1．8～）  

受給権音数   168 丁人   183 下人   178 千人  188 千人   170 千人   △18千人  （△9．6羊）  

給  98，255 円  △815 円  （△0．8≠）  

瓢  15：三千人   172千人   87 千人   181 千人   191千人   10千人  （5．5羊）  

分  97，853  円  96，359  円  9t）93（】 円   96416  円  95 647  円   △769 日  （△0．t弼）  

受給権音数   144 千人   155 千人   175 千人  191千人   184 千人   △6千人  （△3．4‡）  

性  63278  円  6l．976  円  6l，220  円   60，675  円  59．970  円   △705 円  （△121）  

受給欄者数  1．452 T・人   1，604 千人   1，762 千人  1942 千人   2140 千人   198 千人 （10二三ヽ）  

基ヰ年金額の推計鰭を加算した平均年金月額   117，95ノl 円  116，242  円  115，261 円   114，598  円  113．595  円  △l．003 円  （△0．9～）  
旧法部分  110990  円  Il（），004  円  l（I9．690  円   10g，725  円  】Og430  円   △295 円  （△031）  

受給欄音数  934 千人   9（】2 千人   868 千人  833 千人   796 千人   △36千人 （△4．4％）  

報酬比例部分  37，6衿7  円  39，5tI6  円  3！i，521 円   39，616  円  3t〉，584  円   △31 円  （△0．11）  

定額部分  70，512  円  69，335  円  69，1－18  H   69，167  円  6B，979  円   △187  円  （△0．3ヽ）  

加給年金部分  1，242  円   】．102  円   1，021 円  943  円   867  円   △ 76 円  （△8．1％）   

（江l）平成14年度以前は、報酬比例部分、定額部分、加給年金部分についてIま、旧三共済組合に係る分及び伯♯林年金分を含まない．  

（注2）定顆部分は、新法基礎年動こ係る分を含まない【  

一 9 －  
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（2）老齢年金受給権者（老齢相当）の年齢構成  

男   性   
－＋  

女   性  計  

割 合  割 合   

歳以上  歳未満   
千人書   

％   千人   ％   千人   ％   

55  60   0．1   19   0，2   

60  65   2，115  814   21．7   2，929   24．4   

65  70   2，186  897   23．9   3，083   25．7   

70  75   21．4   2，509   20．9   

75  80   16．1   1，768   14．8   

80  85   10．0   1，044   8．7   

85   6．8   633   5．3   

合  計   100．0  11，984  100．0   161 0．2  2                        25．7                           26．6                       1，705   20．7  804                     1，165   14．2  603                     667     8．1  377          378   竺・6  255              8，232  100．0  3，752  
平  均  年  齢   70．7 歳  71．1 歳   

特  記  事  項  

統 計 調 全 数 統 計   

ー10 －  

3．被保険者状況  

（1）被保険者敷、被保険者の平均年齢、標準報酬月額の平均、標準報酬月額総額、標準報酬総額等  

平成15年3月末  平成16年3月未  平成17年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末   前年との比較  
（伸び率％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  

被保険者致   計  32．144   32．121   32．4gl   33，022   33．794   772 （  2．3％）  

男 性   2l．482   21．368   2l，504   21，740   22，】39   399 （  1．8％）  

女 性   10．663   10．753   10，987   ll，282   11，655   373 （   3．3％）   

歳   歳   歳   歳   歳   歳  
被保険者の平均年齢  計  41．3   41．4   41．5   41．6   41．6   0．1 （   0．2ヽ）  

42．1   42．2   42．3   42．4   42，5   0．1 （   0．2㌔）  

女性（2種）   39．6   3g．6   39．7   39．8   40．0   0．1 （   0．3ヽ）   

円   円   円   円   円   円  
標準報酬月額の平均  計  314，489   313．893   313，679   313，204   312，703   △501 （ △0．2％）  

359，249   358．875   358，607   358，118   357，549   △569 （ △0．2％）  

女性（2種）   224，292   224．394   225．663   226，582   227，439   858 （   0．4％）  
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平成14年度   平成15年度   平成16年度   平成17年度   平成18年度   前年度との比較  
（伸び率％）   

標準報酬月額総額  億円   億円   億円   億円   億円   億円   
（年度間累計）  1，233．692   1，219，199   l．226．226   l，242．451   1，266，562   24．110 （  l．9ヽ）   

標準賞与総額  億円   億円   億円   億円   億円   億円   
（年度間累計）  

2：！g，526   242，280   244，632   249，795   5，163 （  2，l≠）   

標準報酬総額（総報酬ペース〉  億円   億円   億円   臆円   億円   億円   
（年度間儒計）  

1，458．725   1，468，506   1，487，083   1，516，357   29．273 （   2．0≠）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
被保険者女（年度l椚平均）  計  32．685   32．41l   32，650   33，t14   33，80l   687 （   2．1％）  

21，752   21，491   21．538   21，741   22，079   338 （  1，6≠）  

女性（2種）   10．862   10．853   1l．049   ll，310   11，661   350 （   3．1％）   

円   円   円   円   円   円  
標準報酬総額く総報酬 ベ 
ース〉の年度間平均   375，064   374．812   374，238   373，849   △389 （ △0．1％）   

卜・人当たり月飯）  男性（1種）  431，495   431．902   431，514   431，495   △19 （ △0．0％）  

女性（2種）  263，018   263，272   263，913   2f軋486   573 （  0，2％）   
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 統計調査の方法  ○平成14年度以前の被保険者の平均年齢は抽出率100分の1の抽出調査に基づく結果である。  
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（2）被保険者の分布   

0男女合計  

加 入 期I呂】   ［（年以l二）  ～  （年来溝）］  

～5  5～1010～1515～20120～2525～3030～3535～40 40～   

歳以上  歳未満  

15   ′一－  20   

2（〕  へ一   25   

25   ′－   30   

30   ～  35   

35   へノ   40   

4（〕  ～  45   

45   ～  50   

50   ～  55   

55   ～   60   

6（）  ～   65   

65   ～  

合   計  

割 合（％）   

（％）  

227 0．7  
532 7．5  

423 13．1  

913   14．5   

493 】3．3   

800   11．2   

518   10．4   

443   10．2  

03912・0  

765  5．2  

643 1．9  
十  

794  

100．0  

227  

1 
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－  

3
 
 

2
 
 
4
 
 
4
 
 
4
 
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 
4
 
 
1
 
 

3
 
 

239   334  

208  280  

172  212  

IY7 1Y4 

14ニ！ l12   

216。  
■  

6,fi68 1 5,804 

4021・1451・413  268  0  
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－ ・・ 
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3
 
 
1
 
 
n
U
 
 
（
h
U
 
 
9
 
 
3
 
 

2
 
 
9
 
 
1
 
 
2
 
 
．
 
 

4
 
 
4
 
 
2
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 52  64  56   

5，126  4，719  3，558  

15．2   14．0 10．5  17．2  6．4  5．5  

平 均 年 齢  

－12 －  

加 入 期 間  ［（牛以l二）  ～  （年来満）］  
1  

5～10 10～1515～20 20～2525～30  ′、－ ○  30～3535′、40 40／－   

歳以上  歳末満  

15   へ′   20   

20   ～   25   

25   ～  30   

30   へ一  35   

35   ～   40   

40   ～  45   

45   ′－   5（）   

50   ～  55   

55   ～   60   

6（〕  ～   65   

65   ′一  

合   計  

割 合（％）   

（％）  

129    0．6  

268    5．7  

559 11．6   

220 14．5  

12014．1  

606   11．8   

352   10．6   

320   10．5  

80512．7  

295 5．8  

465  2．1  

139  

100．0  

129   

1，139  129  

1，254l，128   

3471，195  

140 264  
68104   
54 fi.5 

6R  56   

120  76  

1（）8  72  

2
 
 

1
 
 
2
 
 
3
 
 
3
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 
1
 
 

2
 
 

177  

l・396282   
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5こi  66  65   77  105  287  

13  46  32  34   29  31  
1  

423，－35 3，．753，1。42，562 2，167 

33 45  
†  

1，7731，633   

8．0   7．4  

3，4423，Ⅰ35  3，1753，1942，562  2，167  

15．511．2  け314」11．6   9．8  

、ト均 年 齢  
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○女性  
（単位：千人）  

加 入 期 間  ［（牛以l二）  ～  （年未満）］  

′－5  5′、10  10～15  15～20  20・・－25  25～30  30′、35  35～40  40～  合計  
面有   

歳以上歳未満  
（％）  

15ノ、 20  98  

，  

98  

20′－25  1，195  69  1，264  

25′－ 30  924   62   1．863  

30   ～  35   276  672  668  77   

】  

1，693  14．5   

35  ～   40   186  276  388  470  

40   ～   45   170   54   43   

45   ～   50   154  215  ヨ 203   192   177   

】  
187  38    i  

50   ′－   55   104   155   175  203   167   ‘40   

55   ～   60   77   118   164  220   210   165   129   121  

60   ′、・   65   35   41   59   77   79   70   48   34   28   

65 ～   65 - 

8   18  20   29   27； 23  22   15   14   

計  2，670  30  

r割 合（％）   27．7  22．9  16．7   13，1  8．5  5．4  3．3  1．8   

平 均 年・齢   40．0歳   

－14 －  

（3）標準報酬の分布  

割合  
▼【，一一  

割合   葡香  
万円   千人  ％  千人  ％  千人  ％  

9．8   171  0．77  239  2．05  411   1．22  

10．4   21   0．09   86   0．73   106   0．31   

11．0   38   0．17   158   1．36   197   0．58   

11．8   75   0．34   274   2，35   349   1．03   

12．6   76   0．34   331   2．84   407   1．20   
13．4   109   0．50   425   3．65   534   1．58   

14．2   132   0．60   474   4．06   606   1．79   

15．0   259   1，17   627   5．38   887   2．62   

16．0   263   1．19   648   5．56   912   2．70   

17．0   312   1．41   

18．0   396   1．80   1，062   3．14   

19．0   395   1．79   649  5．57   1，017   3．01   

20．0   855   3．87   621  5．33            983  8．44   1，840   5．44   

22．0   1，127   5．11   1，071   9．19   2，200   6．51   

24．0   1，243   5．63   882   7．57   2，127   6．29   

26．0   1，402   6．35   742   6．37   2，147   6．35   
28．0   1，322   5，99 1  547  4．69   1，871   5．54   

30．0   1，408   4．13   1，894   5．60   

32．0   1，230   6．38   1，566   4．64   
34．0   1，129   5．12   482  1，388   4．11   

36，0   1，120   5．07  1，342   3．97   

38．0   1，195   5．41  1，387   4．10   
41．0   1，333   6．04  1，526   4．52   
44．0   ．1，088   4．93  1，210   3．58   

47．0   891   4．03  972   2．88   

50，0   826   3．74  916   2．71   

53．0   607   2．75  649   1．92   

56．0   504   2．28  539   1．59   

59．0   436   1．98  474   1．40   

2 295   

合 計  22，079  
標準報酬月額の平均   357，54  9  円   227，439  円  

特記事項   962  2．85        665  5．70                                                                                                               5．57  333  2．86            255  2．19                                                                                      ■                                              62．0  2115  9．58  174       6 79         11，655      100 00                      3     円    計は坑内員・船員を含み、任意継続は含まない。   
統計調査の方法  
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4．積立金の運用状況に一ついて   

○資産構成（時価ベース）  

区  分   金   額  
1  

構成割合   

億円  ％  
預 託 金  392，732  27．6   

市場運用分  753，501  53・0   

財投債   275，701  19．4   

承継資産の累積利差損   △24，426 
十   

1，421，935  100．0  

年度末積立金㌔  n   承継騒†堕の損益  1  

1，397，509  を含む場合  

承継資確の損益  
2．97％  

運用利回り 
3．10％   

〔）厚生年金の市場運用は、年金積立金管理運用独立行政法人において厚生年金分、国民年金分、旧年金福祉事  
美川から承継した資産（承継資産）を合わせて一体として連用を行っている。二れら全体の運用資産の平成  
lR年度末の時価総額及び構成割合は次のとおり。  

（参考）左記のうちホ暢達用分  

外国債券   90．694億円（ 7．92％）  外国債券   90．694億円（10．67％）  

特 記 事 項  
外国株式 126，376億lll（11．03％）  外国株式 126，376億円（14．87％）  
短期資席  10億円（ （）．00％）  l月内債券  737，522億円（64．40％．）   国内債券  441，997億円（5：Z．01％）   国内株式 190，676億円（16．65％）   国内株式 190，676億円（22．44％）                              10億円（ 0．00％）   短期資産          合 計1，145－ 278億円（100．00％）   合  計  849，753億H（100．00％）  

〔〕承継資産に係る絹益の厚彗ヰ金・同氏隼金／＼の按分は、厚生年金・国民年金の積立金の元本てlろ均残高の比率  
により行っている。  

り時価評価の方法は、市場運用分の国内債券、国内株式、外国債券、外国株式に一〕し、ては年度末の市場価格  
（運用手数料掩除後）、財投憤についてほ簿価（償却原価法）である。   

5．財政再計算における将来見通しとの比較   

（l）収支状況の比較（平成18隼度）  

収  入  女  ㌻吊  収支残  年度末  
保険料  運用収益 給イ、一幸 基礎車奮！そわ他   計  積立金   

慧欝1その他ミ 計      H  拠r11金  

兆円  兆円   兆  兆円   兆円   兆円   兆円   兆円  兆円   兆円   兆円  
実績  
（基金代行部分除〈）  2】．り0．7   2．0  】1＿8  35．5  22．311．  0・2 34・4  皿  ［139．R］  

【時価べ－ス］  〔2・5］  r37．2］  ［28〕  

21．9！5．2］  
＼   21＿2 11＿  0．1 33．2     【173，6］  実績推計  

【時価ベース］  

将来見通し  
（、lモノ戊16年財政再計算）  号．5   29．8  2l．4 11．3  160．8  

披保険董敢Jj・名＝違和和国  拠出金算定対  
縁者数の増加  

（しより（り  卜霊だ芸警告豊 車担分  （見通しより  
5％．程度増加）1二村、22t■弱 ㌧％剛相加）   
賃金上昇ヰ山二1．tリサー）  

差の主な要因   低卜  
（平l或15年雁  
以降の累積が  
甲通しより  
1・舛，程度供ト）L  

⊂）実績推計の作成にあた／）て  

（彰鼠礎年金交付金（2－0兆円）を収入支出の両面から控除L  
②保険料に惇牛年金柱金に係る免除保険料（0．9兆rl】）を加え、給付費に厚生年金基金〝）代行分（1．1兆I11）及び政府負担金（0．り亀川）を加え  
職域等費用納付金（0．3兆円）を控除し  
③その他収入から積立金より受入（3．4兆円）、解散停年鳥金等徴収金（0．7兆円）、職域等費用納付金（0．3兆円）、旧三公社共済組合に操る  
積立金紬、当額納付金（0．3兆円）、年金積立金管理運用独立行政法人納付金‖．R兆l耶及び年金資金運用基金資産承継収入（0．イ兆M）を搾除し 
その他支出かじ）政府負担金（0．1兆円）を控除L  

特記事項  旬）積立金に陣生年金茶金の息低千住準備金彗（26，3兆H）、日照負押繰延額（4．0兆円）を加え  
㈲運用収入に毎）に係る遷州収入（1．0兆円）及び年金積立金管理連用独立行政法人納け金（l，8兆円）を加えた 
摂J㈲の樗寸金にさ〔）に独立行政法人への川資金のうち、将来の給付費等への充当をf′定している分（3．6兆H）を加えた 

U【】内は、年金橋立金管理運用独立行攻法人におけるrli場運用分に／つい‘r、株式等の評価損益章）運用収入に含める時価ベーースで評価したものであり 
現金ペ「スの収支を示す厚生年金の特別会計の決算とは異なる 
なお、略鶴ベースげ）評価にi  ま、It1年金偏祉事業用から承継  した資産（承継資産）に操る損益を含れており、承継資産に係る増益〝〕  
翠′ト年金・国民年金への按分は、野生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により｛f′Jている 

ー】7  
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（2）被保険者数及び受給者数  

被保険者数  受 給 者 数  
青函商雪一†什遺書葡当   画奮牢奄一▲－ 滴族年金  

千人   千人 千人  千人   下人  
10，852   7 805   平成17年度末  千人    ≧              33，022  23，156  355   4145  

平成18年庫裏  33，794   24，043   11，234   8，169   356   4，284  

将来見通し  
（平成16年財政再計算）  32，200  H 24・300】11・100  8，500  400    4，400   

差の主な要因  ○近年の景気の影響による被保険者数の増加。  

新規加入者数  新規裁定 
斬首  過師当丁頂享年奄「     藩衰年金   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  

平成17年度                  1，503   602   575   30   297   
実 績  平成18年度  1，673   701   653   29   290  

将来見通し  】  
（平成16年財政再計算）  

差の主な要因  

脱退者数         ‾老齢相当  通老相当   
1嚢奮年金  「憂商卒金   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
平成17年度  636   19   280  184  153  

実 績                              平成18年度  643   281   186   19   156  

将来見通し  
（平成16年財政再計算）  

差の主な要因  

○新規加入者及び脱退者に関する実績統計及び推計値並びに   
新規裁定者数及び失権者数に関する推計値はない。  
○将来見通しは年度間平均値である。  

ー18 一  

（3）財政指標の比較  

○年金扶養比率  

決算結果（実績）  

年金扶養比率 ●   ①  ②  

（D  年J菅末被保険者数  年度末老齢年金  
対前年伸  対前年伸び率   

②  び率  
注   千人   ％    千人 注  ％  注  

平成14年度  3．17（3．36）   32，144   1．8    10，145（9，571） 6．9 （6．9）   
15   3．00（3．19）   32，121  △ 0．1    10，690（10，074）  5．4 （5．3）   
16   2．91（3．10）   32，491   l．2    11，167（10，490） 4．5 （4．1）   
17   2．87（3．04）   33，022   1．6    11，523（10，852） 3．2 （3．4）   
18   2．82（3．01）   33，794   2．3    11，984（11，234） 4．0 （3．5）   

注：年金扶養比率の（）内は、年度   老齢年金受給者を用いて算出したものである。   
年度末老齢年金受給権者数の（）内は年度末老齢年金受給者数である。  

成16年財政再計算結果  

年金扶養比率   小  ②  

せ  被保険者数  老齢年金  
対前年伸  対前年伸び率   

②  び率   
百万人   ％   百万人  ％  

平成17年度   3．0  32．3  △ 0．0   10．6   3．7  

18   2．9   32．2  △ 0．1   11．l   4．0   

19   2．8   32．2  △ 0．3   11．5   4．3   

20   2．7   32．0  △ 0．4   12．0   4．5   

21   2．5   3l．9  △ 0．5   12．6   4．4   

注：被保険者教及び老齢年金受給者数は年度間平均値である。   

ー19 －  
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【参考】年金扶養  比率を補完する指標（年金種別費用率）  
咋金種別費用率  

老齢賢用ヰ   障害費用率   遭族費用率   老齢管用率   障苫費用率   隼金種別曹用率の総合費用率に対する構成割合             潰族訝用率   
％  ％  ％  

平成14年度   11..5 0 2   2 月  581  】0  139   
15   10．0   0．2   2．4   58．0   0．9   13．8   

く12．0：〉  く0．2）  く2．9）  

16  1（〕．2  0．2  2－5   57，5   0．9   14．1   
く ヽ  〈0．2ノ  〈3．0〉  

17   10．2  0．2  2．5   57．1   0．9   14．3   
く12．2）  く0．2：〉  く3．0〉  

1R  10．0  0．2  2．6  56．3   0．8   14．5   
く12．0二〉  く0．2〉  〈3．1二〉  

14＊   12 3   0 2   2 8   59 6   0 9   】3 3   

15＊   10．墨  0．2   2．4   59．5   0．9   13．2   
〈129＼、  く0．2ノ  く2，9〉  

16＊   1l．0  0．2  2．5   59．3   0．9   13，4   
＜3‘〉  く0．2〉  く3．0〉  

17＊   11．1  0．2  2．5   59．4   0，8   13．6   
く3‘〉  く0．2〉  く3．0ノ  

18＊   10．8  0，2  2，6  58．2   0．8   13．9   
く12．9〉  く0．2〉  〈3．1〉  

汁：独自給付費用  率について、隼金種別別に算出したものである。   
、‡そ成15年廉から総報酬制となる（平成15年度以降のく〉は、標準報酬月額をもとに算出したものである－｝）  
＊は厚生年金厳金の代行部分を補1卜したヰ、の。  

ー 20 －  

○総合着用率  

決算結果（美績）  

平成14年牽  19．8   40，036  14，240  4，003  △l＿15  △ 0．9   

15   17．3   ▲11．045  13，921  3，795  △ 0．27  △ 0．3   
7   （l．Z19，199〉  

16   17．8  303，667   1，468，506  215，380  107，874  42．792  16，060  3，527  △ 0，20  0．0   
く21．3）  く1，2ニ26，226〉  

17  17．8  45，394  19，474  3，339  △ 0．17  △ 0．3   
く   くl，242，45Ⅰ〉  

18   17．8  48，285  19，989  3，147  0．01  0．3   
く21，3〉   √l，2（16，562〉   

14＊  20．7  296．000  1：三34 0（和  215．000  99 000    41000  14．000  4 000  △1．15  △ 0．9   

15＊   1f弓．】  4l，000  14，000  4，000  △ 0＿27  △ 仇3   
√ワ】「「   くl、219．000〉  

16＊   18．6  316，000   1．469，000  228，000  108，000  43．000  16．000  4．000  △ 0，20  0．0   
㌧22．、う〉  り，226，000〉  

17＊  18．7  45．000  19，000  3，000  △ 0．17  △ 0．3   
り′   り，242，000〉  

18＊   18．6  48．000  20．000  3，000  0．01  0．3   
く22．3）   （1．2fi7．000〉   

注1：その他拠出金とは、一年余保険者拠出金」♂）ことである。  
注2：その他交＝金等収入とは、r国共済連合会等拠出金収入」r職域等牛用納付金」のことである。  
注3：貸金l二昇率は、牲・年齢構成の変動による影響を控除した標準勧酬ヒ昇華である。  
托4：平成15年健から総報酬制となる（平成15年度以降のく）は、標準報酬月額の総額をもとに算出したものである。）．ノ  
注＊：厚生年金基金の代行細分を補正したtlの。  

平成16年財政再計算腐潔  
総合響用率  （l）   十   ¢）   畠）   （5）   （6）  （7）  樽）   （9）   l¢   触  
q二十庵、  実質的な  標準報酬総  給付費  基礎年金  その他拠出  国庫・公  追加才  基礎年金  その他交  貸金上昇  物価上昇  

ゝ100 ②  支出錮畑 宣【唖‥且  領（沌1）  拠出金  金   経済負担  用  交付■金  付金等収  率   
入   

兆円   兆円  兆円  兆lり   兆円  兆円  兆円  兆円  兆Il】   ％   ％  

平成17年度  18．5                          3l．7  146．9  20．6  11．1  4．6  0．0  1．：i   0．5   
18   18．8  32．7  149．2  21．4  11．3  4．6  0．0  2．0   1．2   
19   1g．0  3：i．5  152．0  22．0  1l．5  4．7  0．0  2∴1   1．5   
20   19．3  こ14．7  155．0  22．8  12．0  4．8  0．0  2．7   l．g   
21   18．8  36．3  158．0  23．7  12．6  6．6  0．0  2．1   1．0   

注1：平成】5年僅から＼報酬制となっている。   
注2：再計算結果の給付費は、基礎年金交†寸金を控除した後の額である 

－21  

参（厚年）－13   



○独自給付費用率  

決算結果（実  績）  
独自給付  Q）   （∂   十   少   （釦   任）  （沙  サ   
費用率   

径ゆ   魅   （盟  

実質的な  標準報酬総  
∫Ⅰ－；ト巧l  

℡  
湾■担分除  用   

億円   億円   條円  億円  億円   億円  億円  條円  億円  億円  ％   ％  

平成14年度  14．4                            284184  11避止92  203．466  98 961  65 974   40，036  14．240  4．003  △1．15  △ 0．9   
】5   12．6  293．410  】．458．725  208．140  102．986  68，657  41，045  13．921  3，795  △ 0，27  △ 0．3   

く15．1〉  く1，219，19g〉  

】6  12．9  303．667   l，468．50（i  215，380  107，874  71．710  42，792  16，060  3．527  △ 0．20  0．0   
く15．4〉  く1，226．226〉  

17  12．9  309，881   1．487．083  219，863  112，831  73．246  45．394  19，474  3．339  △ 0．17  △ 0．3   
く15．4〉  く1，242，451〉  

18  12．8  48，285  19，989  3．147  0．01  0．3   
〈15．3〉   くl，26（i，562〉   

14＊  15．3  296．000  1234 000  215、000  99．000  66．000  41．000  14．000  4．000  △1．15  △ 0．9   
15＊   13．4  305，000  1，459，000  220．000  103．000  69．000  41，000  14，000  4，000  △0．27  △0．3   

く16．0〉  く1，21g，000〉  

16＊  13．7  316，000   1，4（；9，000  228，000  108，000  72．000  43，000  16，000  4，000  △ 0．20  0．0   
く】6，4〉  くl，226．000〉  

17＊  13，8  323，000   1．487，000  232，000  113，000  73．000  45，000  19，000  3，000  △ 仇17  △ 0．3   
く16．5〉  〈l，242，000〉  

18＊  13．5  48，000  20，000  3．000  0，01  0．3   
〈16．2〉   く1．267．000〉   

注1：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」のことである。  
注2：その他交付金等収入とは、「国共済連合会等拠出金収入」r職域等費用納付金」のことである。  
注3：貸金上昇率は、性・年齢構成の変動による影響を控除した標準報酬上昇率である．  
注4：平成15年度から総報酬制となる（平成15年度以降のく 〉は、標準報l酬月額の総額をもとに算出したものである。）。  
注＊：厚生年金基金の代行部分を補正したもの。  

平成l（，年財政再計算結果  
独自給付  ②   （冴   （少   （封   吋   （p  喧）  Q）   
費用率   

圃   叫   叶  

実質的な  標準報酬総  給付宥  基礎年金  基一帯年金  その他拠出  国庫・公  追加費  基礎年金  その他交  賃金上昇  物価上昇  
心べト①  ¢  拠出金  拠出金 l国書・公理  経済負担  用  交付金  付金等収  

・・二＝′▲  
入   

く〉   
兆円   兆円  兆円  兆円  兆円  兆円  兆円  兆円  兆円  兆円  ％   ％  

平成17年度  13．5                            31．7  146．9  20．6  11．1  7．3  4．6  0．0  1．3   0．5   
18   13．8  32，7  149．2  21．4  11．3  7．4  4，6  0．0  2．0   1．2   
19   14．0  33．5  152．0  22．0  11＿5  7，6  4．7  0．0  2．3   1．5   
20   14．2  34．7   155．0  22．8  12．0  7．9  4＿8  0．0  2．7   1．9   
2l   14，6  36．3  158，0  23，7  12．6  6．6  6，6  0．0  2．1   1．0   

注1：平成15年厚から総報酬制となっている。   
注2：再計算結果の給付費は、基礎年金交付金を控除した後の額である。  

－ 22 一  

○収支比率  
緒）  

】政文比率  （1〕  ∵＋  0）   山十   （5）   伍）   （7）   （8）   但）   鯛   8カ  飢∋ （ほ  

α）1訂  実質的な  給付費  基礎年金  その他  国庫一公  追加1費用  基礎年金  その他交  保険料収  運用収入  賃金    物価  運用   一大】00  
＠十㊥  支出か℡．i 

一芸トM  拠出金  拠出金  交付金  付金等収  上昇率  
（注1）   入（注2）   （注3）  

億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円   億円   億円   億円  ％    ％   ％  

平成14年度  104．7                                 284，184  203，466  98，961   40，036  14，240  4，003  202，034  31，071  △】．15    △0．9一  
l時価ペース］  ［2，731】  ［0．21］  

15   l17．2  293 410  208140  102 986   41045  △0．3 －  
L時価ペース］  ［64．232］  ［4．91］  

16   123．8  303 667  215 380  107 874   42 792  16 060  3 527  194 537   16125  △ 0．20     0．0 －   
［時価ベース］  ［36，934］  ［2．73］  

17   120．8  309 881  219 863  112 831   45 394  1g 474  3 339  200 584   18298  △ 0．】7      △の．3 －   
［時価ペース］  ［91，893］  【6．82］  

18  114．8  19．989  3，147  209，835   25，708  
［時価ペース］   【42，790】   【3．10］   

215，000   14，000  4，000  216，000  ［13，000］  △1．15  
15＊  ［97．1J  305．000  220，000  103，000   41，000  14，000  4．000  202，000  ［70，000】  △ 0，27  
16＊  【112．3〕  316，000  228，000  108，000   43．000  16，000  4，000  202．000  ［41．000】  △ 0．20  
17＊  ［88．5】  323．000  23乙000  113，000   45，000  19，000  3．000  210，000  ［104．000】  △0．17  
18＊  【104．1］  330．000  234，000  】19，000    48，000  20，000  3．000  2】9．000  ［52，000】  0．01  

注1：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」のことである。  
注2：その他交付金等収入とは、「国共済連合会等拠出金収入」「職域等費用納付金Jのことである。  
注3：賃金上昇率は、性・年齢構成の変動による影響を控除した標準報酬上昇率である。  
往4：L記の［〕内は、年金積立金管理運用独立行政法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ベースで  
評価したものであり、現金ベースの収支を示す厚生年金の特別会計の決算とは異なる。  
なお、時価ベースの評価には、旧年金福祉事業団から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の  
厚生年金・国民年金への按分は、厚生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っている。  

注5：平成17年度以降の運用収入には、年金積立金管理運用独立行政法人納付金を含めているへ  
注＊：厚生年金基金の代行部分等を捕止したものハ  

収支比率  （1）   J十   （刀   旬）   （9   伍）   m   倦）   （9   J¢   ¢D  服I 摘  
－－－－－ 実質的な  給付費  基礎年金  その他拠  国庫・公  追加費用  基礎年金  その他交  保険料収  運用収入  賃金    物価  運用   ヽ－1小  
⑧＋㊥  支出②．かil 」里－サ・¢  拠出金  出金  経済負担  交付金  付金等収  上昇率    上昇率 利回り   

入   
兆円  兆円  兆円  兆円  兆円  兆円  兆円   兆円   兆円   兆円  ％    ％   一路  

平成17年度  114．3                                 31＿7  20．6  1l．l  4．6  0．0  20．8   3．0  l．3    U．5  1．8l   
18   Ill．5  32．7  2l．4  11，3  4．6  0．0  2l．6   3．5  2．0    1．2  2．21   
19   108．9  33．5  22，0  ll，5  4．7  0．0  22．6   4．0  2．3    】．5  2．51   
20   106．l  34．7  22．8  12．0  4．8  U，0  23．5   4．7  2．7    1．9  3．00．   
2l   100．7  36．3  23．7  12．6  6．6  0．0  24．5   4．9  2．l  1．0  3．20   

注：再計算結果の給付費は、基    年金交付金を控除した後の額である（ 
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〔J禎立比率  

決算結果（実績）  

固   固   団   陶   回   同   ⑨   十   ㈹  
栢＼王比率  固                      酌）＋l＋（陀   （9）  実質的な  給付費  基礎年金  その他  同庫・公  追加費用  基礎年金  その他交  前年度末積、ヒ金  賃金上昇    物価上昇運用利糎  

支出針針  拠出金  拠出金  交付金  付金等鶴  率（汀：う）    率  り   
亘）－⑤   しt）¢」でL鑑  （注1）   入り生2）  

億円  憶円  億円  億円  億円  億円  億円  億円   億円  ％  一％、   ％  

平成1′川三度  5．6  ・10，（）36  ト1，240  4、003   1、373，934  △ L15    △0，9－  
t5］  ［1，．う45，967］  ［0．21］  

15   5．5  293，410  208．】40  】02，98（う  41，045  13，9：Zl  3，795  △0．3 －   
「時価∴－ス］  t5．2］  〔【，320，717］  〔4．911  

16  5．3  こ】03．6（う7  2】5∴うボ0  107，874  42，7‡）2  16，0（；0  3，527  1，：174，110  △ 0．20     0．0 －   
【時価べ－－ス】  「1，359，151］  ［2．73］  
17  5．2  45，394  19，474  3，339  l，37軋619  

【時価べ－ス］   ［1382468］   ［682］   

1日  4．リ  4お，285  1‡），989  こぅ，147   1∴i24，020  

一時価ペース1   ［5．2］   ［1，1（）：‡，465］   ［3．10ユ  

14＊   ［6．9］  296，000  21三〉，000  99，000  41，000  △0．9  
15＊   ［6，6］  305，000  220，000  103，000  41，000  △0．3  
16＊   〔6、4ユ  316，000  22R，000  1（）8，000  ■l：l，000  0．0  

17＊   ［6．2］  ：i23，000  232，000  113，000  15，000  △0．3  
18＊   〔6．2】  330，000  234，000  119，000  18，000  0．3  

性1こその 拠Ⅲ金とlよ、l年金保険者拠川金」のことである。   
注2：そ〝）他交付金等収入とは、rl軋軋済連合会等拠出金収入」「職域等費用納付金」のことである。  
注3二貸金l二昇率は、性・年齢構成の変動による影響を控除した標準報酬上昇率である。  
注4：上記のf〕内は、年金積な金管理運剛虫克行政法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運川収入に含める時価ベースで  
評価したものであり、現金ベースの収支をホす厚生隼金の特別会計の決算とは異なるじ  
なお、時価ベースの評価には、旧年金福祉事業周から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資虻に係る損益の  
厚生勺こ金・国民年金への按分は、厚生年金・国民隼金の積立金の元本平均残高の比率により行っている。  

注＊：摩生年食基金の代行部分等を補正したヰ）の。  

平成l（）年財政  再計笥結果  
積立比率  （n   ⊥＋   固   00   固   応）   固   固   
⑨   

短）   個  郎） （陀  

実質的な  給付費  農礎年金  その他拠  国庫・公  追加費用  基礎年金  その他交  前年度末積立金  賃金L昇    物価上昇運用利匝l  
支出（動い巻◆  

（¶－（頸   亘卜昭一筈」㊦  
拠出金  出金  経済負拍  交付金  付金等収  率    率    り   

人  
兆円  兆円  兆llj  兆円  兆ド1  兆‖  兆円  兆円   兆円  ％    ％   ％  

、1え成17年度  6．2                               31．7  20．6  】1．1  4．6  0．0   167，5  1．3    0．5  1．8l   
18   5．R  32．7  21．4  11．3  4，6  0．0   163．9  2．0    1．2  2．21   
19   5．6  33．5  22．0  ＝．5  4．7  0．0   160．8  2．3    1．5  2．51   
2（〕   5．3  34．7  22．8  12．0  4．8  ∩．0   】58．3  2．7    】．9  3．00   
21   5．3  36，3  23．7  12．6  6．6  0．0   156，4  2．l  1．0  3．20   

注：再計算‘  結果の給付費は、基礎年金交付金を控除した後の額であるu   
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平 成18 年 度 財 政状 況  

一国家公務員共済組合－  

1．収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権舌鼓、年金総垣、退職年金受給権者平均年金額および平均加入期間  
（2）退職年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

3．組合員状況  
（1）組合長数・組合良平均年齢・標準報酬月額の平均、棟準報酬月魚総額、標準報酬総額等・  
（2）組合員の分布  

（3）標準報酬月額等級の分布  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計井における将来見通しとの比較  
（1）収支状況の比較  

（2）組合員数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較  

国家公務員共済組合連合会 平成18年度財政状況の概要   

1．収支状況  

平成14年産   平成15年度   平成16年度   平成17年産   平成18年度   前年反との比較  
（伸び率％）   

億円   億円   億円   億円   虎円   せ円  
収入総額  20，956   21，0（；4   2l．234   21，845   21，521  △  324 （△l．5％）  

（疇■ベース注   20．625）  絹■ペース注  22，063）  鳩■べ一ス注  21，527）  （時■ベース注  24，424）  （時■ベースユ 21．435）  （△ 2，g89）（△12．2％）  

収                                                       保険料   10，130   10，231   10，218   10，290   10．333   43 （  0，4％）  
国庫・公経済負担   1．312   1，433   1．525   1．589   1，622   33 （  2．1％）   
追加費用   5．326   5，187   4，918   4，702   4．569  △ 133 （△ 2．8％）  
入                    運用収入   2．169   2．358   2。109   2，423   2，607   184 （  7．6％）  

（正畦運用収入  2．088）  （正株運用収入  2．283j  （正曝耳用収入 l．998）  （正曝書用収入  2，0（け）  （正♯書用収入  2，589）  
（鞠鐘ベースミ  1．757）  （鴨■ベース注  3，282）  （鴨■べ一ス注   2，29l）  （時■ベース注   4，641）  （晴■ベース注   2，503）   

基礎年金交付金  1，935   1，833   1，729   1，640   △  88 （△ 5．4％）            1，552  
財政調整拠出金収入  708   1．172   808  △  365 （△3l．11）  
その他   23   23   26   29   30   1（  4．4も）   

支出総額   20．709   20．873   21，138   21，299   20，963  △  336 （△1．6％）  
支  
給付費   16，852   16．＄49   16，7了9   16．693   16．686  △   6 （△ 0．0％）   
基礎年金拠出金   3，719   3，898   4，192   4，201   4．210   8 （  0．21）  
出                    年金保険者拠出金   22   40   28   31   0 （ 1．Ol）  
その他   115   86   139   3了4   35  △  338 （△90．5も）   

収   支   残  247   191   96   546   558   12 （  2．21）  
絹■ベース丘  △ 84）  （時書ペース註  1．柑9）  （時■ベースき  389）  （時tベース注   3，126）  礪■ペース注   4了2）  （△ 2，653）（△84．9ち）   

年度末積立金  86．747   86，938   87，034   87．580   88，137   558 （  0．6％）  
（時■ベース注  86．986）  鳩■ベース才 88，175）  ㈹■べ一ス琵  隠564）  （特tベースま 91，690〕  （時■ベース注 g2．162）   （472）（  0．5≠）   

積立金連用制回り  2．45l   2．68％   2．35l   2．43％   3．021  0．59％  
（特■ベース茸 2．05％）  〔噌■ベース壇  3．84l）  礪■ベース珪  2．65％）  （時■ベースま 5．36％）  （鴫■ベース珪  2．了g％）  （△ 2．5了％）   

特 記 事 項  

注1 疇■ペースの靂用咽入は、正味運用収入（壬用暇人から■■鉦葬棄却■嶋の■用を■じた収益傭）に年度末≠立会鋼の欝■＃益の増■分を加■して推計した参考書である。  

同榊に、鴫■ベースの収支残は、年度末積立金温の■■れ益の■■分を加1して暮出した蓼青tである。なお、疇■ベースの遍用利回りとして、上巳の鴫■ベースの■用収入を▲にした傭正総合利個りを計上している。  

注2 平成18年魔の財政1整♯出金収入のうち、財政■整Aは全疇の808愴円である。（†財敵1亜Aは†■用負担平準化のための財政■壬襖出金j、財政■鞋Bは「年生絶何に支■を来さないための財政■整拠出金」である。）  

一1－  
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国家公務員共済組合の収支状況の概略図（平成18年度）  

公経済及び事業主としての国  

地方公務員共済組合  

公経済負担金（1，622億円）  

及び  

追 加 費 用（4．5（；9億円）   財政儒整拠出金収入   

（808億円）   

組合員及び事業主   

（標準報酬総額：70．337億円）  

保険料収入  

（10，333億円）  

年金保険者拠出金   

（31億円）  

厚 生 年 金  

給 付 費  

（16．686億円）  基礎年金交付金  

（1．552億円）  

基礎年金勘定  

ー2－  

2．絵付状況  

（1）受給権音数、年金総額、退暮年金受給穐寺平均年金額及び平均加入期間  
平成ほ年3月兼  平成16年3月末  平成t7年3月末  平成柑年3月末  平成柑年3月兼   1腋年度との比軒   

＝ ニ   

ll  

（注）その愴は、舶■絵付及び公♯災書飴付である。  

－3－   
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平成15年3月末  平成16年3月末  平成1丁年3月末  平成18年3月末  平成柑年3月末   前年度との比較  
（伸び率％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
人   計  131   128   126   123   120  △   3（△ 2．4％）  

薫  131   128   126   123   120  △   3（△ 2．4％）  

額  遇毛相当・通過相当  
支  億円   億円   億円   佳円   億円   億円   
絵  金  計  2，499   2．391   2，294   2，216   2，140  △   76（△ 3．4％）  

総  2，499   2，391   2，294   2，216   2，140  △  76（△ 3．4％）   

綾   
千人   千人   千人   千人   千人  

人  計  
増  
額  通毛相当・通過相当  
支  億円   億円   億円   億円   億円  
給  計  
総  
額  

毛l音・遺書年金平均年金月額   円   円   円   円   円   円  
（老齢相当・退年相当）   188，413   184，669   179，06了   176，827  174，100  △ 2，727（△1．5％）  
r減頴支給されたものを  円  円  円   円   円   円  
幅いた平均年金月蝕  196，423   192．334   185，765   183．118   

男  円  円  円  円  円  円  
平均年金月綾  159，086  155，315  152．207  150，628   

上I己の老l‡・退■年金平均年  円  円  円  円  円  円  
21（；，062  213．447  209．288  209．025    207．g65  

女  
■上げ・■下げ支給を選択した毒 円  円  円  円   円   円  

227．g41   224，g77   224，233  222，729  221，013  △1，716（△ 0．8％）  
Lシ、ない舌を除外した平均年金額  

毛l旨・退職年金平均加入期間  月  月  月   月   月  
（老齢相当・退年相当）   417   418   419   420   421   1（ 0．2％）  
通老・通過年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
ノゝ 【コ  41，258  36】834  32，203  29，446  26，855  
欄卜頼支給されたものを  円  円  円  円  円  
除いた平均年金月額  
よ額支給されたものの  円  円  円  円  円  

書十  
通老・通過年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  
（通老相当・通過相当）   1日   107   g9   g3   89  △   4（△ 4．3％）   

－4－  

平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末   前年度との比較  
（伸び率％）   

老齢・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
（老齢相当・退年相当）  193，588  189．770  183，892  181．603  178，793            △ 2，810（△1．5％）  
減額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

除いた平均年金月額  201，788  197．587  190，651  187．926  184，544            △ 3．382（△1．8％）  
男  円  円  円  円  円  円  

平均年金月蝕  163，731  159，984  156，89了  ほ5，357  153，843            △1，514（△1．0％）  
毛l毒・退■年金平均加入期間   月  月  月  月   月   月  
（老l毒相当・退年相当）  421  422  423  424   425   l（ 0．2％）  
遺老・通過年金平均年金月額   円  円  円  円  円  円  

（遇老相当・通過相当）  38．642  33，961  29，268  26－535  24，031            △ 2，504（△ 9．4％）  

減額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

性  
よ額支給されたものの  円  円  円  円  円  円  

平均年金月額  

逓老・通退年金平均加入期間  月  月   月  月  
（通毛細当・通退相当）   107   g8   90   85   80  △  5（△ 5．9％）   

毛l害・退■年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  

（老齢傭当・退年相当）  160，957  157，888  153，943  152，244  150，075    △2，169（△1．4％）   

農額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

除いた平均年金月額  168．170  164，933  160，452  158，468  △2．570（△1．6％）                      155，898  

女  円  円  円  円  円  円  

平均年金月額  133，了36  130，162  12了，289  125，888  124，618     △1，270（△1．0％）  

老齢・退■年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  

性  

（毛■旨相当・退年相当）  398  399  401  402  403  1（  0．2％）  
通毛・通退年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  

（通老相当・通過相当）  49，232  46，627  43，632  41，886  39，947  

減額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

除いた平均年金月額  
減額支給されたものの  円  円  円  円  円  円  
平均年金月額  

遇老・通過年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  
（通老相当・通過相当）  137  134   132   130  128  2（△1．5％）   

ー5一  
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平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度  平成18年度   前年度との比較  
（伸び率％）   

老♯・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
男  154，142  148，006  130，466  129，379  126，812  

走・退職在書針）  

女  円   円   円   円   円  
除いた平均年金月額  130475  △ 2574（△ 20％）  

円 lコ  円   円   円   円   円   円  
平均年金月額   110．946   98．215   118，488   112．365   121，742   9．377（  83％）  

書十  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規載  431   432   436   436   434  △  2（△ 0．5％）   
走■退職在書計）  

老齢・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
（加入期間20年以上の新規裁  156，933  151，383  133，550  132，627  129，785  

男  

減額支給された●ものを  円  円  円  円  円  
除いた平均年金月額  156．983  151，418    133，562  132，638   129787             △ 2．851（△ 2．1！も）  
減額支給されたものの  円  円  円  円  円  

性  111．598  103，125  118，093  111，142  124，858  13．716（ 12．3％）  
老齢・退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規戴  433   434   439   438   437  △   1（△ 0．2％）   
定・退書在職針）  

老齢・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  

（加入期間20年以上の新規裁  136．898  129，095  112，273  111，487  108．138  
女  

減額支給されたものを   円   円   円   円   円   円  
除いた平均年金月額   136 946  108143  △ 3340（△ 30％）  
減額支給されたものの   円   円   円   円   円   円  

性  108．340   88．396   122，042   116，472   90．583  △ 25．889（△ 22，2％）  
老齢・退書年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規裁  423   420   421   420   415  △  5（△ 1．2％）   
定・遺書在書針）  

特 記 事 項  

吏される年金■がこの鏑を上回るまで、みなし従前♯保■を書用される書は、鞭法遼】■共演年金の年金■がこの■を上回るまで．据えtかれた年金■が支  
l色されることとなる。  

－7－  
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平成15年3月末   平成1（〉年3月末   平成t7年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末  前年度との比I交  
t●び串％）   

金  （老  当・遼  当1     t93588 円   189了70 円   183892 円  柑1603 円  1了8  7g3 円  △ 2810円 （△ 151）  
513 千人   521千人   528 丁人  530 千人  535 千人  5千人（  091）  

】■年金■の＃創－■を加暮した平均年金月額  222．022 円   219．  37（；円  2日．998 円  214．759 円  213．  634 円  △1．125円 （△ 0．51）  
26  010 円  117 962 円   108472 円  107467 円  105 681円   △1786円 （△ 171）  
1千人  1 千人   1千人   1 千人  0 千人   △0千人（△1861）  

鮪  50，903 円  50，713 円      △ 932円 （△ 1．81）  
重∴：：こ  2g．198 円  29，152 円      △ 394日 （△ 1．41）  

特  田  150 円  28  344 円  28．371円  27．602 円  27  142 円  △ 460円 （△ 1．71）  

131974 円   129 9も6 円   129027 円  128449 円  12480（i円   △ 3 643円 （△ 281）  
法  10 千人  11千人  12 千人   10 千人   14 千人  4千人（ 3g3†i）  
≠酬比例部分  125．275 円   125．496 円  125．700 円      △3．2‖円 （△ 2．61i）  
定額細分  3．1引 門   2．384 円  1．8了6 円     △ 315円 （△】6．81）  

金 分  1550 円   114711   8了3 円  了5（；円  △117円 （△1341）  
■  
残  213887 円   21210（；円   132309 円  131339 円  130499 円   △ 840円 （△ 061）  
・・＝・ ＝・   20 千人  17 千人   15 千人  △ 3千人（△ 川．91）  

男  難ポ比例部分  21千人          17 千人                        127．024 円  126，836 円  126．647 円   △189円 （△ 0．11）  
分  3，693 円  3，213 円  2．769 円   △ 4ヰ4円 （△13．81）  

23 641円   25468 円   1592 門  1290 円  匹  083 円  △207円 （△16．01i）  
暮■鐙舎■の鞭封書を加暮した平均年舎月■  213．928 円   212  151円  132．543 円  13】．601円  131  ．0（；9 円  △532円（△ す二了 

21824一 円   217  719 円  217 60（l円  21145了 円  210159 円   △1298円 （△ 061）  
み  22 千人   22 千人  20 千人   22 千人  21千人  △1千人（△ 461）  
な  国  ．985 円      125．432 円  125．了85 円  125，3了5 円   △ 410円 （△ 0．31）  
し  定鵬部分   69．850 円       65，309 円  58，858 円  58，082 円   △ 776円 （△ 1．31）  
ヰ  22412 円   24 596 円   2ti865 円  26814 円  2（i702 円   △112円 （△ 041）  
餉  円   217．758 門   217．649 円  211．糾1円  210．380 円   △1．261円 （△ 0．61り  
■  2日  857 円  21（；  128 円  216835 円  217334 円  2171gO 円   △144日 （△ 011）  

俣  20 千人  22 千人  22 千人   20 千人   22 千人  2千人（  841）  

絵  125．620 円  125．6g2 円  9一円 （   0．11）  

を   定額部分  67，183 円  65，310 円      △ 2．085円 （△ 3．21）  

■  19 4g4 円   2】734 円   24032 円  26332 円  28182 円  1850円 （   7．Ol〉  
用  円   216．875 円  217．374 円  217．368 円  △ 6円 （  0．81）  

さ  216092 円   213  398 円  215 705 円  217049 円  21（；746 円   △303円 （△ 011）  
性  18 千人   ‖‾■‖■ 22 千人   至 20 千人  △ 2千人（△ 691）  
分  了24   

舌   定額細分   73、005 円   70，535 円   69．16丁 円  67．349 円  65，242 円   △2，107円 （△ 3．tl）  
を  18 572 円   18 681円   20916 円  23180 円  25253 円  2073円 （  8gli）  
陰  円  217．08g 円  21（；．785 円   △ 384円 （△ 0．】l）  
く  172327 円   168  389 円  165478 円  163361円  161  032 円  △2329円 （△ 141）  

217 千人  228 千人   242 千人  259 千人  274 千人  15千人（  591）  
・三・■ L・：・  133．725 円  133．152 円  132．343 円   △ 809円 （△ 0．61）  
ご■ソ  24．967 円  23．657 円  22  ．345 円  △1，312円 （△ 5－51）  

円   194 円  6 786 円  6552 円  6  344 円  △208円 （△ 32l 
】■1■年金鯉の＃計暮を加■した平均年金月暮i  238  ．745 円  232  ．390 円  229436 円  22了．452 円  225．010 円   △ 2．442円 （△ 】．11ノ  

円    8 円  10720 円  210215 円  209035 円   △1180円 （△ 061）  
書出l■舌七  

184 千人   174 千人   164 千人  154 千人  144 千人   △10千人（△ 6．31）  

旧法適用かつ一般方式で暮定されている葛  
7 55 円   174317 円   166 270 円  166 284 円  167 883 円  1599円 （  101）  

里総社者♯  26 千人  
（迂）旧ま■用かつi年方式でT定される石の年金闊はスライドLていくのに対し、旧法を鳶用されかつ－や方式で■軍される零の年金欄は旧法の通年方式で■   
定される年金■がこの点を上回るまで．みなし従前鈷保■を遇用される看は、新法遺         ■共済年金の年金屯がこの輌を上回るまで、据えtかれた年     金鶴が支   
結きれることとなる。  

平成15年3月兼   平成川年3月夫   平成17年3月末   平成柑年3月兼  平成I9年3月末   前年欄との比較  
（■lび宰％）   

1（；0957 円   157888 円   153g43 円   152244 円  150075 円  △ 2169円 （△141）  
g7 千人  99 千人   101千人   103 千人  1朋 子人   1千杢1一＿＿．」∴A虻  

1糾．  428 円  182．32（i円   l了9．  564 円  179．5日 円  178．949 円   1「5す5【首▼く云 0．31）  
46 円   968了l円   88  899 円  83351円  了9003 円  △4348円 （△ 521i）  

△ 8千人（△1691）  
篇  0 千人    0千人 53．416円   0 千人   0 千人  ＿9－j±         tさl比例綽分  55．  435 円    購  ●● ・・   45，274 円  ヰ3．0（；g 円  △2．205円 （△ 491）  
定額部分   37．248 円       32．  191円  30．180 円  28．701円  △1，479円（△ 4．91）  
精  8．783 円   8  060 円  7．g48 円   了．897 円  7．233 円   △ 664円 （△ 8．11）  
00集（合計）   117155 円   112  810 円  1‖」55 円   109 207 円  10u58 円  仝と姐旦＿．．⊥A】＿旦：．旦．．姐【  

ま  2 千人  2 千人  2 千人  2 千人   2 千人   0千人（  9t〉l）  

糟桝比例部分   107．  182 円  105，  646 円      106．059 円  103，853 円  △2．206円 （△ 2．11）  
定点優分   825 円  6，011円      2，739 円  1．610 円  △1，129円 （△ 41．21）  

1148 円  953 円  647 円   409 円   295 円   △ ‖4門 （△ 2791）  
揮  
崩  t75  4了9 円  17100丁 円   ‖3  964 円  l】3 574 円  110805 円  △ 2 769円 （△ 241）  

4 千人  4 千人  3 千人  3 千人   3 千人   △ 0千人（△1341）  
女  糧il比例節分   10札  789 円  108  ．518 円      108，664 円  107，623 円  △1，041円 （△1，Ol）  
分  61．320 円   57．593 円      4．479 円  2．848 円  △1，631円（△ 36．41）  

4  8g6 円   608 円   431円   334 円   △ 97円 （△ 2251）  
基■年金■の推計鐘を加■した平均年金月ヰ  175  53丁 円  1了1．054 円   114  ．153 円  113．825 円  111．124 円  △ 2．701円 （△ 2．11）  

179  800 円  17了  576 円  1プ旦573 円   166610 円  川5464 円  △1146円（仝＿jニエ幾1  
み  4 千人  4 千人  す 4 千人   4 千人   △ 0千人（△ 841）  
な  108，  了51円  107  ．92了 円      106．465 円  106．363 円   △102円 （△ 0．11）  

し   ∃ 1‘．・   67．286 円   64．733 円       55．896 円  55．211円   △ 685円 （△ 1．21）  
扶  3  783 円  4  916 円   503 円  424g 円  3890 円  △ 359円 （△ 841）  
闘  0 円   17了．642 円   175．618 円   16（；．了81円  165．681円  △1100円 （△ 0．71）  
■  t77 0了2 円   一」ユL互旺＿＿里．  
捉  4千人  4 千人   0千丈 
絵  107，648 円   18．3 6    △ 2．231円 （△ 2．11）  
を   貴慮部分  64  ，550 円  62．7糾 円  60．181円  △2，603円（△ 4．11）  

268 円   ▲，9ヨ8円   △ 49円 （△13Ii）  
稗  0 円  0円   

さ  ．  

件  3 千人  3  4  云 
分  10了．725 円   tO7．了31円  108．161円   430円 （  0．41）  

毛   ヨ＝ 二・  66，453 円   64．550 円  62，626 円  △1．924円 （△ 3．Ol）  
を  ロ  700 円   699 円  2383 円   29さ5 円  2834 円   △151円 （△ 5．11）  
輸  0 円  0 円  0 円   175．343 円  6  △ ．      △ ．  

141  2gl円  138259 円   136096 円   1344了8 円  132 632 円  △1846円 （△ 141）  
三・i．  36 千人  39 千人  42 千人  45 千人   49 千人   3千人（  7．11）  

：・・■ 」h．  1＝  ，082 円  112469 円   画  ．562 円  111．10  白  
定■部分  26．157 円   24．856 円   23  ，699 円  22，525 円  21，321円  △1．204円 （△ 5．31）  
加1絵年会部分  円  円  835 円  了83 円   747 円  △ 36円 （△ 4．61）  

203579 円   200  ．Og3  一打■■富i汚■■‾■常【   ●●  ●  －－  194－ 4  …■‾‾云【了「948円（△†．Ol）  
△ 582円 （△ 0．31i）  

■絵拝著勧  朋 千人  暮■年金■の推計■を加暮した平均年金月■                               175600 円   174 026 円   173640 円   173 6了3 円  17蔓」旦91円                 42 千人   41千人   40 千人  38 千人  】一－－‾‾ 云1千人（△ 3，11）  
旧法■用かつ一触方式で■重されている毛  

115 585 円   112280 円   108208 円   104855 円  101588 円  △ 3 267円 （△ 311）  

受鎗It苓♯                   （注）旧法鵡用かつ■撃方式で暮定される苓の雫℡■はスライ「していくのに対し、旧法を適用されかつ一般方式で▼冒される看の年雪中はl自注の■年方式で▼   
定される年金縫がこの■を上回るまで、みなL従■曲傑■をi用される毛は、新法遼         ■共漬年金の年金犠   がこの■を上回る壬で．鋸え■かれた年金欄が史   
絵さ九ることとなるく  
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（2）退職年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

年齢階級  

割 合  割 合  割 合   

歳以上  歳未満   千人   ％   千人   ％   千人   ％   

55   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   

55  60   0．8   0．2   0．1   0．1   0．9   0．2   

60  65   95．9   17．9   17．3   16．5   113．2   17．7   

65  70   105．2   19．了   1了．了   16．9   123．0   19．2   

70  75   119，4   22．3   20．6   19．8   140．0   21．9   

75  80   111．9   20．9   26．2   25」   138．1   21．6   

80  85   65．0   12．2   13．0   12．4   78．0   12．2   

85  90   25．0   4．7   5．9   5．7   30．9   4．8   

90  95   9．1   1．7   2．8   2．7   11．8   1．9   

95  100   2．1   0．4   0．8   0．7   2．8   0．4   

100   0．2   0．0   0．1   0．1   0．3   0．1   

合  計   534．6   100．0   104．4   100．0   639．1   100．0   

平均年齢   72．5   歳  73．5   歳  72．7   歳   

特記事項  

統計調査の方法   全数調査   
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3．組合員状況  サ
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（）組合員数・棚虐員 （1）≠貪員取・Ⅶ令員 年lい欄嘩欄  平   均年Iい禰拳報酬月  額の平均、I一筆報■l  月顔総額、棚準報酬  総臨書  

平成15年8月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  平成1！l年8月末   劇年鷹との比較  
（●び率 ％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
棚合▲数  ¶  1．102   し091   1．086   1，082   1．0了6   △  6   （ △ 0．59り  

905   894   885   878   8（；8   △  10  （ △1．1†り  
女 性   197   19る   201   204   208   4  （   2．2，り   

▲  ii ■  ■  
組合■の平均年齢  射     39，7  39．9  40，0  39．8  39．8  0．0  （   0．0†も）  

40．5   40．7   40．5   40．5   0．0  （   0．0ウり  
女 性  36．9   36．9   36．9   36．7   36．5   △    0．2   （ △0．5†り   

円  円  円  円  円  円  
鐸準報酬月鎮の平均  書†     406，373  402．646  406．543  408，832  409．598  766  （   0．2Iり  

415．251   419．494   42Z．162   423．633   1，471  （   0．3ウり  
女 性  349．385   345．620   349．516   351．414   351，080   △    334  （ △0．1％）  

平成11年虔   平成15年度   平成1も年度  平成t7年度   平成柑年度   萬年正との比強  
（●び雫 ％）   

t円   せ円   ■円   せ円   傷円   億円   
攫攣欄群月順総額  
（年度間累計）  54．065   52．860   52．582   52．733   52．631   △  102   （ △0．2，り   

■円   せ円   せ円   L・‥   儀円   ■円   
標準1与総頗  
（年度間集計）  18，228   18，135   17．921   1了．707   △    2川  （ △1．2ウり   

●円   億円   億円   せ円   億円   ≠円   
蠣華報酬総蠣く鮭報■ベース〉  

（年度間黒I†）  7l．088   70，717   70，654   70，337   △    317   （ △0．4％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
組合■数   ポ  1．103   l．092   1．085   1，0了9   1．075   △  5  （ △0．4％）   
（年度間平均）  男 性   905   894   884   875   8（；6   △  9  （ △1．0％）  

女 性   198   198   201   204   209   4   （   2．2，り   
標準鞠胡総額   円  円  円  円  円  円   

か  542．694  543．117  545．501  545．42g  △  72  （ △0．0†り   
の年度間平均  男 性  56l．494   562．794   565，562   566．738   1，176  （  0．2ウり   
（一人当たり月l舞）  女 性  457，875   456．725   459，458   456，922   △  2，536  （ △0＿6サり   

l
、
・
・
い
〓
リ
ー
、
山
〕
・
．
・
－
．
・
．
ヽ
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l
．
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り
ぺ
欄
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h
－
ト
・
・
一
．
h
、
 
 
「
 
 
 

■含■の平均年おは、財務、■生労■、♯済度事、  す生労■第二及び社会侵験暮■の魯魚合については働癒♯針■壬  
（2鋼抽出）、それ以外の絶合については全♯■暮による。ただし、平成17年3月末以職はすべて勤電統新鶴董による。  

蠣葬儀■総申〈総嶋酬ベース〉の年度¶薫欄lま男女別l＝は把■していないため、徽事績■鮭轟（総輪別ベース〉の年度間平牒  
（一人当たり月■）の男女舅は欄Ⅷ爛はに益づく鞭計♯を肘上。  

統 計 書 査 の 方 法  
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（2）組合長の分布  

○男女合計  
く ☆：千人〉   

加  入  期  間  〔（年以上）～（年末溝）〕  

年齢階級  

～5 ニ5′・一10    10～1515～20き20～2525～30   【   30～35 35～4040－  合 計   畜】含   
歳以上  歳未満  （％）   

15   ～  20  17．821  17．82  1．7   

20   ←    25  64．35  12．63  了6．99 7．1   

25   ～  30  55，5649．42  14．39   
1  

119．3611．1   
30   ～・  35  20．03  46．64  72．71  29．57  16臥9415．7   

35   －  40  10．0812．92  37．26   78．33 26．12   164、71 15．3   
40    ～  45  4．69 6．02  10．38  32・3969・4425・36  148．2813．8   

45 －  50  139．6213．0  

50 ～  55   119・9511・1   

55 ～ 60 60 ′・■ 65  1．071．07 0 9．1   

．360．36  ．；．」． 
65    ′－   0．08O．0十 0．05   ll   ll●   ll  0．21 0．42  0．51   1．49  0．1   

合  計   1了了，63133．26   n  144．02        ‖ 158．9113了．221131．35   u 101・1370・4022t49  1．076．41   
r割 去（％）  16．512．4  9．4†6．5 2．j  100．0   

平均年齢   3g．8 （歳）   

統計調査の方法  動態統計調査（2割抽出）結果に抽出倍率を乗じたものである。  
（全数による年齢分布が把握可能な細合については、年齢分布が全数と合致するよう補正。）   

○男 性  
（l：千人）   

加  入  期  間  〔（年以上）－（年未満）〕  

年齢俺＝緻  

～5              5～1010～1515～2020～25   30～35  35－40  40～  合 計     ‖  割 ム   
i以上  厳未満  （％）   

15    ～  20  15．74  15．74  1．8   

20    ～  25  43．06   11．09  54，151 6．2   
25    ～  30  34．17  82．90 9．6   

30   ～    35  13．53   L  

126．17し 14．5   

、 、  131．7415．2  

40 ■－  45   126・2314・5   
45   ～  ．   121．8114．0   

50 －  

55  
18・32  104・9412・1  

55 ～  38．61 n  9．7   
60   ■－  

5・35   1臥89 2．2   
65   ～   ．  1．40 j  O．2   

合  計   120．12   u 99・44川・48129・04118・12  116．77  89．95  62．69  山 20．55   n   868．18   
書l合 （％）  1台．8   n 11，5†12．814，913．6  1う二1  し10．4†  7．2  2．4   100．0   

平均年齢   40．5 （歳）   
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○女 性  
（単位：千人）  

加  入  期  間  〔（年以上）～（年未満）〕  

年齢階級  ト  

～55…10～15      15■－20  20一一25  25一－30       30～3535～4040～    合 計  創奮   

畿以上  ♯未満  （％）  

15 〈一  20  

1  

2．08 1．0   

20   ■－    25  21．30  1．55  22．84  11．0   

25′－30  36．4717．5  

35  

15．8  

5．45 15．50 5，3了  9．86  

1．57  
0．97  1．48 6．50  8．6 7．2 6．5  

0．83 0．17 0．01   0．01   1．2 0．0   

合計  

57．51  33．82   32．53 29．87  
「扇一盲一t瑚  9．2  7．0   5．4  

叫  
100．0  

平均年齢   36．5（歳）   

I． 
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（3）鐸準報酬月額等級の分布  

等 扱  
割 合  割 合  割 合  

万円  千人   ％  千人  ％  千人  †も  
8  
4  
0  
8  

6  00  00    00   0  
0．1  0．  0  0  

2．4   0．  3  2  2.9 

0．8   0．  3  

2．1   0．  2  6  3  

13．8  9  

13．5   1．5  2  16  
11．9   1．■  3  14．6  
16．1   ．8  2.4 21．0  
20．0  3  28  ．g  
230  

23.0 

6  34‘；  

0  40  
29．0  9  45.5 
32．1  
34．9  6  

14  3t∋5  0  

39．0   4  13  ヱ  3  5  

52．8  6  15．2  3  

66．0  7  9  

67．4  7  8  

8   5  

70．3  5  

60．1  9  9  2  ．9   68．1  
47．6  5  3.7 ．8   5l  ．4  
35．3   ヱ  ．0   37，5  

0   9丁2  2  4.2 2▲0  101  ＿3   

合 計  868．2   100．0  208．2  100．0  1，076．4  100．0   

標準報酬月額の平均  423．633   円  351，080   円  409．598   円   

特 記 事 項  

統計講董の方法  全 数 調 壬   
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4．積立金の運用状況について  

○資産構成（平成柑年度末）   

区  分   金  籠   構 成 割 合  
】▼、  

醸価ベース     時価べ」ス   1折 「 【】画面禾ニス   
億円  億円   ％  ％  

流動資産  2，852  2，852   3．2  3．1   

現金・預金   l，186  1，186   1．3  一．3   

未収収益・未収金等   1，666  1，666   1．9  1．8   

固定集塵   85．293  89，318   96．8  96．9   

預託金   47．513  47．513   53．9  5l．5   

有価屈券等   30．885  34，910   35．1  37．9   

包括信託   30，885  34，910   35．1  37．9   

（委託運用）   1l，7－7  －5，109   13．3  16．4   

国内債券   3，549  3．527   4・0  3．8   

国内株式   4．‖）5  5，820   4＿7  6．3   

外国債帯   816  876   0．9  1．0   

外国株式   3．247  4，886   3．7  5．3   

（自家運用）   19．168  19．800   21．8  21．5   

国内債券   19．168  19，800   21．8  21．5   

不動産   1．958  1，958   2．2  2．1   

貸付金   4，938  4．938   5．6  5．4   

流動負債等   △ 8  △ 8   △  0，0  △  00   

合計（＝年度末積立金額）   ；；  ●  ■   100．0  100．0   

運 用 利 回 リ   3，02％  2．79％  

※時価評価の方法は、包括信託については年度末の市場価格、それ以外については簿価である。  

※有価証券等（委託・自書）については、すべて包括信託している。  

※有価証券軌＝ついて資産区分別の状況は、次のとおり。  

特記事項  国内債券 22，717億円（簿価）、23，327億円（時価）  

国内株式 4．105億円（簿価）、5．820億円（時価）  

外国債券  816億円（簿価）、 876億円（時価）  

外国株式3．247億円（簿価）、4、886億円（時価）  

（注）四捨五入の関係上、合計が一致しな                           い場合がある。   

－16－  

5．財政再計算における将来見通しとの比較   

（1）収支状況の比較  

収   入  支   出  

収支残  年度末 積立金  

保険料  基礎年金 交付金  運用収益  その他   書†   給付費  基礎年金 拠出金  その他  書十   

惜円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   憧円   億円   億円   
平成18年度  

実   績   10，333  1．552  2．607   7．029  21，521  16．686  4，210   67  20．963  558  88，137  

［時価ベース］  ［ 2．503］  ［ 21．435］   ［472］   【92162］  

将来見通し  

10．464  1，457  1，970   7，434  21．326  16，787  4，269   29  21．085   241   87．416   
（平成16年財政再計算）  

・1金上舅牽  ・壬用利回り  ・財政調整  
主 な 要 因  拠出金収入  

特 記 事 項  
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（2）組合員数及び受給者数の比較  

組合員敷       受給者数   退年相当   通過相当   障害年金   遺族年金   その他   

千人   千人   千人   千人   千人   千人   千人  

実  1，082   956   618   78   10   250   0  

績   1，076   980   624   89   10   257   0   

将来見通し  1，060   1，037   623   130   15   270  
（平成16年財政再計暮）  

主 な 要 因  

新規加入者数      新規裁定者劇  退年相当   遠退相当   障害年金   遺族年金   その他   

平成18年康  千人   千人   千人   千人   千人   千人   千人  

実 績  58   43   15   12   15   0   

将来見通し  38   67   25   25   17  
（平成川年財政再計事）  

主 な 要 因  

脱退者敢      失権看数   退年相当   通退相当   障害年金   遺族年金   その他   

平成18年度  千人   千人   千人   千人   千人   千人   千人  

実 績  63   28   18   8   0   

将来見通し  51   28   18   0   8  

（平成16年財政再針儀）  

主 な 要 因  

・脱退者数lま、動態統計視壬（5覇l抽出）編集に抽出倍率を乗じたものである。  

特‡己 事 項  

ー18－  

（3）財政指標の比較  

○年金扶養比率  

決算結果（実績）  

保険に係る  
年金扶養比率   年金扶養比率注3  ②  せ  

①   ①   － 
③  年度末老齢・退職  

×・・・・・・・・・・・・－・・－   保険者■紐  対前年  年金受給権者数   支出額注1  追加費用  
②   対前年伸び率     ②   ③－④  合員数  伸び率  （老齢・退年相当）   

千人   ％   千人  ％  
注  注2  注2   

億円   億H  
注2  

平成」4年度                     1．81 （1．85）  2．53 （2．60）  1，102  △0．7   610 （594）  l．5 （ 1．5）  18．636   5，326   
平成15年度  1．76 （1．81）  2．43 （2．49）  1，091  △1．0   620 （604）  1．6 （ 1．7）  18，914   5，187   
平成16年度  1．73 （1．77）  2．32 （2，38）  1，086  △0．5   629 （ 613）  1．5 （ 1．4）  19．242   4，918   
平成17年度  1．71 （1．75）  2．26 （2．32）  l．082  △0．4   633 （ 618）  仇6 （ 0．8）  19，254   4，702   
平成18年度  1．68 （1．73）  2．21 （2．26）  1，076  △0．5   639 （624）  0．9 （ 1＿0）  19，344   4，569  

注1支州額とは、r給付費＋塾礎年金拠出金一基礎年金交付金」のことである。   

注2：年金扶養比率、保険に係る年金扶養比率の（）内は∴年度末老齢・退職年金受給者数（老齢退年相当）を用いて算出したt｝のである。  
年度末老齢・退職年金受給権者数の（）内は年度末老齢・退職年金受給者数（老齢・過午相当）である。   

注3保険に係る年金扶養比率とは、制度発足前の恩給公務員期間等を引き継いだことによる影響を除いて保険制度としての年金扶養比率をみるため、年金扶養比率を、支出額から追加費用を控除した  
額の支肘掛こ対する割合で除した換算筐である。  

、ド成16年財政再計算結果  

保険に係る  
年金扶養比率  年金扶養比率   ①  ②  ③   ④  

①   － 
③  年度末老齢・退職  

X -- 保険者■組  対前年  年金受給者数   支出額注－  追加費用  
②   対前年伸び率     ②   ③－④  合員数  伸び率  （老齢・退年相当）  

千人   ％  千人  ％  億円  億円  
平成17年度  l．7／l  2．31  1，073  616  19332  4738  

平成18年度  1．70  2．22  1，060  △1．2   623   l．l   19，599   4，571   

平成19年度   1．65   2．11   1，048  △1．2   637   2．2   20，015   4，393   

、Iそ成20年度   1．59   2．01   1，036  △1．2   650   2．1   20，272   4，22：i   

Iと成2】年度   1．55   l，92   1，023  △l＿2   66l   1．7   20，朋9   4，088   

注 射11額とは、「給付費＋基J＃年金拠出金一基礎年金ま付金」のことである  

－19－  
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【参考】年金扶養比率を補完する指標（年金種別費用率）  

年金種別費用率  年金種別費用率の総合費用率に対する構成割合  

老齢費用率   障害費用率   遺族費用率   老齢費用率   障害費用率   遺族費用率   

％  ％  ％  

平成】4隼度   〈14．5）   〈 0－1〉   〈 2．9 〉  65．4  0．7  13．0   

、I（成15年度   11．3  0＿1  2．3  6ノー．9   0．7   13．1   

〈15．1）  〈0．2）  〈ニ弓．1〉  

平成16年度  10＿R  0．1  2，2  63．1   0．6   1：う．0   

（1■1．5〉  〈0．1〉  〈3．0〉  

平成17年度  10．5  0．1  2．2  6：Z．6   0．6   1：ミ．4   

〈‖．0）  〈0．1〉  〈：∋，0〉  

平成18年度  11，1  0．1  2．5  63．3   0．6   1ノl．0   

〈卜1．9）  〈0．2〉  〈3．3〉  

汀、伽生1川渡以降は「総報酬ベースIJl数値であろ∩また、（〉内はl標準報酬〃勧ベース」t′）数植である「  

－20－  

○総合費用率  

決算結果（実績）  

総合費用率  ②   （∋   ⑤   ⑥  旦   ⑧  ⑪  

①一応）  実質的な支出  一    勺竺    物価  
×  

総額  ②   一⑦一⑧－⑨  給付費  基礎年金  その他  凶庫・  追加費用  基礎年金  ′  収入（注2）   

億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円   ％   ％  
平成14年度  （22．1〉  13，332  く54，Oti5〉  16，852  ：－，719   22  1，372  5，326  l，9こぅ5  く△1．7〉  △0．9   

、ト成15年犀   17．4  13，768  71，088  40  1，433  5，187  1，833   △0，3   

（2：i．3〉  〈528f〕0〉   く△15〉  

平成16年ノ度   17．1  13．644  70，717  16，779  4，192   28  1，525  4，918  1，729  708  0．0   

（230〉  （52，5H2〉  く0．5〉   

、巨成17年度   16．7  1：i，41（】   70，65′1  16，693  1，201   31  1，589  4，702  1，640  1，172  0．2  △0．3   
（22ノl  〈52，733〉  〈0．3〉  

平成18年度  17．6  13，99ボ   70，337  31  1，622  4，5（う9  l，552   RO8   △0．0  0．3   

〈23．5〉  （52．6二！1〉   く0．2〉  

汗1：その他拠出金とは、「年金保   険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。   
注2二その他交付金等収入とは、】財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率である。  
江4：平成15年度以降はー総報酬ベース」（7）数値である＝また、く 〉内は「標準報酬月額ベーースJの数値である。  

平成16年財政再計算結果  

総合費用率   小   ②   ③   十   ⑤   ⑥   ⑧   ⑨   攣   鱒  
年上（◎  その他   その他  賃金  

②   ×100   実質的な支‖ ③廿④＋⑤ －（ぅー⑧－⑨  標準報酬 総額  給付費  基礎年金 拠Jけ金   拠出金 （注l）  同庫・ 公経済負担  追′加費用  基礎年ノ金 交付金   交付金等 収入（注2）   上昇率  物価 」＿昇率   

億‖  胎H  低目  億円  億円  億円  億円  億H  億円   ％   ％  
平成】7年度   16．5  13，182  70，460  16．67（）  4，223   28  1，560  4，73日  】，561  1，410   1．3   0．5   

平成18年度   17．l   1：i，7（う6  71，318  16，787  4，269   29  1，572  4，571  1，457  1，291   2．0   1＿2   
平成19年度   17＿5   14，23R  72．356  17，04（1  4，329   29  Ⅰ，5R9  4，393  1，360  】．413   2．3   1．5   

、n戊20年度   18．0   14，884  7こi，6】5  17，048  4，502   29  1，645  4，223  1，278  1，195   2．7   1．9   

平成21年度   18．1   15，ポ75  74，787  17，35fl  4，734   31  2，こうこう0  4，08H  1，201   957   2．1   1．0   

拝1：その他拠J  ＝金せは、「年金保険者拠出金」」財政調整拠とI    i金」のことである 
江2：その他交付金等収入とは、l財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：「総報酬ベース」の数値である。  
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○厚生年金相当部分に係る総合費用率   

決算等の結果（実績推計）  

十  Q O 十  

①  ③＋④＋⑤   
－×100  

基礎年金  
／＼   

物価  
交付金  拠出金収 入（とt5）  L昇率 （i王6）  上昇率   

－（郵－⑥  （汀】）   （とI÷2）   

億円   億円   億円  億円  億円   
平成14年度   

億円   億円  億円  億円  ％  ％  
（20．5）  11．06R   （54．065）   15．5ノ11  3．719   22  1．364   4．918  1．935  く△1．7〉  △0．9   

半成15年贋   16．2  11．497   71．088  15，527  3，898   40  1，419   4，715  1，833   △0，3   
（217〉  〈52）  く△1．5〉  

平成16年度   15．9  11．231   70，717  15，426  4．192   28  1，520   641  0．0   
〈214〉  〈52582〉  く0．5〉  

平成17年度   15．5  10，944   70，654  15，331  4，201   31  1，584   4，333  1，640  1，062   0．2  △0－3   
（208〉  〈57〉  く0．3〉  

平成18年度   16．5  11，580   70，337  15，303  4．210   31  1．610   4，070  1，552  731   △0，0  0．3   
（22，0〉  （52月31〉  く0．2〉  

注1・職域部分を除いた給付費として、斬共済年金については年度如〕決定隼金額を剛、て、旧共済年金については一定割合を掛けることによって算用した額を計卜している。  

注2＝その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」l財政調整拠出金※」のことであるレ（弊ここでは、2階部分に係る財政調整拠出金として、給付費按分で推計した額を計上している。）  

注3：ここで軋1楷・2暗部分の給付こ係る因＊・公経済負担額として、甜寸繭持分で推計した鋲を計上している。  

注4：ここでは、職域部分を除いた追加賛吊として、給付費按分で推計した額を計上している。  

注5：ここでは、2暗部分に係る財政稗整拠出金収入として、給付費按分で推計した馳を計上している。  

注6．咋齢構成の影響を除いた貸金上昇率である「  

注7 平成15年度以軌i庵報酬ペースーの数値である。また、（〉内は「抒準報酬月額ベースの数値である。   

平成16年財政再計算に基づいた推計値  

厚生年金相当部分 に係る総合用率  
費  虔）   ③  ⑤   （勤  ⑨    ⑪  

①   ③＋④＋（9   厚生年金相当  

－×100 ②  －⑥－⑧－⑨  
部分の給付費  基礎年金  その他  、甲庫●  基礎年金  財政調整  貸金  物価  

交付金  拠出金収 入（庄4）  上昇垂  ト昇率   

標準報酬総額                           （追加費用分除く） （注1）  拠出金  拠出金 （注2）  公経済負 

億円   億円   億円  億円  億円  億円  
平成17年度   

億円  億lり  ％  ー％  
Ⅰ5．3  10，769   70，460   10，932  4，223   28  1，551  1，561  1，301  1．3  0．5   

平成18年度   15．8   tl，293   7l，3t8   1l，184  4，269   29  1，564  l，457  1．1f汀  2．0  1．2   
平成19年度   16．2   11．696   72．356   11，554  4，329   29  1，581  1，360  1，275  2．3  1．5   
平成20年度   16．6   12，225   73，615   11，6t‡6  4，502   29  l，637  1，278  1，077  2．7  1．9   
平成21年度   16．6   12，445   74．787   12，065  4．734   31  2，322  1，201  861  2．1  l．0   

注1：厚生年金相当部分の給付＃（追加費用分除く）とは、追加費    用分を除いた給付♯から職域部分の給付費用   を除いた額と  して推計した額を計上している。   
注2その他拠出金とは、「年金保険者拠‖金」「財政調整相Ii金※」のことである。（※ここでは、2階部分に係る財政潤繁拠出金として、給付費按分で推計した額を計上している。）  

注3■ここでは、1階・2階部分の給付に係る国庫・公経済負担額として、給付費按分で推計した額を計上している【  

注4．ここでは、2階部分に係る財政薦塾拠出金収入として、給付費按分で推計した額を計上している。  

托5・「総報静lペース」の数鰭である【  
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○独自給付費用率  

決算結果（実績）  

鱒  ④  ⑩  

③十④十⑥  
基礎年金 拠出金  その他  Ⅶ  国庫・   そあ砲  物価  

②   
実質的な支出                     交付金等       ①－－（ヨー⑤   ×100   標準報酬  給付費  基礎年金           追加費用  基礎年金   賃金       」㊧ 

－⑨－⑩   
負担分除く）   

収入（注2）   

億円   億円  億円  億円  億円  億円   億円  億円  億円  億円  ％   ％  
平成14年度  く17．5 〉  13，332  〈54，065〉  16，852  3．719  2，479   22   1．372  5，326  1，935  く△1．7〉  △0．9   

平成15年露   13．7  13，768  71，088  40  1，433  5，1f汀  l，833   △0．3   

〈184〉  （5’   く△1．5〉  

平成16年度   13．2  13，644   708  
〈177〉  〈52，582〉  〈0．5〉  

平成17年度   12．9  13，410  70，654  31   1．589  4，702  1，640  1，172   仇2  △0．3   
（172〉  52．733〉  く0．3〉  

平成18年度   13．7  13，998  70．337  31   1，622  4，569  1，552  808   △0．0  
（18．4〉  （52．631〉   く0．2〉   

注1ニその他拠出金とは、一年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。   
注2ニその他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率である。  
托4：平成15年度以降は「総報酬ベース」の数値である。また、（〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

平成16年財政再計算結果  

独自給付費用率  

①－⑦－（9   ×  実質的な支川   標準報酬   
00   ③  

基礎年金  基礎年金 拠出金  その他  国庫・   

②   －（診－－（9一⑩   給付費           追加費用  基礎年金  その他  賃金  物価  
億円   億円  億円  億円  億円  億円   億円  億円  億円  億円  ％   ％  

平成17年度   12．6  13，182  70，460  16，670  4，223  2，769   28  1，560  4．738  1．56l  l，440  1．3  仇5   
平成18年度   13．2   13，766  7l，318  16．787  4，269  2．799   29  1，572  4．57l  1．457  l，291  2．0  l，2   
平成19年度   13．6   14，238  72，356  17．046  4，329  2，839   29  1，589  4．393  1，360  1，413  2．3  1．5   
平成20年度   14．0   14，884   73，615  17，048  4，502  2，952   29  1，645  4，223  1，278  1，195  2．7  1．9   
平成21年度   14．8   15，875   74，787  17，356  4，734  2，490   31  2，330  4．088  1，201  957  2．1  1．0   

注1ニその他拠出金とは、一年金保険者拠出金」r財政調整拠出金」のことである。   
注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3．「総報酬ベース」の数値であるハ  
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（つノ草生咋金納、当部分に係る独11給イ寸費用率  

決語等の結果（実績推計）  

厚／L年金柑、－1瓢り）に る独用ヰ  田   ②   ④   ④   ㌫1  

係n給付費  
（¢   G〕   ㊦   ⑨  ⑲  廊  ⑫  

十  ③十④＋¢：  職域細分  
基礎年金 拠出金                  －－・lり‥   √（針Q  標準報酬   を除いた  基礎年金   その他  国雄・ ′＼経済頁甘  職域部分を除い た発乍ペースの  躾礎年金  財政調靡 拠冊金収  賃金   

†慧   総額   
ー（和一⑨⑲  物価         給付拷 rr【l〕  拠出金  l固峰・公経済 萬Itl分除く）  拠出金 〔注2）  Jヽ （汀：－）  追加費用（狛、〉  交村金  ＝‖ 入 購5）  上界／千二 け†（；ノ  L享卜率   

億Ill   健Itj   健ll】  健H  億Il】  億lり  億lII   瞼l」】  億ll】  億llj  ％   ％  
平成14叶度   く15．9 〉                            8．58日  く54．065〉  】5．544   22  l．364  4．918  l．935  く△1．7：）  △0．9   

平成15年度   】2，5  8，89f亨   71．ORR  Ⅰ5，527  3，R98  2，599   4（1  1，419   4．715  1，汚33   △0．3   

〈  〉  くこ  く△l．5ヽ  

、lて成16年二度   1l，9  8，444   了0．717  15，426  4，192  2，787   28  1，52（1   641   ノ㌧n．4  
〈】61  〈こ2‘8つ〉  く0．b〉  

平成17年度   11．6  封，21（）   70，郁1  】5，331  1、201  2，72S   1，584   4，：‡33  ＝細1  1，062   0．2  △0．3   
／1「6＼  〈∴2J  く0．、‡ノ  

平成18年度   1二三、6  ボ．R74   TO，3こ17  15，こ！t13  4，2川  2，707   封  l，61（）   4，0了0  l．552  731   △0．り  
〈1b一り〉  〈5ニZ．6：jl〉  ＼り．2〉   

r璽1職域乱分を除いた給付費とし∴新桂済年金にン凡＼ては牛囁未げ）決せ年金額を用いて、旧娃済年金に一几、てり十一定割合を鰍†ることによノ）て智出した顛を計l二している 

r12 そ〝）他拠出金とは、r年金保険ホ‘拠川金」r財政薦整拠出金率」Jにトロ▲を〉る．（顎ここで（L2階純分に係る財政調幣拠出金とし（、給付費接分で推計した窮を計上している．）  

ri3 二こでは、l階・2階部分の給付卜係ろ国摩■クモ経済負担額とlて、給付費接分で推計しと葡を計トトている 

注1ニニー円ま、職域払う）を除いた追加費用として、給付費持分で推計した鴇を封上lている、  

注5ニこでは、2階部分に係る財政ポ惣拠出金収入として、給付費按分で推計した捗を計卜している、  

けバ 隼齢構成の影響を除いた賃金上卑ヰである．  

辻7 平IJt15年度以降は「総報酬ベーース」の数値でぁるLま「一、く）ハは樗準郁酬円挿ヘー1」の敦横Pある，   

平成沌牛財政再針眉に基づいた推計仙  
厚生年金相，1部イ）に  
係る独自給付費用率  け）   （†）   ③   亘1   （耳   ㈲   （手  ⑨  （珍  ㈲  ⑫  

（D   厚生年金相、1  
③＋④＋¢） ／盲「斥  書票準報酬   部分の給付費  基礎年金  基礎年金 拠出金  その他  国鮭・ ノ＼  基礎隼金  財政調整  賃金  物価  

②   ー⑨（綺   総額  （追加費用分隙く） （rit  拠出金  （国師・公椒済 負担分除く）  拠出金 けtコ）  公経済萬担  けt31  
交付金  拠出金収 入（汀4）  上昇率  上昇率   

億円   佑円   億円  億円  億円  億円   億円  億円  億円  ％  宰、  
、n成17隼度   ll．4  8，000  70，▲ltっ0   10，932  4，223  2，7f19   2月  1，551  1．561  l．：iOl  1．こ‡  0．5   
平成1H年度   11．9   H，′i！拍  71．31ト‡   11，1トく4  √1，2日リ  2．79り   2！）  l，5f】4  1，457  1，】67  2．0  1．2   
平成1‡）年度   12．2   8．858  1’2，：i56   11．554  4，329  2，H39   29  t，581  】，36（）  1，275  23  15   
、lく戒20年度   1二三，6   9，274  73．615   11，686  －1，502  2，952   29  1，637  1，278  1，077  2．7  1．9   
、1そゎ王21年度   1ニミ．：－   9，蝋5  丁・1，7パ7   12，0（15  4，7：j4  2，‘190   2，二弓22  1，201  捌り  2．1  1．U   

汀1二蝉乍年金柑  当部分の給イ・r讐（追加曹用分除く）とは、追ノ郡費用分を除いた絵†寸脅から職域部分J」給付費耶を除いた顔と卜〔推計lノた額を計Hている【   

注2 そげ他拠出金とけ、l年金保険者拠出金」【財政謂無拠出金童」√）▼とで鳥ノて、、一散こ‾では、2階部分に係る財政調製拠出金として、給一寸脅持分P推計した額を計⊥Lrいる。〕  

洋二‡：ニこでIi、1階・2帝都分げ）給付l’係る国庫上州経済負担欄として、給付費結う）で推言1した加を封1している‘  

澤4ニこでは、2暗部分に探る財政ポ整拠＝金収入とlて、拾†r費持分で推引lた鋲を計ト⊥ている 
7Ⅰ′5「総報酬ベース」（／）教官であろ，  

－24－  

○収支比率  

決算結果（実績）  

収支比率   ②   ③   ④  ⑤   ⑥   ⑧   ⑨   ⑩  鱒  ㊨  ⑬  
実質的な支出  同庫・  その他  

貸金  

往）－（9  ×100 恒）＋塗珍   ②＋③＋④ ⑥一⑦一⑧  給付費  基礎年金 拠出金  その他 拠出金 （汀1）   公経済 負担  追ノ加費用  基礎年金 交付金   交†ナノ金等 収入（注2）  保険料 収入  連用収入   l二昇率 （ざt3）  物触 上昇率  運用 利1日川   

億円  億円  億円  億円  槍門  億円  億円  億円  ％  ％   ％．  
平成14年度  lニミ．332  l（ミ，R52  ：l，719   22  1，372  5，こ126  l．935  10．1：！0  2，169  ／へ什9  2．45  
［時価ベース］  く△1＿7〉  ［2．05」  

平成15年度  13，7亡〉8  16，849  ：i，H9とく   40  1，4こi3  5，187  1，83こう  2，35と；  2．68  

【時価ベース］  く△1．5〉  【3．R4］  
平成16年度   13．644  1（）、779  4、192   70R   2．35  

［時価ベーース］  ［2，291］  「2．65］  
平成17年度  13，410  16，㈹3  4，201   l，589  4，7U2  1，640  1，172  lU，290   2，423   
［時価ベース］   r4，647］  ［5．36］  
、ド成18勺二度  13，99R  16，6ぺ6  ・1，210   1，62：Z  4，569  l，552  808  】0，333   2，607  0．3   3．02  

【時価ベース］   ［2．5（〕3］   ［2．79］   

注1：その他拠出金とは、「年金   保＝険者拠出金」  「財政調整  拠出金」のことである。   
注2：そJ）他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注二】・年齢構成の影響を除いた賃金上汁率である「平成16年度以降はー総報酬ペース」の数値である。また、〈 〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

I｛成16勺二財政再計算結果  

収支比率   ①   ②   ③   ④   ⑤   ⑥   ⑦   ⑨   ⑩  ⑪  ⑫  ⑬  

実質的な支出  その他  その他  

（力一薫）  ×100 ⑨＋⑲   ②＋③＋④ －⑥⑦－⑧  給付辛  基礎年金 拠出金   拠出金 （注】）  国庫・ 公経済 負担  追加費川  基礎年金 交付金   交付金等 収入（注2）  保険料 収入  運用収入  賃金 ⊥昇率  物価 上昇率  運用 利回り   

佑門  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円   ％   ％   ％  
、ド成17年度  100．0  13，182  16，670  4，223   28  】，560  4，738  1，561  1，440  10，2ノ19  1，372  1．3  0．5   1．6   

、ト成一8年度  98．l   1：∋，766  16，7とi7  4．2（〕9   29  】，572  4，571  1，457  1，291  10，4（；4  1，970  2．0  1＋」  2．3   
平成19年度  97．8   14．2ニi8  】7，0・1（）  1，329   29  1，589  4，393  1，360  1，413  10，7（〕8  2，230  2．：！  1．5  2．6   

平成2〔）年度  97．6   14，884  17，04R  4．5〔）2   29  1，645  4，223  】，27R  】，195  tO，9RR  2，5日O  2．7  l．9  二う．0   

平成21年度  り6．6   15，R75  17Ji56  4，7：り   ：‖  2，3：ミ0  4，Uf‡H  t，201  †）57  11，25R  2，7fう6  2．1   3．2   

注1二その他拠出金とは、「隼金保険者拠出金」「財政調整拠州金」のことである。  
注2・その他交付金等収入とは、r財政調整拠粗金収入」のことである 
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○積立比率  

決算結果（実績）  

積立比率  ①   ②   ⑦  ③      ⑥  ⑲  団   ⑫  

塵壷  物価  連用  
（彰一⑤   ⑨  央質的な支由  給付費  基礎年金  その他  国庫・  追加費用  基礎年金    前年度末           ②＋（卦＋④ －⑥－⑦－（妙   拠出金  拠出金 （注1）  公経済負担   交付金  交付金等 収入（注2）  積立金  】二昇平 （注3）  卜昇率  利回り   

億円  億lT】  億円  億円   億円  億円  億l勺  億ll】  ％  ％   ％  
平成14年度  13，332  16，852  3，719   22   1，372  5，326  1．935  86，500  △0．9  2．45  

［時価ベース］  く△1．7〉  ［2．05］  

平成15年度  13，768  16，849  3，898   40   1，433  5，187  1，833  86，747  2．68  

［時価ベース］   く△1．5〉  ［384］  

平成16年度  7．2   13，644  16，779  4，192   28   708   0．0  2．35   

［時価ヘス］  ［88，175］  【2．65］  

平成17年度  13，410  16，693  4，201   31   1，589  4，702  1，640  1，172   87，034  
［時価ベース］   ［88564］   ［536］   

平成18年度  13，998  16，686  4，210   3l   1．622  4．569  l，552  808  87，580  0．3  3．02  

「時価ベース1   「91，690］   「2．791   

注1：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。  
注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率であるn、ド成16年度以降は「総報酬ベース」の数値である。また、〈 〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

平成16年財政再計算結果  

⑫  

その他  
運用  

－⑥一項）－（勤   
⑨  実質的な支出 ②＋③＋④   給付費  基礎年金  その他 拠Ⅲ金 （江l）  国庫・   収入（注2）   

億円  億円  億円  億円   億刊  億円  億円  億円  億円   ％   ％   ％  
平成17年度  7．5  13，182  16，670  4，223   28   1，560  4，738  1，561  1，440  87，175  1．3   0．5   1．6   

平成18年度  7．1   13，766  16，787  4，269   29   1，572  4，571  1，457  1，291  87，175  2．0   1．2   2．3   

平成19年度  6．9   14，238  17，046  4，329   29   1，589  4，393  1，360  1，413  87，416  2．3   1．5   2．6   

平成20年度  6．6   14，884  17．048  4，502   29   1，645  4，223  1，278  1，195  87，705  2．7   1．9   3．0   

平成21年度  6．5   15，875  17，35（；  4，734   3l   乙330  4，088  】．201   957  88，034  2．ユ   】．0   3，2   

注1：その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」「財政調     整拠出金」のことである。   

注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
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平成18年度 財政状況  
一地方公務員共済組合－  

1．収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権音数、年金総貌、退恥年金受給権寺平均年金額および平均加入期間  
（2）退職（共済）年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

3．組合員状況  
（1）組合員数、組合長平均年齢、平均給料月額、給料年額（年度間累計）  
（2）組合員の年齢構成  
（3）給料月額の分布  

4M 積立金の運用状況について  

5．財政再計井における将来見通しとの比較  
（1）収支状況の比較  

（2）組合員数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較  

平成18年度財政状況の概要  

1．収支状況  

前年度との比較  
、n成14年塵   、lろ成15年度   、れk】6句二度   、I㍉kI7年二度   、n成IH年度  

（伸び率％）   

佑P】   億円   億H   鮭H   億円   億円  

収入総額  5～づ，1：う5  57，ニiO8   57．47リ   63，180   64，6こ】H   l，458（  2．3％）  

一昨価∴ス′l＝ 67，553）  （時価へ‘ス′r二 62，216）  腫価′∴ス作＝ 机，998）  （時価へしス7rこ 62，951）  （△19，胴7）（＜23．2％）  

収  2リ，65（〕  29，677   29，7：う5   二iO，099   30Jう12   212 （  什7％）  
同体・公経済負揮   こ㍉1■10   3，30二∠   3，795   3，828   3，958   131 （  二5．4％）  

追加費用   14，13り   13，352   12，465   11，896   1Ⅰ／＝＝   △552 （ △4＿6％）  

入  
運用収入   6，870   7，000   7，53■1   1二う，604   15，645   2，042 （ 15．0％）  

1，91l  止味逢周航入こ6，750 畔価ト・ス良‥16，9～）5  諾笥1；：≡呂討  ．■ri‘‘  止味運用収入 15，45（〕  
基礎年金交付金   4，2ノlリ  ：1，9ノIfl   ニー，り1り   ：弓，71R   こう人月2   △375 （△10．1％）  

財政調整拠H金収入  （－ ％）  
その他   Rl   3t   ′10   35   ：i6  1（2，1％）   

友  女†11総紬   5：i，044   5こう，6（i9   55，158   55，71（う   55，649   △67 （ △0．1％）  

給付費   4二三，298   42，618   4：ヱ，7と；3   ノ12，915   4：i，14～）   234 （  0．5％）  

基礎年金拠Ⅲ金   10，10ボ   10，557   11，235   11，226   11，159   △67 （ △0．6％）  

隼企保険首拠川企   198   188   287   275   27二2   △3 （△1．1％）  

州                                                                      財政調整拠出金   7（）パ   1，172   80日   △365 （△31．1％）  

その他  小‖   306  ト1ノl   128   261   133 （104．1％）   

収   支   残  
5，39l   ：う，6：i9   2，322   7，464   R，988   l，525 （ 20．4％）  

（時価（一ス・｝：13，8錮）  （時価へ・・ス汀＝ 7，05日）  （時価ヘノスデー＝ 26，281）  （時価へ・・ス往＝ 7，301）  （△1日，980）（，へ72．2％）   

374，658   378，297   3日O，619   ：iRR．n82   
隼度末席ヾ（金  

397，071   8，988 （  2」i％）  

（時価′、′イゝこぅt；5，720）  麿価∴ス√f＝379，605）  （時価へ・・スバ386，661）  （時価へス′i＝412，945）  （時価へ′・ノ、什＝120，246）  （7，301）（ l．8％）   

1．77 ％   1．椚 ％，   ＝媚 ％   3．59 ％   
積立金連用利Hり  

4．02 ％   0．4：！  

（時価′∴イー＝ 4・83）  （時価へ■－1丑 ：i■23）  （時価へスn＝ 甘」4）  （時価へ・イー＝ こう・：う6）  （△5．08）   

特 記：事 項  

‖二1：嘩愉へ一スの運用収入は、止昧運用収入（運用職人かrン個‘愉証券禿却職琴の常州を減じた収益取）に午腰1ミ梢立金取の評価渦益〝）増減分を珊弾tて推計した参考値であるり同様に、時価へ■－1J）収友穫  
lま、年度末楕＼1金額の評価縮益の増減分キ加草して脊汁ルた参考脆である、ノ（よ；、咋価へ●一一1山連用利岨りとして、ヒ記〝ノ時価へ◆一人〝）運用収人を厳にした桔1［総合利回りを計卜している．  

注2 財政茶竪拠ftl金のうら、財政調整AりHOH億lI】、財政調整B」ま0円である。り財政調整A」はl費用負担平準化し′）ためけ）財政調整池川金」、財政調整Bは「年金給付に玄随を来さないためげノ財政調整拠州  
金Jである．）  
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地方公務員共済組合の収支状況の概略図（平成18年度）  

被保険者  
（標準報酬総額二   

164，165億円）  

国家公務員共済組  

一2－  

2．給付状況   

（1）受給権者数、年金総額、退職年金受給権者平均年金額及び平均加入期間  （単位：千人、億円）  
平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  平l或19年3月夫  前年との比較（伸び率 ％）  

受   2，109   2，174   2，240   2，289   2，3ノ15   2．4 

給   1．471   1．511   1，552   1．578   1，610   56（   ）  
権   117   123   129   135   142   7（  5．1）  

者  34   35   37   38   40   2（   3．9）  
数  488   505   522   

年   

538   553   15（  2．8）  

44，435   4ノ1，892   45，006   45，471   45．785   0．7 

金  
35，810   36，031   35，886   36．052   36，137   314（   ）                  86（   0．2）  
707   708   704   705   706   1（   0．2）  

総  541   546   555   566   575   9（   1．6）  

7．377   7．607   7．861   8．149   8、367   218（  2．7）  

1，898   1，951   1，983   2，027   2，070   2．1 

人  1，334   1，369   1，381   1，408   1，434   43（  ）  

102   106   l12   116   121   5（   4．3  

全   員   20   21   21   22   22   
受  441   455   469   482   493   0（  1．6）  

40，484   40，840   40，229   40，666   40，862   196（  0．5J  

32，700   32，876   32，058   32，256   32，286   30（   0．1）  

619   614   607   603   599   △4（ △0．7）  

344   339   337   ：i37   333   △4（ △1．2）  

6．821   7、01l   7、228   7．470   7．644   175（   2．3）  

131   137   169   179   183   4（  2．2）  

96   98   127   132   132   △0（ △0．1）  

12  13  15  16  1（ 9．4）  
0（ 30）  

24   26   28   31   34   3（  86）  
2，707   2，7ノ14   3．479   3，605  3，595  △10（△0．3）  

2，320  2，321   3，022   3107  3056  △51（△16）  
64  69  72   77   82   4（   56）  

21   23   25   26   27   1（   2．0）  

302   330   360   395   431   36（  9．2）  

892   926   l，232   1，309   l，342   33（  2．5）  

710   728   l，O15   l，074   l，09l   17（   l．6）  

40   44   49   53   56   3（   6．6）  

5  6  6  7  0（ 1．3）  

137  149  162   176  188  13（  7．2）  

81   86   87   83   92   9（   10．7）  

4l  44  44  38  44  7（17．3）  

4  5  5  5  5  0（ 99）  
12  13  14  15  16  1（  74）  
23   24   25   26   26   

1，245   l，308   1，299   1．200   1，328   
790   833   806   689   796   1（   3．1）  
24  25  25  25  2fi 1（   5．7）  

175  184  194  202  215  12（   6．2）  

255   266   273   284   291   7（   2．6）   
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平成】5年3月来  平成16年3Il来  平成17年3月末  平成18年3月来  平成19年3月来  前年との比較（伸び率 ％）   

計   
人  73   7：i   72   70   69   △1（ △1．5）  

姓  
退年相当  73   73   72   70   69   

貝  
△1（△1．5）  

額  通退相当  ー（  －）  

女  年   
給   

計   1，379   1，310   1，241   1，177   1，139   △38（ △3．2）  
金  
総   退年相当給付   lノミ79   1，310   1，241   1，177   1，139   △38（ △3．2）  

額   通退相当給付  －（   －）   

計  人  －（  －）  

退年相当  
増  

－（  －）  

紬  負  通退相当  －（  －）  

女  隼   計  －（  一）   

齢   金  
退年相当給付  総  －（ －）  

額  通退相当給付  －（ －）   

退職年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  
（退年相当）  202，839  198，664  192，706  190，441  187，034  △3，407（ △1．8）  

減額支給されたものを除いた   円   円   円   円   円   円  

平均年金月額   205，229  201，114  195，090  192，810  189，273  △3，537（ △1．8）  
減額支給されたものの   円   円   円   円   円   円  

平均年金月額   157，148  150，165  143，683  139，610  137，178  △2，432（ △1．7）  

上記の退職年金平均年金額に老齢基礎  円   円   円   円   円   円  
男  

繰上げ・繰下げ支給を選択した者、  円   円   円   円   円   円  

女  定額部分の支給開始年齢に到達し  
ていない者を除外した平均叶金月蝕  236194  232，917  232，033  230，671  228，570  △2，101（ △0．9）  

合  月   月   月   月   月   月   

（退年相当）  411   413   414   415   416   1（  0．3）  
計                    通算退職年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  

（通年相当）  50，388  49，120  47，630  43，493  4し457  △2，0二i6（ △4．7）  
減額支給されたものを除いた  円   円   円   円   円   円  

平均年金月額  ー（ －）  

減額支給されたものの  円   円   円   円   円   円  

平均年金月額  （ 一）  

通算退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
（通年相当）  133  132  130  125  123   △3（ △2．0）  

平成15年二川来  平成16年3月来  平成17年3月束  平成18年3月来  平成1‡）午3月束  前年との比較（伸び率 ％，）   

退職年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  

（退年相当）  212，471  208，244  202，075  199，727  196，189  △3，538（ △1．8）  

減額支給されたものを除いた   円   円   円   円   円   円  

平均年金月額   213，74‡j  209，588  203，403  201，056  197，446  △3，610（ △1．8）  

減額支給されたものの   円   円   円   円   円   円  

男  平均年金月額   171，400  163，669  156，261  151，277  148，499  △2，778（ △1，8）  

退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（退年相当）  42ti   427   429   430   431   1（  0．3）  

通算退職年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  

（通年相当）  47，630  46，433  44，976  40，913  38，993  △1，920（ △4．7）  

性  減額支給されたものを除いた  円   円   円   円   円   

平均年金月額  （  － ）  

減額支給されたものの  円   円   円   円   円   

平均年金月額  （  － ）  

通算退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（通年相当）  117   117   115   111   109   △2（ △2．0）   

退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円   円  

（退年相当）  1と‖，273      172，450    170，710           177，594    167，907  △2，804（ △1．6）  

減額支給されたものを除いた   円  円  円  円  円   円  

女  平均年金月額   181，244    175，985    174，225          184，82：i     171，207  △3，018（ △1．7）  

減額支給されたものの  円  円  円  円  円  円  

平均年金月額  14（う，8（12      134，747    131，5日O    129，508         140，45こ】     △2，072（ △1．6）  

退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（退年相当）  378   380   382   384   385   2（  0．4）  

通算退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  

（通年相当）  52，70l    51，385    49，875    45，723    43，589    △2，134（△4．7）  

減額支給されたものを除いた  円   円   円   円   円   

平均年金月額  （  － ）  

性  減額支給されたものの  円   円   円   円   円   

平均年金月額  （  － ）  

通算退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（通年相当）  145   144   143   1ニi8   1こう5   △3（ △2．0）   

ー5－  
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平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年塵  平成18年度  前年との比較（伸び率 ％）   

男  円   円   円   円   円   円  
（加入期間20年以上の新規裁定■退職在職計）   167，067  163，775  146，803  146，977  143，621  △3，356（ △2．3）  

女  減額支給されたものを除いた   円   円   円   円   円   円  
平均年金月額   167，040  163，781  146，807  146，964  143，621  △3，343（ △2，3）  

ノ△、   減額支給されたものの   円   円   円   円   円   円   
平均年金月額   175，632  156，219  147，086  159，150  144，006  △15，143（ △9．5）  

退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
計                                   （加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   425   428   431   431   429   △2（ △0．5）   
退職年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   178，670  175，819  156，959  157，633  153，592  △4，041（ △2．6）  

男  減額支給されたものを除いた  円  円   円   円   円   円  
平均年金月額   178，632  175，824  156，962  157，624  153，593  △4032（ △2．6）  
減額支給されたものの   円   円   円   円   円   

性  
円  

平均年金月額   189，1朋  166，192  159，564  163，916  152，492  △11，423（ △7．0）  
退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   438   440   443   443   439   △4（ △0．8）   
退職年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   141，236  137，276  124，709  124，028  122，877  △1，151（ △0．9）  

女  減額支給されたものを除いた   円   円   円   円   円   円  
平均年金月額   141，280  137，282  124，711  123，969  122，879  △1，090（ △0．9）  
減額支給されたものの   円   円   円   円   円   

性  
円  

平均年金月額   118，358  111，700  112，146  128，434  114，911  △13，524（△10．5）  
退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   398   402   404   405   407   3（  07）   

特 記 事 項  

ー6－  

平成Ⅰ5年3月末   平成川年3月末   平成17年3月兼   平成18年3月雇   平成19年3月末  前年との比聯  
圧  202，839  

（伸び率 ％）   
198, 664P1 192 70（〉円  190  441円   】87 034   △’i407円（  △18）  

受給権音数  1，471千人  1，511千人  1，552千人  1．5  78千人  1，610千人   33千人（   2．1）  
基礎年金額の推計値を加暮した平均年金月額  230，953円  227，775円  223，064円  222．  659円   220，875円   △1、785円（  △  

60歳未満（合計）   155．780円   149，575円  140，821円  136．  676円   
薪  

134，523円   △2153P】（  △  
1千人  3千人  2丁り、  

法   報酬比例部分  
1千人  千人  △0千人（ △25，9）  

g  8  80，233円  77．  203円   7   

定額部分  4  4  4  

郁  
、l  99円  

加給年金部分  正   838円  2   2   2   

特  14  434円   14  15t〉円   14  39（）円   
男  

14  22円  14  98  △3024円（  △  
42千人  48千人  48千人  41千人  千人  13下人（  33．1〉  

報醇l比例部分  13  066円  13  108円  134，475円  】33，777門  13  90円  △2，487円（  △1．9）  
定額部分  053円  49  913円  Ofi円  112円  

み  加給年金部分  303円  594円  997円  28円  789円   
基礎年金額の推計筐を加算した平均年金月顔   14  476円   14  194円   14  409円   ‖  56円   143，24g円   △3．007円（  △  
別  21  138円   213．305円  14  400円   14  05円  14  24円  △l．782円（  △l．2）  
し  

13   13   
従  定額部分   6  704円   59  ，311円   8．38（）円  

16円  加給年金部分   
42円  △373円（  △4．1）  

490円   17．624円  3  ，233円  
女  

16円  63円  △54円（  △  
基 年金額の推計 を加算した平 年金円頴   21  2（〉9円   213  ，348円   14  518円   14  25円   14  32円  △1593円（  △  
支  22  406円   22（），247円  21  291円   

21  85円   
210705円   △979円（  △05）  

受給権者数   7Ⅰ千人  74千人  2千人  77千人  73千人   △4千人（ △5．2）  
保  報l翳比例部分  138．806円  13  13t】  ．535円   135．492「】   △別0円（  △仇6）  
定積部分  68958円  6   254円  5  

綽  1小  ．633円   6       494円   に   
を  円  22  285円   219  3（】4円   21  01円   21  26  △975円（  △  
給  221．579円  22  581円   219  2亜円   

21  32円   
21  46円  △1986円（  △  

■  63千人  71千人  74千人  2千人  77千人   6千人（  
報さl比例部分  1：け  1†  

用  
137，030円  136，655円  135，72R円   △g28円（  △  

定額部分  70   68   66  64  62  
加給年金部分   743円   15   16   17   18   

さ  円  円  219  255円   21  44円   21（】  62円  △l．R83円（  △  
分  220，891円  218，757円  220  225円   218  54円   
受給権者儀  

216  95円  △1959日（  △  

る  
5（；千人  63千人  71千人  千人   72千人   △3千人（  △3．6）  

報辞l比例部分   136  361円   136  360円   137  796円   137  83円   13（）  53円  △l，130円（  △0．8）  

者  
を  

173，955円  170，  3∠蔓2円  168，  032円   】66  65円   163  80円  △2．284円（  △14）  
計  639千人  6  83千人   735千人  786千人  847千人   60千人（   7．6）  
く  143．  975円   142．  232円   14l，261円  14l，212円  140，247円   △965円（  △0  ．7）  

－＝爛轟  24  22，  527円   20  19．738円   △1ニZOl円（  △5  7）  
加給年金紅分  4  4，  199円  3                              68円   3  52円  △115円（  △2  ．9）  
基礎年金額の推計鰭を加算した平均年金月額  2：】g  こ14：l円   2こ，5  074円   2：！2  480円   230  1（i円   

で算定き九ていろ素11  
227  80円  △2、636円（  △1．1）  

白浜■用かつ濾年方式  234  129円  231  799円   230  229  69円  △1089円（  △0  5）  
受給権音数  5Ⅰ7千人  494千人  4   443千人  4  千人  △25千人（  △5．6）  
旧法適用かつ・椴方式で算定されている者  】Ht，353円  t62，396円  155，9S6F】  】56，5f13「】  

i用寓れる者注  
157  13ll】  ：；5‡円（    0＿4）  

及びみなし詳l輸鮪促陰を  
受給権有数  12千人  9千人  ‖千人   10千人  10千人   0千人（   0  ．2）   

（注）旧法適用かつ通年方式で算定される者の年金額はスラ什していくのに対し、一日法を適用されかつ一般方式で算定される者の年金額は恨法の通年方式で嘗定される年金類がこの額を1二回るtで、みなし従前鰯傭   
障を適用される者は、新法退職共済年金の年金額がこの鰯をl側るまで、据え■かれた年金額が支給されることとなる。  
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、l（成】5年3月来   γ成1（1年3Ilふ▲   恒飢7隼3月よ   平成1R隼3月ぷ  平成19年3月来  前年上げ用二I苛  

（伸び率 〕   

退琳年金平均月額（遇年相当）     212．471円   J小．＿‖M   「 1   日日．7ご7円  19618g円  △‘  i5‘う岬1（  ∠＼1R〕  
夏蚕彊音数     1．017丁人   1．039丁二人   1，061丁り、   1，073二一人   1，0鍋一人    1tう丁人（   1，5）  
基礎年金額の推計値右加草Lた平均年金月術  24：！  ．557円   240，332円  235．453M  235，0別門   233．223門  △  

162，H59llI  】5†】，759門   斬   
l千人  1「人  ∴  Or人（ ハ25パ）  受給権有数  2r人  

法  醇酬比例部分  1t）9  96  ．射り円   92∴う63円   H9，HIIH  △2  ，553円（  △2．8）  
；‘盲▲  ‖円  lg  46  14．㍗用円  4．う，U14円  

紐  加給年金部分   28   27   2tl   コ6，196l【1  26，430門   

特  15（∋，737円  153．292円  
36千人   

純酬比例乱分   142  ，5′川H   い川．929H  
芸・＝，   

l：i9，OH5H   nq小川円  △2  645日（  △1g）  
定撒部分   10，331円  川，546円  11，924日   11．346H  △  577円（  △4．8）  

み  bO7円  5，717円  5，196円  △  221円（  △3．9）  
基礎年金振方晰「戸手師雷官惑   157   156  ＝l＝   157  477日   156．757H   153 32（う円  △3  430Il】（  ＜2り）  
別  157．226lI】  

：5日千人   

報酬比何部分   男  142，9（りH  142  ．72∩円   142 3：弼円   ＝い＝リH  △1  柚7ドl（  △1‘う〉  
従  定語部分  60，9（‖円  

1l，639円   
11．614円    △25円（ J㌧02）  

加給隼金許i）  2二l：i77円  5，07三月  匂  44リ円  

餉  二27，34リP】  7（）Oll】  15リ，1と＝lT】   157，550日  △l  ぷl「】（ 云l．り）  
友  226，046ド   22482f）H  △1  

△   
保  ・‥7l・■・‡■   14t】，28封l】  】43．9fi仰  ト13．か摘lリ  
看紺 

142，6姻l】】   「41．575日  △1  ，q74円（  △（用）  
定額部分   

酵  
71，り16円  6S，191円  65，p15H  58，840H   58、5肌H  △  332円（  ∠上06）  

リ282（■円   24，9”5円   24，550円  2ノl，734円    18・l円（    0．H〕  
加給年金乳分  ¶▼，＿】＿＿担，根＝円  234  ，212II】   22r－，1I19円   22t，955ll】  △1  ．214【11（  ∠＼0．5）  

給  234  ．209円  233．525円  231724円  ∴l  801円（  △OR）  
嫡  4∫1千人     0千人   5】千人  49千人   2千人    ：う千人（   6．H）  

報所It桐妹分  Ⅰ45∴！2：1日  t15，025H  l／14  ，25g円   
川  14二1．435円   t42，】84円  △l  ，27111（  △0．9）  定細部分   72，59：i円  70，523ll】  68，000円  65．928H   63，500日  △  
九l給年金部分   1私製‖門   20．467円       24．151M  2tl．052円  
基礎年金細の痛打酪而宥TF乎両市嘉す葡  lり  234  21封l】   233，53畔】   2：il，H47lt】  △  

性                                                                                      分   イ1j‘う  36リ円  23ノl  81′l円  231，481円  △  

乙  0千人   受給権音数   
144，  5U†l円  

51千人  
報酬比何部分  ト15．326円  】44，533円   】42，921円  △1  ，60岬】（  ムLt）  

肴  定額部分   74，535H  7二いJ83円  70．  禦沌円   6汚，019トリ   （札739H  ∠ゝ2  ，2月l円（  △：t．4〉  

加給隼金軋分  17．  25（l円  1丁，1コ9円   19，176円   20，789円  2二∠，RO5円  2  －016円（    q7）  
を  円  2：う二l．珊瑚Ⅰ】   2：うⅠ．49州】  △1  ，872lJ】（  △イH＝  

173563H  △2  2こ三OH（  △1‘！）  
除  

65歳以卜本来支給労   1ボ‘∃  244H  】7g  7■う0円  177  
報酬比例純分  】5り．ti17lIj  1柑   14ト；，  5511り   

57g千人  
l・川，h5（押I   117、7G7I】l  △  針洞門（  △0．（＝  

定軌部分  23，514日  21．月92円   2（〕，661トり  △1  ，231円（  △5（＝  
加給年金許分  一‾】  5，435P】   5，174円  5，079円   △96P】（  △1H）  
纂i酢漸許許宙新市市有て百計  249  ト小十）1†   245  17丁門   24：iJO：う91り  24】．1H川l   2ニ与月，ボ2】円  △2  5til円（  ∠、11）  

臼、’ かユ通覧ム で百方二竃九ていぞ，青′－    248  捌紺仁  246  860H  2′1（），2 18円     246，022円  ∠＼  離帖H（  ＜り4）  
受給権首数  6fて   コリ6千人  277十人  ㌘宥ナノ＼   2：うパ千人  △  1t）f人（  △7′！）  
l口絃適用かつ般力式P篭右され丁い乙肴  コ03，62二門  1111，547円  lとi5，0川円  lH6．鋸拾「rl   l帥，5二！6円  △  3（‖円（ Jヽ∩．コ）  

盈工迫な上底前曲且隆之且凪i血丘丘L  
受給権音数  月丁人  5丁人  6丁人  5r人   6〒人  （）一人（   45）   

特 記 亨 Jれ  

平成15年こi月末  平成1t〉年：i月末  平成17年：う月末   平成18年3月来   平成】9年3月未   前年との比l駁 （伸び率 nl．）   
i艮職年金平均月額（通年仙、1）     ほ1，273円  t77，594円   172，45U円   170  ，7】0円  167，907円  

受給権音数  454丁人  4  9卜「人  505丁人  521丁▲人   

払礎年金額の推計鰯を加偏した平均年企月額  20：三．727円   200．152円  19f〉  ，274円   196  ，242円   195，075円  △1166円（  △Of））  

新  
百家権音数  1千人  0千人  △0丁人（ △259）  

法   報酬比何軒嘉  71，335円  66∴柑0円  59  58，704円   57．264円  

■2額細分   r！リ21】l】】   ’l’18イ＝1  ■l‘   ，i‘」，．‡45【】  ‘ノ   
都  加給什・金部分   9．62叫l】   11．0121り   紬9円  13，67ノl円  14，258ll】   

特  l：∠6  768日   】25，5引H   122，姉4円  △2．687日（  △2l）  
受給権音数   16千人  14†▲天  18一人  4F天（  3】t））  
報酬比例部分  122，50畑凹  l二3，037lJ】  Ⅰ22  ，975円   123  ，339円   12U，91‖り  △2，428H（一ご＼2t））  
詳細部′）  63【「Pj  OH  3  ，089円  ．791円  r  

み  加給年金乱分  】，30こう円  910M     701円   408円   ’i48円   

縫礎年金細の推計値を加算したヤ均年金月蝕  1こiO，225H   12H，OH2円   126  ，795円   】25，6り4H   122，9：絹円  △2．机洞門（  △21）  
別  

2：l千人  23千人   19千人  △■1千人l △l（i7）  
報酬比†叫部分   女  122，15gH   123  87副円   124  1R5円   12467（iH  492ll】（  ¶1）  

従  定額部分   57．6831り   55．914円   3，991Il】  3  ．385l】l   2，668円  △717H（ △212）  

加給年金部分   5，Ol二l円  5．332円   591円  492「l  367円  △124円（ △25∴i〉  
n  184，81Hlづ   1日3．429円   1：三8  ，570円   12ボ，171H  127，994円  △177ト1】（  △01）  

王  川9，90日円  181，319円  △598日（  △0．3）  

受給権有数  2】千人  25千人   24千人  △】千人（  △5．5）  
促  ・＝1∴旦■・－・  12り，ピ7t）ド】   lご0．リ26ll】  tJ∴∴∵門  】2：1，トl引Il  122，833円  △3tこ叩】（  △り11）  

定額部分   
撞  

64．021H   62，25二∠円  54．45と‡H  54，（）51日  △407円（  △07）  

加給年金課分  5．UOl）円  735円   4  ，309円   4，431円  122円（   2．パ）  

杏  l∫】   用7，488l】I   1d7  7朋円   t82，O18lll  18l，424†l】  △594日（  △り」り  
絵  川7，l）01H   186  148円  186，471日   185，031円  △1．440H（  △0．封）  

虐  23千ノ   23千人  25千人  2千人（   肌0）  
報酬比州都分   11g，】42ll！  】t9．R33【1   

用  
】21，（）36Iり  12ニ），299lIl  】22，4り碑1  19仰】（ 

定額部分   64，915Pl   63，591H   62．052円  60  ．757円   59，074H  △1，6R3日（  △2．月）  
加給年金部分  3，021円  ：i，573円   3，055円   3，41】円  3，460円  49円（   1．4）  

さ  H   円   186，158日  】H6，4R3円  】H5，132H  △L．351円（  △0．7）  
什  184，43引円  185  ，559円   185  ，037日  184，349円  △6と汀H（  △0．4）  

受給権有数  Ⅰ7千人  日干人  21千人   2二う千人  23千人  △0千人（  △0て）  
報酬反面面うi 1ほ．0洲I」】  118，073ll】  11リ  ，リl）畑円   12l，01tI‖  1ニZl，5リリ円  580Il】（   05）  

古  定細部分   66．4nり円   64，147日   63，36（）円  60．564円  △l．493日（  △2．4）  

加給年金部分  1，821M   2，289円   ロ  2，I83円  

円   円   円  185  0ノ17M  ＝‖．3（〉＝円   

除  139  3こZ8円  137．720H  △1月鋸円（  △1，2〕  

受給権有数   157十人  173千人  ロ  90千人   207千人   2Z9千人  21千人（  102）  
報酬比例部分  122，70叫リ   12l，18日†l】   1ニ！0  ．：i60II】   120，■旺押】  ‖月．9：＝ll】  △512Ill（  ′＼0．4）  
定額部分  21，931Pi   20，667H   19  ．698円   18，280円  17，247トり  △＝）34円（  △57）  

加給年金乱分  851門  73ノ1円   655円   60】円  540円  △61円（ ⊥二10，2）  
基礎年′金額♂）推計値を加脊Lた、lそ均年令月蝕   207．H8H門   2り1，、i4511   2（12，ソtH円  苫前：  ．7テ71り   拍札甜刷1】  △l．8朋円（  ▲1ゝ（）jl  

2（捕，245日  l、三麓凪む二つ、隼人式で篭7㌢され工！塩盈こ【「¶＿  209  ，01t押】  208，604Pl  △414rり（  △0．2）  
受給権有数  20】千人   】97千人  93千人   187千人  181千人  △6千人（  △321  
lLI洗適用か一J般み式で篭走さ11ている古  t二il，7（）1l】享   1：l】，15岬】   t27，7柏M  】25，255lJl  】23，㍍‖門  △l，304円（  △l．り）  
′み／亡lノ従前鮎l某 11るjピ 「▼＿．，…＿．．＿．．  

受給権者教  」十人  5千人  ら千人  ム0千人（  △4」‡）   

特  記  事  埴  
ネ  

ーり－  
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（2） 退職（共済）年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

構成割合  構成割合  構成割合   

千人  ％  千人  ％  千人  ％  

55歳未満  0  0．0  0  0．0  0  0．0   

55歳～59歳  0．1  0．1  0，1   

60歳～64歳   226   20．8   112   21．4   338   21．0   

65歳～69歳   226   20．7   102   19．6   328   20．4   

70歳～74歳   220   20．2   97   18．7   317   19．7   

75歳～79歳   214   19．6   101   19．4   315   19．5   

80歳～84歳   130   12．0   65   12，5   195   12．1   

85歳～89歳   47   4．3   28   5．4   75   4．7   

90歳～94歳   20  1．8   12  2．3   32  2．0   

95歳～99歳  5  0．5  3  0．6  8  0．5   

100歳以上  0  0．0  0  0．0  0．0   

計   1，089   100．0   521   100．0   1，610   100．0   

平均年齢   72．1歳  72．4歳  72，2歳   

統計調査の方法  ・組合員等現況調査（全数調査）による。   

ー10－  

3．組合員状況  

（1）組合員数、組合員の平均年齢、平均給料月額、給料年額  

区  分  平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末  前年度との比較（伸び率 ％）   
千   千人   千人   千人   千人   千人  

年 度 末   計  3，181   3，15l   3，111   3．069   3，035   △ 34（△1＿1）   

組合員数   男   2，018   1，996   l，968   1．940   l．917   △ 23（△1．2）  

女   l，162   1．155   1，143   1．130   1．119   △ 11（△1．0）   

歳  歳  歳  藁  歳  歳  
組合員の   計  42．9  43．0  43．4  43．3  43，5  0．2（  0．5）   

平均年齢   男   43．8   43．9   44．4   44．2   44．4   仇2（ 0．5）  

女   41．4   4l．5   41．7   41，8   41，g   0．1（ 0．2）   

円  円  円  円  円  円  
平均給料   計     365，464  362，612  363，684  363，644  360，654  △2．g90（△0．8）   

月  額   男  375，141   372，21l   372．873   372，235   369，456   △2，779（△0．7〉  

女  348，66l   346，027   347，861   348，895   345，574   △3，321（△l．0）   

区  分  平成15年3月東  平成16年3月兼  平成17年3月兼  平成18年3月兼  平成19年3月末  前年倭との比較（伸び率 ％）   

線円   憺円   億円   億円   億円   億円  
標準報酬月額総額  175，486   17l，61（〉   169，031   167，237   164．165   △3，072（△1．8）   

（年度間眉計）  ‖0，389   137，293   135．225   133，789   131，332   △2，457（△l．8）   

♯円   億円   億円   億円   億円   億円  
標準賞与総額  56．61g   56，948   55，380   54．664   △716（△1．3）   
（年度間累計）  

瞳円   億円   億円   鮭円   億円   億円  
標準報酬総額〈総報酬ベース〉   228．236   225，979   222．616   218，829   △3，787（△l．7）   

（年度間累計）  
千人   千人   千人   千人   千人   千人  

組合員数   計  3－157   3，120   3，078   3，042   △36（△l．2）   

（年度間平均）   男  1，999   1，974   1，g45   1．920   △24（△1．3）  

女  l，158   l，146   1．133   1，12l   △12（△l．0）   

円  円  円  円  円  円  
標準報酬総額（総報酬  計  602．387  603，578  602．790  599，560  △3，230（△0．5〉   

ペース〉の年度間平均  男  622，886   623，891   622．025   618，443   △3，582（△0．6〉   

（1人当たり月毛削  女  56（；．993   568，606   569，777   567，222   △2，555（△0．4）   

特記事項  
については事業報告書等による。  

統計凋査の方法   組合員数、平均給料月額、給料総額   組合員の平均年齢については、20分のl抽出調査。   

（注）l．平均給料月掛i、掛金の悸準となった給料である。  

2．標準報酬月額総特（年度間累計）は、標準報酬ペースである。  

標準報酬月額総額（年度間累計）の下■は、本俸べ－1スである。  
3．平成15年度の標準報酬月額総額〈総報酬ベース〉の年度間平均（1人当たり月額）の男女内訳は、次のように推計したu  
①男女計の鳩準報酬月額総額（年度間累計）jを男女別のl年度末組合員の標準報酬月額」の比で按分したもの  
②男女計の順準賞与総領（年度間累計）」を男女別の一年度末組合眉の標準賞与月額」の比で按分したもの  
（①・②）／年度間平世の組合員数／12   

－＝  

参（地共）－36  
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（2）組合員の年齢構成  

○男女の計  
仲位イ人）  

組 合 員 期 間【（年以 卜）′、－（年末溝）〕  

～5  5へ」0  】0〈一15  15へノ20  20一－25  25一）30  ：jO一－：∃5  35～40  40～   合計  
割合   

歳以L歳末浦  
％  

15へ2（〕  2」う1  2．31  0．1  

20～25  74．25  80．71  2．7  

25へ3∩  159．03   273．47  9．0   

こう0 ノ、 35   22．49   ．378．80  12．5   

35 ～ 40   14．62   390．98  12．9   

4∩ ′、 45   23．38   392．54  12．9   

45 へ 50   18．49   454．21  15．0   

50 へ 55   39．08   508．54  16．8   

55 ～ 60   34．11  

60 へ－65   0．91  0．62  0．70  0．65  1．80  4．72  8．68  27．04  16．71  61．83   2．0   

65 ～   0．30  0．24  0、19  0．06  0．24  0．05  0．20  0．43  1．72   3．45   0．1   

合計   322．79  315．61  389．13  414．44  371，40  464．56  431．74  273．19  52．54  3，035．38  

割合（％）   10．6  10．4  12．8  13．7  12．2  15．3  14．2   9．0   1．7  

平均年齢   43．5歳   

ー12－  

○男 性  （単位＝丁・人）  

組 合 員 期 間〔（年以上）～（年末溝）〕  

～5  5～10  10～15  15～20  20～25  25～3（〕  30′‾－35  35～40  40～   合計  
割合   

歳以卜歳末満  
％  

15へノ20  1．80  1．80  0．1  

2（〕ノ、25  36．71  41．18  2．1  

25～30  86．78   146．54  7．6   

30 ～ 35   16．80   218．63  11．4   

35 ノ㌧ 40   11．08   233．28  12．2   

40 ～ 45   19．20   253．34  13．2   

45 ノ、 50   14．61   290．42  15．2   

5（〕ノ、 55   31．16   330．39  17．2   

55 ′‾し 6（）   29．13  

6（〕′一－ 65   0．74  0．46  0．47  0．31  0．61  2．27  6．28  21．24  13．41  45．79   2．4   

65 ′－、・   0．28  0．20  0．19  0．04  0．24  0．04  0．19  0．41  1．60   3．19   0．2   

合計   175．12  178．15  227．06  255．85  246．34  302．09  286．52  201．43  44．14  1，916．70  

割斜％）   9，1   9．3  ll．8  13．3  12．9  15．8  14．9  10．5   2．3  

平均隼齢   44．4歳   

一13一  
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○女 性  岬梓＝十人）  

綿．合・員．期 間〔（年以 L）～（年末溝）〕  

′・、5  5～10  10～15  15～20  20～25  25・～30  30～35  二う5～40  40～   合計   
割合   

歳以l二歳未満  ％  

15～20  0，51  0，51  0．0  

20～25  37．54  39．53  3．5  

25～30  72．25   126．94     11．3   

30 ～ 35   5．69   160．17  14．3   

35 ～ 40   3．54   157．70  14．1   

40／－ 45   4．17   139．20  12，4   

45・～ 50   3．88   163．79  14，6   

50 ～ 55   7．92   178．16  15．9   

55 ′、 60   4．98  

60 ～ 65   0．1・7  0．17  0．22  0．34  1．20  2．45  2．40  5．80  3．30  16．04   1．4   

65 ～   0．02  0．04  0．02  0．02  0．02  0．02  0．12   0．26   0．0   

合計  147．67  137．46  162．07  158．59  125．05  162．46  145．23  71．76  8．40  1，118．68  

割合（％）  13．2  12．3  14．5  14．2  11．2  14．5  13．0   6．4   0．8  

平均年齢   4l．9歳   

統計調査の方法  組合員数及び平均年齢については、20分の1抽出調査による。   
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4．稽、－／二金の運用状況に／⊃いて   

○資産構成  

l｛  ク）   
金  机  構成割合  

簿価ベー1ス   時価／く－－ス   簿価ベース   時価／ミーー∴ス   

億lり   憶‖   ％   ％  

二l ニ■仏  29．858   29，パ5H   7．5   7．】   

現金・預金   17．3：！6   17Jう：i6   4．4   4．1   

来収収益・来収金等   12．522   l：Z，522   ：1．2   3．0   

聞方資産   367．222   390．397   ウニ．5   92．9   

緒託金   l．（J15   l．015   1．（）   1．0   

有価証券等   二i27，005   こぅ50．1Rl   82．1   R3．3   

包括信託   222．2お0   244．31：j   56．0   58．1   

有価証券   97，681   98，824   24．6   23．5   

国｛値券   6：i，695   65．19こ！   16，0   15，5   

外国／l   26，OH4   25，492   6．6   6．1   

国内株式  2   54   0，0   0．0   

外同／l  

証券投資信託   4二l】   12fi   0．1   0．l   

有仙言lた尉言托   7，46H   7，657   1．9   1．8   

生命保険等   7，0■H   7，044   1．H   1．7   

不動咤 2．936   2，936   0．7   0．7   

貸付金   3：i．265   ：13，2ぐ）5   8．4   7．リ   

流動負債等   9   9   0＿0   0，0   

合計（＝年度末柑、丁金額）   397，U71   420，246   100．0   100．0   

運川利恒】り   1．02－㌍1   ニー．：i6％  

‾し、寵鞍1．i紐、 ∫し 丘止弁寸箕尉l占  普 け守†曲詳1【m〝Jノブ法ほ、界則としl革I円債牙、外囲帳弄、国l′1株    託、有価言l［券信託、生命保険等については、隼度末の市場価格である（】  
イニ動産、貸付金については、簿価である－ 
芽・有価証券等に／〕いて資産阿分別の状況ほ、次のとおり 
国内債券 210，278億円（簿価）、211．896億円（時価）  

特記宰相  外国債甥≡礪067佑円（簿価）、軋985佑円（時価）  
ttl内株式 42．767臆円（簿価）、54，ほ7健H（時価）  
外国株式 28．366臆ll】（簿価）、37，603憶1■l（時価）  
短期資確  9，366億円（簿価）、 9，3丁7佑円（時価）   なお 
、数値は、包附言託叫言託未収収益を言わベースであるっ   

（汀）四捨五入の関係1二、合計が 致しなし、  場合がある小   

5．財政再計算における将来見通しとの比較   

（1）収支状況の比較  

収  入  
区  分  

支   1一  

保険料  基礎年金交付金  逓川収益  その他   
収支残  年度末積立金  

計   給付費  基礎勺三食拠川食  そノ）他   計   

億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円  
、I（成18叶度実績  ：iO，312   3，342  15，6ノ15  1，二i41  55，649  8，988  

【時価ベース］  「13，769］   【62，951］   ［7，301］   

将来見i由し  こ！2，297   こう，299   ポ，（146  15，721  59，962  44，2：∠7  ll，14l   l，566  56，9二i4  3，028  二jパ1，07‡）   

（、ド成16年財政再計算）  

・組合員数  ・運川利川り  

iiな要因   ・貸金L昇率  

特記事項  

¶17－  
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（2）組合員数及び受給者数の比較  （単位＝千人）  

組合員数   受給者数   退年相当   通年相当   障害年金   遺族年金   

実  3，069   2，206   1，540   130   23   513  

績   3，035   2，253   1，566   137   24   527  

将来見通し  3，054   2，321   1，584   182   25   530   
（平成16年度財政再計算）  

主な要因  

新規加入者数  新規裁定者数   退年相当   通年相当   障害年金   遺族年金   

平成18年度実績  83   193   141   2   32  

将来見通し  69   203   141   28   2   32   
（平成16年度財政再計算）  

主な要因  

脱退者数  失権者数   退年相当   通年相当   障害年金   遺族年金   

平成18年度実績  117   146   115   2   18  

将来見通し  108   143   15   16   
（平成16年度財政再計算）  

主な要因  

新規裁定者数及び失権者数には、それぞれ65歳到達に伴い特別支給の退職共済年金から本来支給の退職共済年金に切り  

特   記   事   項  
替わった人数が含まれている（   

ー18一   

（3）財政指標の比較   

○年金扶養比率  

結果 績）  

④  

年度末】 組合員数  

（∋／②  圧）／②×（卦／（③」㊨）    u  筒憲箆諾   対前年 伸び率   
（注1）   

十ノ＼   ％   （一門  

（注2）   （注2）   （注2）  （i呈2）  

平成14年度 平成15年度 平成16年度  

平成17年度  

平成18年度  

注1：支Hj額とは、r給付費＋基礎年金拠出金一基礎年金交付金」のことである。  
注2＝年金扶養比率、保険に係る年金扶養比率の（）内は、年度末老齢・退職年金受給者数（老齢・退年相当）を用いて毒引1ルたものである。   
年度末老齢・退職年金受給権者数の（）内は年度末老齢・退職年金受給者数（老齢・過牛相当）である。  

注3：保険に係る年金扶養比率とは、制度発足前の恩給公務員期間等を引き継いだことによる影響を除いて保険制度としての年金扶養比率をみるため、   
年金扶養比率を、支出額から追加費用を控除した額の支出額に対する割合で険した換算値である。  

16年 政再計算結果  

②  L空 

（D／②   
年金扶養比率  i   貰葦毒笠斗①1  

窺新山慧．，∃追加費用   
千人 ％  千人  ％  償円   億円  

平成17年度  ・1   l・555  5l・363112，217   

1（成18年度  ；  ■ 

平成19年度  1．8ノ1L  ．  ＿ ． 

平成20年度   1．74 ，3   1，714  4．554，51711，069   
平成21年度   1．64   2．03  ．3  l，7  4．357，06510，780  

拝：支出額とは、「給付費十基礎年金拠出金一基礎年金交付金」のことである。   

－19一  
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【参考】年金扶養比率を補完する指標（年金種別費用率）  

年金種別費用率  年金種別費川率の総合費用率に対する構成割合  

老齢費用率  障害費用率  遺族費用率   老齢費用率  障害費用率  遺族費用率   
％，  ％  ％  

平成14年度   く11．6〉  く0．1：）  く1．8〉  く66．3〉  く0．7〉  〈10．4〉   

平成15年度   9．6  0．1  1．5  66．7   0．7   10．5   
‖  〈0．1〉  く2．0〉  く66．7〉   く0．7〉   く10．5〉  

平成16年度   10．0  0．1   1．6   64．6   0．7   10．4   
〈13，3〉  く0．1〉   く2．1〉   く64．6〉   く0．7〉   く10．4〉  

平成17年度  10．4  0．1  1．8   64．1   0．7   11．1   
く13．9〉  〈0．1〉   く2．4〉   〈64．1〉   く0．7〉   く11．1〉  

平成18年度  11．0   0．1   2．0   65．2   0．7   11．6  
く14．6〉  く0．2ン   〈2．6〉   く65．2〉   く0．7〉   く11．6〉   

注‥平成15年度以降は「総報酬心一ス」の数帖である。また、〈〉再は「標準報酬月額ベース」（乃数値である 

－20－  

○総合費用率  

V, ③④  ⑦  ⑧ ⑨  ⑲  ⑪  

こ  一 －   

総合削一雪 ① 」 ＋ 1 ⑤ j ⑥             二・－・・ ＿．一 ・ ．、    L     －  －‾ （↓＝6′け－恩 コ紺   
げ＋乱＋忘  

（注1）  （旺2）  （注：う）  

、Iそ成14隼度  く17，5 〉34，215〈175，486〉  42，298】0，108   198  3，440 14，1  39 4，249  0く△1．5〉  △0．9  

】4．4  36，064228，2：i6  

く19．1〉  〈171，616）  

】5＿4  3～j，6こiH 225，リ79  

く 20．6）  〈】69，031〉  

1f）．2  39，97▲1 222，616  

く 21，6 ノ  〈】67，237〉  

1（i．H  lO，70】 21R，829  

（22．4 〉  〈164，1fう5〉  

42，618 10，557  lRR   3，30213，352  3，946  0  

く△0．9：〉  

0 △0，7  0．0  

く△0．6〉  

0 0．2  △0．3   
く 0．3〉  

0 △∩．8  0．3   

く△1，1〉  

平成16隼度   

平成17年度   

平成18年度  

42，7バ：う 11，235  995  3，79512，465  ニー，910  

42，915 11，226 1，448  3，H2H 11，896 ：i，7川   

・13，】19 11，】59 1，0鮒 ：う，95日11，344 ：i，：う42  

作l：その他拠日金とは、「年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。  

注2：そげ）他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入1（′）二とであるハ  

汀3：年齢構成の影響を除いた賃金イ舟・ヰである。  

江上平胤5隼度以降は「総報酬ペース」の数値である√また、〈 〉内は「標準報酬月額ベーース」の数植である。  

友16隼財政再計眉結果  

総合費用率 席   ＠   
擾〕  

⑨   ⑩  ⑪  
実質的  その他  

交等賃金物価  

〔‘i＋イ1   
拍：－さ；）′′警）メ支出 ‖州    給欄慧慧   

〔℃、洩．－規  （汁1）  （注2）  

円  ロ  
平成17年度   叫8bO 22冊67  4：！，72811，162 1，71：弓 ：う，別6      ニi，527  0   1」う   0．5   

≠成用年億  16Ji   ▲11，819 232，792  14，227 11，141 l，566  3，905     3，299  0   2・O l・2   
平成1～）年度  軋【i  4二う，147 235，82r〉   44．H2（う Il，1（1ニー  1，685  ：㍉909     二＝）H6  り   2」i  1．5   

、ド成20年度  17・t  44，別6 238，68015，H711l，554  り6H  ′l，010  ‖，069 2，907  0   2．7   ＝   

平成21年度  】7・4   47，496 239・51847・72212・0811－2‖ 5・78510，780 2，738  0 2・l  川   

汁1二そ〝）他拠H」令とItl隼金保険者側丑愉」l財政調整拠山金」（ハニとである‖   
往2．その他交イ、1金等収入とは、l財政調整拠川金収入」t／）ことで方，る。  
往3．「総報酬ペース♂）数値であるL、  

－21－  
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○悍生年金相当部分に係る総合費用率  

決隻等の結果（実績推計）  

厚生年金相当純分に 係る総合費用率  ②  ④⑤  

①  ③＋④＋⑤   職域部分  
×100  

標準報酬   を除いた     国随・ ′＼経済負担  ■繊維分を除い た巣1ペースの  基礎年金    監悪霊悪拳恩 】入心）  

億円   億円   億円  惟l勺  億円   億円   億 
平成14年度   く16．3）  38，899  10，108   198  3・4333，003   4，249  0 く△1．5）  △0．9   

平成15年度  188  

平成16年度  228，236 （171，616〉 225，979  ・ ・   
〈169，031〉  ・ 

平成17年度   ：‡董‡喜；！……：喜……       222，616   
く19．8 〉   く167，237〉   

平成18年度  15．3  33，469  岳●．    929 1，337  ；垂・●・・竜 町 △0．8  0，3  

く 20．4 〉  く164，165〉  1く△1．1〉   
注1：職域部分を除いた給付費として、新共済年金については年度末の決定年金額を月恥、て、】lI共済年金については一定割合を掛けることによって劉11した額を計上している 
柱2＝その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」「財酸調整拠出金※」のことである。（※ここでは、2階部分に係る財政調整拠出金として、給付費按分で推計した額を計卜しているu）   
往3：ここでは、1階・2階部分の給付に係る国庫・公経済負担額として、給付費按分で推計した額を計上している。   
注4：ここでは、職域部分を除いた追加費用として、給付費按分で推計した顧を計ヒしている。   
注5：ここでは、2階部分に係る財政調整拠出金収入として、給付費按分で推計した額を計上している。   
往6：年齢構成の影響を除いた賃金上昇率である。   
江7：平成15年度以降は「総報酬ペース」の数値である。また、〈 〉州まー標準報酬月領ベース」の数値である。   

平成16年財政再計算に基づいた推計値  

（D  十  ⑥  

①  厚生年金相当  国庫・  
③＋庄）＋⑤                          標準報酬   部∠＼の給イ、†費  基礎年金  その他   ノ＼経済負担  Ⅶ   

ー×100  

②   －⑥－（針偲  総額  P〃 （追加♯用分除く） （注1）  拠出金∈聖霊皇軍   ニエヽ （江3）  基礎年針財政調整                      ；交付金 円  拠．t」金収 入（注4）  上昇率と上村率  
億円  鱒円  億円   億円   噂円  億円  億円   億円   ％   弘  

平成17年度   14．8  0．5  

平成18年度   29，458  ll．141  1，442  3，299L    O   2．0  1．2   
平成19年度   1，547  3，086  

平成20年度   15．6  37，345  238，680   1，350  2，907  1．5  
平成21年度   1．9  1，0   15．0  34，843  n  232，792         1，115  3，899 3，903 丸034 5・779 n  ‖               15．2  35－959  235，820  30，237  1l，163  2，73f∃  

相当部分の給付牙（退刀口常用分隊く）とは、退〃日 陣いた給付  の給付 隙いた  1王1：曙■生年金 注2：その他拠  算用 出金とは、「年金保険者拠出金」r財軟調整拠川金浜j    分を のことである。（※  から職域部うナ費 ここでは、2階部分に係   用を る財政調整拠  闇として推計 Ⅲ金として、  した郡佗計上している。 給付費接分で推計した額を計上しているu）  注3 
：ここでは、  1階・2階部分の給付に係る国庫・公経済負担額として    、給付費按分で  推計した額を計上してい   る。   

注4：ここでは、2階部分に係る財政調整拠出金収入として、給付費按分で推計した額を計上している。  
注5：ー総報酬ペース」（n数値である。  

－22－  

○独自給付費用率  

算結果（実繕）  

伸一⑦－⑤）実質的な 標準報 

岬⑥－⑨一屈リ   負担分除く）   

団 基礎年金      ⑨   ⑲ 巴 その他交イ寸  ⑪ 蜃哀  ⑫ 顔面   （ 酬  仇  基礎年金      その他  国庫・  追加費用  基礎年金   ②  × 100；  支出 総額 （ぎ十（カ1喧）   柘付費  ミ 拠出金  拠出金 （国康・公経済   ≒拠出金 （注1）  公経済負担   交付金    上昇率 （注剖 ‖  上昇率   

億円】  億円   億円   億円   億円   
平成14年度  く13．7〉  並円  億円■     億円   慣Iり  t欝「  ％   ％ △0．9  
平成15年庄   3，302  13，352  3，946   0  

42，618ilO，557 ”  
平成16年度  3，795  0  

平成17年度  0  

平成18年度  43，14911，159  3，958  射謂     二…：三：；L：：；……… n    7・038！188                       ー‡‡……巨三……    ‖ ‖ 3，828  0  

く 18．0 〉   （164牒〉 く△1．1〉   

注l：その他拠出金とは、r年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。  

注2：その他交付金等収入とは、r財政調整拠出金収入」のことである。  

沌3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率である。  
注4．平成15年度以降は「総報酬ペース」の数値である。また、〈〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

独自給付費用率   ⑧   ⑨  ⑲  ⑩  

①② ⊥  
基礎年金  

ロ   

㊥  
億円  億円   t■＝   1書円   【1■   

平成19年度  

平成20年度  成16年財政再計算結果                 n 1          ⑪    u   （l－   － 5）        ら拠出金     追加費用 H  ら基礎年金 交付金    貸金 物価 上昇率上昇率  ‖   ／ ② × 100  支出 ≧竺ふ竺品竺  u  標準報酬 総額  給付費    拠出金 （国策・公経済 負担分除く）     金等収入 （注2）  平成17年度             億円       億円  1書円  惟lり  億円  ‘払   ％   ・・壷F二‘宰   229，g67 ≒ 43，728    11，162   
1．0   

． 
1  

o   

注1：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。   
注2：その他交付金等収入とは、r財政調整拠州金収入」のことである。  

托3：ー総報酬ベース」の数値である。  
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C＝撃′仁イド金印1拍i分に係ろ独∩給付費川一字ミ  

決算等（r）結果（  一夫繕推計）  

こカ  ′駕   仰巧） ㈲  ⑦  〔醗     仲   舘   ⑪   （i吾  

厚生年金相当部分に係 る独日給一寸静用率  二】）  

職域部分  l副雨・ 公経済負担  弓 
一－・l＝l  

②  一こ汀封   、いしイ∴ト惧ノ  「二ゝェ標準報酬を除いた ■㌔－βノ総軸誓たtデ  箭一三㌢魔牒 【    （汁3）  群域隠ヤを降し た縫傷／く・▼∴7一ノ■〕 追加管用昭い    ・・ 
憶Ir】  億Il】  惟III   憶lり  臆P】  憺l】】   億砕  】    低Ill  

ヤ成1小圭塵  （12．1〉 21，7日1 〈175．㈹硯    3H．H99   10，10とi6，738  情円                        198  

ヤ祓】5年丁度  1（1．2  2：1，：i42  22日，2：i6  3！），l：柑  7，0こう8  l～iR 3，295   】2，262 u   こ1，946 0  △0・3  
〈171（ilt  く136 〉  く△0．9〉  

平成16隼度  10．t）  ‖  0 △∩．70．0  

く145〉  〈161）031〉  √△0，61   

、打破17年度   11．b  25，HOト1 222，61（1  39，コ3：う  11．226   7，27H  l．3：！7  3，822  n 11，170      ‖ 3，71射 0 0－2△0」i  
く△℃ぎ 

平錮年度 。 。．。  26∴｝0り即7011・15…60110・768  〈△1．1〉  

汗1：職域部分を除いた給イ澗として、新共済年金については中農末の決定年金額を用いて、IH共済年金については一定割合を掛けることによ  注2二その他拠州金と軋咋金保険者拠州釦「財政調整拠ili金※」のことである。（※ここでは、2階部分に係る財政調整拠潮金として、給付費接  
注3一ここでは、l満・2階部分の給付に係る掴ゆ・公経済負担細として、給付費按分で推計した細を計上しているl▲  
注jこニPは、職域部分を除いた追加費用として、給付費按分で推計した額をJ寸上している。，  
汁5ここでは、2階細分に係る財政調整拠け1金収人として、絵†、1将校分で推計した粁を3†l・していろ」 

注6隼齢構成♂）影響を除いた賃金上月・率である∩  
注7‥平成15年度以降は「総報酬ベースJJ）数値である‖また、〈〉l－1は「標準報酬川奮ベース」の数値である．  

｛戌16イト財政  再計算結果  

悍係 ‡芸譜諸富呈①Lカ ㊥〕 ⑲  

†  
×100 

こぅ）④  【う三琵標芸芸酬   察…亭i．董．＝ヨ・・・り・1 （「＝〕   
▼．≦こ．．・   （注力  

脆性   憶It】  礎ド】 億l  訂㌔1】 
平成17年度  】l．6 26，（i臼9 2ご9，967  瞳M臆M 2日，70と享1l，162  l蜃 7，：11   1，574ニ1・91  ‥ミ，5 1． 

平成IH隼度   1l．R    27，53t）232，7！）   29，45f弓 】し141  3．299  Ⅶ                    0 2・0 1・2   

平成1皇叫二度   12．1  28，64（）2：15，ぢ2  30，2叫11，16：う  7Jil    l，547：i，00：   こi，086 0  ‖  2Ji  1．5   
ヤ成20年J隻   12．5    29，770  二∠ニi8，6とi   11，554   7，575  1，：う50  4，034  2，907  0  2・7 1■9   

、ド成21隼度   1：う，2   ：う1，5122：‡り，51日   3：5，川712，081  6，354   1，115 5，779  2．73日 0  2．1 1，0  
注1＝歴生年金相当部分の給り費（追加斉川分除く）とけ、追加喪≠分を除いた給付費から根城部分の給付費用を除いた額としノて推計した額を計1二している（ 
注2＝その他拠出金とは、咋企保険者拠出金」－財政調整拠出金※」Jノニとである。（※ここでは・2階部分に係る財政調整拠出金として、給付費按分で推計した額を計卜している0）   
ii二3ここでは、l階・2階細分の給付に係るl可搬・公経済負印僑として、霜汁寸費按分で推計した額を計＝ノている・  
rt4ここでは、2階部分に係る財政調♯拠‖令収7＼として、給付費按分で推封した額を計l■しノている。  
江5「総報酬べ」1ス」の数値ぐあるL  

－24－  

0収支比率  

⑲  ⑪  ⑫  ②   （識  ④  （D  収 支 比 率 ①  

（小イ閉山㈲ヰ郎、1実質的な  
X  100 支H  

e＝＝：町＋旬ノ  

－・   、→  

基礎年金その他交†、Il保険料  
交付金  食等収入 収入  

（注2）  

給イ憎て深孟詣笠公設担牒加摘  
（注1）  

賃金   物価  
連用収入  

上昇率 上昇率利1・－1り  
（注3）   

億円  －％  億円  億円  億円  億円  億円  
6，870  △0．9  

く△1．5〉  

△0■3   

［1］く。。．。，   
7，534 △0．7  0．O  

L12，200］く△0．6〉  
13，604  0．2 △0．3  
［：i2，：う63］〈 0．3〉  

15，645  △0．8  O．3  
［13，769］く△l．1〉  

4，249  0 29，656   

：i，946  0 29，677  

3・910   029・735  

3，718  0 30，099   

3，342   0 3仇312  

19R  3，44014，139  

188：う，：iO2】：i，：う52   

995 3，795 12，465   

1－44日  3，828 11，896   

1，080 3，95R ll，344  

81∴i 31，2】542，2t）H lO，1（）8   

89」ミ ：軋0（う4  42，別8 1（），557  

［70．2］   
93．5  3ぺ，638  42，7と；3 1l，2二う5  
［83．1］   
82．7  39，974  42，915 1l，226  
［57月］   

80．040，70】4：i，1491l，159  
［83．4］  

平成14隼度  
い時価ベース」  

平成15年度  
［時価ベー′・・ス］  

半成16年度  
【時価ベース］  

平成17年度  

「時価ベース1  
平成1針隼度  

L時価ベース」  

【財政調腰拠出金」（7Jことである（  その他拠rtl金とは、明こ金保険者拠刷金」   1
 
り
ん
 
3
 
 

注
注
注
 
 

その他交付金等収入とは、【財政凋整拠出金収入」のことである 
隼齢儒成の影響を除いた債金卜昇率である。哨戒1咋度以降はI総報酬ベース」ぴ）数値であるuまた、（〉内田標準報酬H級ベーース」の数値であるc  

竹16・二 I翫椚馴＝…  J  い  

収支比ヰミ和  ¢） ③  ④  ⑤ ⑥  ⑦  ⑧  ㊥） ⑲  ⑪  ⑫ ⑬  
1  

竃芸黒＝禦斗馴収入蔑1警覧濫㌔  
（し㈹／（射i崇2美雪監な紺費鷲諾孟昌慧公筑粧捌口酬慧欝篭 y  

Jl、：いき  （注1）  （江2）  

しl，ニ7用 

億lり  l針】   値lリ   憺r】】  掛1】   億円  億円  億円  億円  億円  ＼   十  十   

平成17隼度  99．610，860 43，72811，162 1，7133，91612，217 3・527  0 3l，097  6，011  1・3   0・5 1・6   

、巨戒18牛虎   92．611，819 4t22711，】41l，566  3，90511，別63，29‡）   0 32・2978，646   2・0  1・2  2・3   

平成19i一度   り0．4 43，147 44，826 tl，1631，685  3，90911，44ト 3，086  0：！ニう，5469・R53  2」ち   l・5  2・6   

平成20年度   瞞」144，916 45，87111，5541，468  4，04Oll．069 2－907  0：牲7911l，484   2T7  l・9  3・0   

平成21年度   猟6 47，ノ1リ6 47，72212，OR11，211 5，7約10・7ボ0 2，738  0：i5－756 12，421  2・1  1・0  う・2   

注1＝その他拠H怜とは、「叶金保険首拠州金」「財政調整拠州金のことである 
け2■そノ）他女付金等収入とl⊥「財政調整拠出令収入」のこ上であろt  
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○積立比率  

積 立 比 率  

⑨A①－⑤）  、よ  給付費   賃金   物価   運用  
その    国庫 

②十（卦＋（彰一  

⑥－（要一⑧  
基礎年金  他   u ・迫力   基礎年金∃その他交†寸   前年度末  （注2）  （注3）  

億円   億円   億円   億円   〔・   億円   
平成14年度  

億円   億円   ％一  

12．0  198  3，440  14，139  4，249   0  369，267  1．8   
［時価ベース］  

平成15年度  11．4  l．8   
［時価ベース］   ［112］   188  3，302  13，352  3，9∠16  1  億¶   ％ く△1．5〉    ％  
平成16年度  

［4．8］  
10．9  0   0．0≠ 2．0  

［時価ベース］   【109］   ［379，605］  
平成17年度  

r  

10．5  0   380，619   
［時価ベース］   ［107］   
平成18年度  10．6  

〔9．0］  
0   

［時価ベース］   【11．2］   ⊇  ［412，945］   
0．2   

注1＝その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。   
注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3二年齢構成の影響を除いた貸金上昇率である0平成l昨度以降は「総報酬ベース」の数値である。また、（〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

平成16年財政再計算結果  

積立比率  ⑤  ⑪  ⑫  

物価 運用  
⑨／（①－⑤）   

②＋（∋＋④－  （注1）   （注2）   

⑥－⑦－⑧  
円   円   円   慧円   ％  ％  

平成17年度   
％  

1．3  0．5  1．6   

平成18年度   2．0  1．2  2．3   

平成19年度   0  381，079   2．3  1．5  2．6   

平成20年度   0  385，239   2．7  1．9  3．0   

平成21年度   10．2  館円  億円  「三・・  億  億円  億円  億  億  t                40，860  43，728  11，162  1，713  3，916  12，217  3，5271  0   377，886            10．0  41，819  44，227  11，141  1，566  3，905  11，816  3，299  0  378，051              9．7  43，147  44，826  11，163  1，685  3，909  11，441  3，086                  9．4  44，916  45，871  11，554  l，468  4，040  11，069  2，907                  9．4  47，496  47，722－12，081  【   1，211  5，785  10，780  2，738  0 390，638 芦 2・1  1．0  3．2   

注1：その 拠出金とは、惟金保険者拠出金」，財 調整拠出金」のことである。   
注2＝その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
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平 成18年度 財政状 況   

一私立学校数職長共済制度－  

1．収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権音数、年金総額、退職年金受給権者平均年金魚および平均加入期間  
（2）退職年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

3．加入者状況  
（1）加入者数、加入者平均年齢、標準給与月額の平均、標準給与月額総額、棟準給与総頗等■  
（2）加入者の分布  

（3）標準給与月額別分布  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計井における将来見通しとの比較  
（1）収支状況の比較  

（2）加入者数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較  

私立学校教職員共済制度 平成18年度財政状況等の概要   

1 収支状況  

平成14年度   平成15年二度   平成16年度   平成17年度   平成18年度  前年度との比較（伸 び 率 ％）   

億lり   億円   億円   億円   億円   億円  
収 入 総 額  3，919   4，071   4．194   4，948   4，964   16  （0．3％）  

（時   価   ベ        ス）   （3，163）   （4，254）   （4，729）   （5，522）   （5，143）  （△378） （△ 6．8％）  
掛  金   2，508   2，658   2，680   2，789   2．918   129  （4．6％）  

収  捧   負   担  429   452   499   537   557   20  （3．鍋）  

追   加   費   用  
運  用  収  入   667   670   738   l，359   1，250   △109（△8．0％）  

〔芸㌔運べ用＿収； 〕  
年金積立金管理運用独立行政世人納付金   
基礎年金交H■金  218  203  190  178  157  △21（△11．7％）  
国英済連合会等拠出金収入  

入  
積立金相当額納付金  
l敵城等費用納付金  
解散厚年基金等徴収金  
積立金より受入  
そ  の  他  96  87  87  85  82   △3（△3，5％）  

支 出 総 額   3，351   3，637   3，893   3，87l   3，956   85  （2．2％）  

支  
給  付  費   2，112   2，185   2，252   2，310   2，375   65  （2．8％）   

基  礎  年  金  拠  出  金   1，184   l，263   1，401   1，452   1．485   33  （2．2％）  

川                                 年 金 保 険 者 拠 出 金  51   143   68   78   81   4  （4＿6％）  

財 政 調 整 拠 出 金  
そ  の  他   4   45   172   3l   15   △】6  （△5l．7％）   

収  支  残  568   434   30l   l，078   1，008   △69  （△6．4％）   
（ 時  価  べ  －－－   ス ）  （△189）   （617）   （836）   （1，651）   （1，188）   （△463）（△ 28．1％）   

年   度   末   積   立   金  31，36R   31，802   32，1（）2   33，180   33，834   654  （2．0％）   

（ 時  価  ペ  ー   ス ）  （こil，625）   （32，242）   （33，079）   （34，730）   （35，563）   （833）  （2，∠蟻）   

積  立  金  連  用  制  回  り  2．20 ％   2．00 ％   l．79 ％   4．16％   ：i．76％  △0．40％ （△9．6％）   

（ 時  価  ベ  ーー   ス ）  （△0．封巨％）   （2．61％）   （3，35％）   （5．78％）   （4．07％）  （△1．71％，）（△29．6％）   

特  記  事  項   平成ほ年度から固定資産l√一〕いて損益外減税処理を行一）ている。ニのため、前年度末の積立金に当年度の収支桟を加えたtJ（ハと    の 
当年度末積立金とが一致しないレ   

丘：時働へ－1の運用収入は、止喋j重用lⅨ入（農用l牧人から個   ‾価証券売却損牒の費用を耗じた収益聯）に年厚木橋立金弓阻の評1曲j隕益の増梯分を加算して推計した参考値である．．   
同様に、時価へ‘－スの収支残は、年度末積立金鋲の辞儀損益の増減分を加曹Lて篭出した参考脆である なお、時価へし1の運用利回りとして、ヒ記の時価へ’－スの連用収入を墓にlた修正総合  
利一司りを計LLている。  

1  
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私立学校教職員共済制度の収支状況の概略図（平成18年度）  

加入者  

及び事業主   

（標準給与総額  

：26，827億円）  

掛金収入  
（2，918億円）  年金保険者拠出   

（81億円）  

受 給 者  

基礎年金勘定  

ー   2  －  

2 給付状況  
（1）母給権音数、年金総鮨．退     廠年金晋絵権者（、  退牢相当）等平均年  ‾金月飯及び平均加入納l罰  

平成15隼3月末  平成16年：り】来  平成17年3月兼  平成18牛3月末   平成19年3月未   l河 可‾ と の 上t 畷 （伸 び ⊇聖 ％）   

β．  了‾人   千人   丁人   千人  丁人  了一人  
β冬  計  245．9   258．2   271．0   280．8  293．4  12  ．6  （451）   

退 年 相 当   76．5   81．3   86．0  
権  123．6  129．2   135．4  

給  18  1．9  2．0  2  21 0  

43．9  45．7  47．6  49   
t欝Il】  

5l   
億ド】  t憲Iり  

2  

億11  権  億円  
計  2，5H7  

t蘇lり  

2．675  2．729  2，803  2，888  85   （3，（邦）   

金  】，685  1．758  1．796  1，849  1．911  62   （3．4％）  

者    総   555  559  5（）0  565  573  8   （141；）  
額  障 害 年 金   22   22   23   24  24  （0  ，4）  （l，5≠）  

324   337   351   366  380  1ノ】  

千人   †一人   †一人   
（3，9≠）  

†▼人  寸一人  1一人  
200．3   209．4   215．8   223．3  232．1  R                     ．7  

全  人  計  
（3．琳）  

55．1   58．8   61．4  
通過相当  103．9  107．R   110．】  

額  15  5  1．6  6  7  0  

39，8   41．4  42，8   
億円  

44   3   46   0  
億円  億円  

支   計  
傍目  

1，989  
億円  

2，057  
「ヨ■■  

2．088  2，153  2，214  61  （2．81）  
金  1．216  1，274  1．298  1，349  1，3t沌  47   （3．5％）  

給   総   4（】6  466  460  462  463  2   （0，4≠）  

顎  障 害 年 金   17   18   18   18  18  （0  ．3）  （l．6％）  
289   299   311   325  

千人  
337  12  （3．7％）  

千人  十人  千人  
計  216  

千‾人  
25．0  

千人  
31r：  359  40．∂  4  （13．0斗）  

人                               退 年 相 当   7．4   8．5   1仇5   l：Z．0  13．5  ．5   （12．1≠）  
通 過 相 当   10．1   1：三．2   1f〉．3   18．8  21  2  ．8  （1511）  

員  仇】   0．1   の．2   0．2  0  （0．  02）  （10．3‡）  
4．0   4．3   4．6   4  ，9  

値円  
5  0  ．4  （ 7．2≠）  

郵  億円  倍Il】  億円  t騒円  億円  
計  221  249  298  338  374  37   （】0．8ヽ）  

金  退 年 相 当   いほ   163   199   229  255  26   （】1．2≠）  

総  誼■■耶 ・・   40   47   58   66  75  9  （13，蛸）  

支  2   2  2  （0  ．1）  （49≠）  
35   37   

l若円   
39   

借門   
40  

億円   
43  2  （5，4‡）  

停   計  
†欝H  

136   
暦H  

157   
億円  

185  209  24  （1321）  
給  70   86   102   124  143  19  （150≠）  

通 過 相 当   26   2リ   33   37  4二∠  5  （131％）  
額  障 害 年 金   （0．j）   （0．5）   （△0．  01）  （△16％）  

20   21   22   23  24  1  （4，3％）  
1一人   千人   1一人   千人  

2′l．0   
千人  千人  

23．7   23．7   全  人  計  2l，6  20．8  △ 0  ．8  （△ 3．6％）  

14．0   1／l．0   14．2   12．9  12  △ 0  ．3  （△1㈹）  
通 過 相 当   g．6   9．3   9，】   8．2  77 △ 0  ．6  （△ 67≠）  

領  0．3   0．3   0．3   0．3  0  （仇∩  01）  （什3≠）  
族 句三 金   0．1   0．1   0．l   0．l  0  （仇  03）  （ZO．2≠）  

停   
億円  l宗門  1意円  慣円  

377  370  
鰐円  億円  

計  344  312  300  △    13  （△4．11）  
金  32－l  320  298  27l  261  △  （△：5．7％）  

止二   総   49  4t）  41  38  35  △   （△7．41）  
傾  障 害 年 金   3   3   4   3  3  （△ 0．  04）  （△121）  

（0．1）  （17．飢）   

－ 3一   
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減   
平成15年：〕円木  平成捕隼：i月末  平I領7年こう月末  平成十和辛3J未  半成け隼3日未  所 隼 と ♂＝t攣貸 r 他 rポ ヰミ ≠1  

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
人   1，り   0．リ   0．り   り．9   0一！）   （△ 0．01）  （∧1．5％）   

柘  退イト柵1  1．0   0．9   0．9   0．9   0．9   （∠ゝ 0．01）  （′11．5％）  員  
通過相当＊  

年   億円   億一丁l   億円   億円   億円   億円  
金  14   13   12   l二   △ 0．3   （△2．7％）   

総  退牛榊止弓  1′l   12   12   △ 0．3   （／＼2．7％）   

給  詳l  通過相当＊  

噌  丁人   丁人   丁人   r人   丁人   T人  
人  計  

額  邑  返年相当  
通過印1  

女  年  億円   億円   億円   億円   億円   億円   
金  計  

給  総  過隼相当  
＊  額  通過相当  

1軋529‡り  1Rl），㍑21リ  174，冊）lり  172，474lIl  169，826ll】  △ 2．648ll】（△1．5％）  

減額支給されたものを隙いた  
平均年金∩額   

1H4，27Hll】  180湖4l】】  174，7641り  173，130‖  】70，4271り  △ 2，703門 仏t．6％）  
男  減額支給されたものの  

平均年金‖額   
124，（i211リ  帖… ＝  112，糾）5 日  l町080＝  10R．7鋸 H  △1，287 P」仏1．2％）  

上記の退隠年金平均年金月額に  円   円   円   円   円   円  
基礎年金額の推計値を加簡Lた  215．q17   212，1：∠】   207．096   207，49ノ1   2（）6，467   △l－027   （△0．5％）  

な i17だiご余月額  
繰1二げ・繰下げ支給を選択した有、   【リ   巨l   

定額部分山女給開始年齢に達して  216．991   コ17，5・12   215，952   214，643   △1，309  （△0．6％）  
いなし、者を除外した平均年金蝕   

ノゝ  退職年令平均加入期間   371月   37∫1月   376 り   3781】   3Rl月   31j （＝％）  
（通年相当）  

通過年金平均年金月額   37，433ll】  ：！6．023Il】  ：う4，4：j21り  3いi3：ミlり   32，690「り  △ 943llj（△、2．R％）  
（通、農相、l′）  

減称女給された雪ノのを除いた 平均年金月額   こi7，433トリ  36，02こぅIl】  34，4：i2llj  ：‡こう，633†J】   32，6別）lり  △ 943lT】仏2．H％）  
減触支範されたヰ）のの  lリ   lり   lリ   lり   

平均年金月額＊   

H7 月   潮 力   輔 H   85†I   鵬 月   △ 0月（△0．5％）   通過年金、l‡華｝加入期間  （通過柑三1）  

一   4  

ヤ成H年：Lり来  しl二成1f一年：十日五  ヤ成17年3月木  ・1（成tR年3り来  、1（成四年3月来  輌ft；と の1t駁 （伸 び 平 ％）   
退職年金幸均年金り顆   

（退年相、l‘）  
205，336円  201，555円  1軋50】円  192，793円  189，928 円  △ 2，865円（△1．5％）  

i紺細支給されたものを除いた  

平均年金月額   
205，773l】】  201，981‖  川，柑1「Ⅰ】  】93，179lt】  190，283l11  △ 2，8961リ（△1．5％）  

減額支給された卓，のの  
男  平均隼金月蝕   ‖7．…ll】  1叫13】llj  】33潮51り  12り，765ll】  127，366It】  △ 2，399l】】（△1．H％）  

退職年金・I′均加】人期RR   ：ほ：iJ】   ：1輔 ‖   ：冊 〃   ：う別 月   392 ′り   lJ】（0．3％）  
（退隼相当）  

通過年金平均隼金円租   
（通過仲1）  37．257lI】  ：！5．973日  ：与4，661ll】  ：ミ4，0朝日  二i：う∴ミ671リ  △ 6811り（△2．0％）  

性  減碑文綜されたものを除いた  37．257 円  35，973円  こi4，661円  ニけ048 門  33．367円  △ 681円（△2．0％）  
平均年金月新  
漱訊支給されたものの  円   円   円   円   円   円  
平均年金月勧＊  

通退隼金平均加入期間   
（通過相当）  

78 月   78 月   7R 月   76 月   77 月   1月（q．7％）   

退職年金、ドだフ年金l】額   
（退年相当）  

】50，443日  147，370日  142，6171リ  141，116日  138，597 H  △ 2，51911（△1．8％）  
減額女給されたものを除いた  
平均年金月額   

151，242H  1略15011  1軋367 円  141，841円  139，251日  △ 2，590H（△1と瑞）  
減額支給されたヰ）のの  

女  tll．75：illl  106，H20ll】  …，07′1I－I  リ！），2171リ  町…門  △ 527ll】（△0．5％）  平均隼金月額  
退職年食たF均刀口入期間   ：i52 メ】   35－1J】   ：i57 j】   翻 り   ：i61J】   2 ‖（n．硝）  
（退叶相1）  

通退年金平均句こ金月株   
（通過f日1）  こう7．柵ー勺  二i6，1卿H  二代H7tllI  二12．6421り   こ‖、l：illり  ∧1．5tl【リ（＜4．6％）  

性  減顆支給されたヰ）のを除いた  
平均年金力勧   ：‡7，H96「I  ：ib，1姻M  33，ボ71円  32，642円  ：51，131円  △l，511Ill（△4．6％）  
減額支給されたヰ）のの  円   円   円   円   円   円  
lIヱ均年金〃額＊  

通退咋令1′・均仰入野＝聞   

（通運＝桐1）  
1川 月   108 月   10H 月   … 月   103 月   △1月（△1．4％）   

参（私学）一47   



平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年3月呆  平成18年3月末  平成】9年3月末  酌iF と の 比●殴 （伸 び 率 ％）   

退職年金平均年金月額  
男  157，663円  157，724円  146．805円  150，048円  147，328円  △ 2，720円 （△1．8％）  
女  減散文指され7こものを隙いた  平均年金月額   158，17311  158，126円  147．172 日   150，218 日  147．353円  △ 2，8651リ （△1，粥）  

合  滞散文指されたものの 平均年金月額   98，490円  93，758 円  97，880円  97，683 円  29，894円  △ 67，789円（△69．4％）  
計  退職年金平均加入期間  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）  388 月   392 月   393 月   396 月   396 月   0月 （0．0％）   

退職年金平均年金月額  
（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）  176，241円  175，742円  163，246円  168，073円  165．140円  △ 2，933円 （△1．7％）  

男  減額支給されたものを除いた  
平均年金月額   176，569円  175，978円  163，449円  168，135円  165，140円  △ 2，995円 （△1．8％）  
支給されたものの  

性  平均年金月額   124，220円  120，953円  114，486円  131，878円   0 円  △131，878円（△100．璃）  
退職年金平均加入期間  

（加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）  399月   403 月   401月   405 月   404 月   △1月 （△0，2％）   

退職年金平均年金月額 （加入期間20年以上の新規裁定・退職在職計）   124，555 円  125，292円  115，870円  116．401円  113，493円  △ 2，908円 （△乙5％）  

女  減散文治されたものを除いた 平均年金月額  】25，180円  125，815円  116，250円  116．625円  l13，545円  △ 3，080円 （△2．6％）  

減額支給されたものの  
性  平均年金月額   75，788円  72，255 円  88．352円  79，953 円  29，894円  △ 50，059円（△62＿6％）  

退職年金平均加入期間  
（加入期間20年以上の新規裁定t退職在職計）  373 月   374 月   377 月   379 月   379月   0月 （0．鴫）   

特  記  事  項  ＊私立学校数職員共済制度には、増額支給及び通過相当の減額支給の給付規定がない。  

－   6  －  

平成15年3月末  平成16年3月末   平成17年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末   前年との凡戦 （伸び率％）  
考鱒・坦単車全軍些隻金月琴．（空車担呈し  183 529 円   」 些し昆旦男   ！？も墾旦担  ロヨ14Z旦担  169826 円   △  68  
受給権音数  77千人   81千人   86千人   89下人   94千人  4千人 （  
衰碩車蚕画あ総計鎮を而it百事香車蚕首顔  215．017 円  212．121 円   207．096 円  207．494 円  206．467 円   △ l．027 円 （△  

60歳未満（合計）   113 266 円  106154 円   106 625 円  旦旦Lヱ9g円   
至程権音数   p．02千人  001千人  0．01千人  Ot）01千人   

緬比前面分  60，372Iり  0千人   0 001       0  
新   定額部分   43，038 円      43．753 円  39，465 円   0 円   △ 39．4（；5 円（△  

9＿855 円   5．5  5 円   6．622 円   0 円   0 円  0 円  （  
127 886 円  126 9  5  

男  特  3千人   4千人  】千人  
法  報1酬比例部分   12，032 円      123，914 円  121，215 円  118，346 円   △ 2，869 再  
部  定額釦分   710 円  380 円   374 円   199 円  △17（）円 （  

加給年金部分  14巨円  Ol 円   132 円   137 円   40 円  △ 96 円（△7  

別  
み  分                                   127．月94円                          一  の     目 した－   ．月   126．954 円   124．459 円  121．786 円  ll軋680 円   △ 3＿106 再 て△        §1戟（合計）  192，422 円  188 2  86 1り  125 297 円  123 782 円  1213 5   7        受給短音恵  5手プこ       払  

報酬比例部分  1二三3，008円   
な  定額部分   56，339 円  53．2  03 円   598 円  570IIJ   5ノ13 円  △ 27 円 （△ 4．  丁＼〕  
し  加給年金部分  10 213 円  10 613 円  

女  
179 円  203 円   189  △ 14 円 （△6．  9％〉  

支  205 328 円  ！9旦2  些！ロ  198，jq室旦  187 506 円  8  07  円  △ 3．435 円 （△1，  ：・  
前  5千人  5千人   5千人   6千人  5千人  △1千人（  
額  画商瓦両面育  126，220 円  124，875 円   124，459 円  124，310 円      △ 2，148 円  
保  定額部分  63．525円  

旦箪車重遡全  」旦j亭2円  
【．  
絵  204458 円  203125 円   198844 円  1粥】767 円  196 679 円   △ 2，088 円 （△  
適  4千人   5千人  5千人  6千人  6千人  

報酬比例部分  
0 4千人  

124．g53円               126，524 円  125，5  11 円  124 898 円   124 247 円  △ 706 円  
合  定額部分   65，067 円  62，968 円   61，025 円  59，697 円      △ 1，886 円  

加給年金部分  505 円  
分  
れ  203 984 円  202 875 rll   202142 円  199 041 円  198  305 円   △ 7‘‡6 円 （△  
る  3▲入   4千人  5†二人   阜干△  6千人   0．2千人  

者  報酬比例部分  125，712円  △ 379 円  
定額部分  66753円   

を  加給年金部分   11519 円   1，1f妻0円（  
除  入 7（iO 円 て云  
65歳以上本来支給分                       く  受給緬 

計  
融功 143，717 円  141，932 円   141，264l】I  1′11，003 円  140，286ll】  △ラ1包打（△  
定額細分  32，433 円  30，172 円   28，149 円  26，170 円  24．302 円   △ 1，8（；8 円 （△ 7．  ll）  
加給年金部分  6】24 円   5 628 円   5 331l】】   5173 円  4  930 円  △ 242 日 （△ 4．  7坦  
基礎年金葡の推計鰭を加壬した平均年金月額  lヽ1        237．044 M  233．05（） 円   230．817 円  229．213 円  226．792 円   △ 2．421 円 （△1．  

旧共盛法適用』、二通年方式で算定されている姜I量  183094 円  180 9  31 M  179 865 円  17915（∃ H  177 489 円  
重森経書教  10千人   9千人  9千人   9千人   8千人  △ 0．白子人 行く  
旧共済法雇用かつ一般方式で井足されている肴  150．989 円  150，152 円   145，593 円  143，632 円  ‖3．964 円  333 円  （  
星空タなし鱒鱒寧埋草き挙用さ叫冬草  

lT人  l千人   l千人   1千人   1千人  受給権音数                   （注） 旧共済法貞糊かつ通年方式で弾定される有の年金闊はスライドしていくのに対し、旧共済法を虐用されかつ            方式で算定きれる有の年令隕は旧共済法の    頑平  方 
式で算定される年金顆がこの額を」二回るまで、みなし従前額保障を遥閉される肴は新共済法適職共済年金の年金額がこの額を上回る圭で、鮪え置かれ              た年   
金額が支給されることとなる。  

一 7一  

参（私学）－48   



平成1封十3」仁未  平成16隼：りI来   平成17隼3‖未   平成1納÷3JI未  平成Ⅲ隼3月木   前『三才′〝丹t一際  

（伸び率％）  

藍齢・退鱒年垂・揮ノ年金り旗（通年榊当）  205，33t）H  20l，555 ド1   1リごl  ，5り1日  192，793 H  1日9，928 円  △ 2，865 H （△1  ．5％）  
受給権吉敷  4flすり＼   4～I千人  5：三千人  54千人   57千人   3千人  （ 5  ．3％）  
基礎年金触の推計値を加算したLl′均牛虎刊豹  237．リ64 It】  235．904 1j   22t）、761！11   230．ト16 rlj  228．877 日  △ 1．2691】 （△0  ，6％）  

じ0歳来子弟（合計）   12リ，7：三日 円  ‖0，875 円   131  5（〕7 円   0 円   0 円   0 円  （ 0  
受給権者歎   0．Olr人   0．001丁人  O r人   0千人   Of人  
報酬比例部分   6こi，7f）Olj  67，980【－】  O l】   0再   一 IIl  り  ．彿）  

新  定秘部分   45，86■1 円  ・12，895 日  O P」   O l当   O H  （ 0  ，0％）  
ノ加給隼企部分   20．105 1I   0 ド1   ：i3  10日 l】   O lj   O l】   Oll】 （0  ．0％）  

特  140 228 日  138 282 日   134  958 円    130 811 H  △ 2（）64 日 （△ 2  0％）  
受箪種菌鱒  3干人  こ仁子人  3千人  3千人  i子人（35  
報酬比㈹細分  1こi9，7：！5円    137，920円     暮34，570円   1こ札075 円    130．668円    △2，407円（△1   
定細部分   ：138 H   251 日  2（〕O H  257 トリ   11り 円   △ lニi9 日 （  
加給勺＝金卸ご）   15与 甲  111 円   129 円  ト13 円   25 円   ∠＼119 F】（  

牲  
粥  別  211，994 円  ZO6，6リ3 円   1こi7，355 円   1・塑」：51円  1こぅ3．024 「I  △ 1，7（）6 円 （△1  

受給鱒員数   3「人   3手■人  1r人  了干天   j千人   △i†人（△2l  ．3％）  
報酬比例部分   139，549 円  137，964 円   】：汎664 円   134，065 円  132．265 円  △1，ROb 円 （△1  ．3％）  
財物部分   57．5〔）5 ll】  53，557 円  180 H  428 H   509 円   81 H （18  」梢）  
加給年金部分   14，850 円  】5，172ll】  21】「1  238 円   250 円   拉ロ （5  ．1％）  
基礎年金額〝）推計胞を加算した・トだJ年金月額  212．022 ド】  20fl．710 H   137．42fl H   13′l、766 円  1：うこi．092 円  △ 1．674 H （△l  ．2射  

済  226，g771J  
′、芦■給権音数  丁   3丁人  4一人  ．iT・人  △0．5f▲人（△り  
報酬比例部分  140，こ桔71】    13日．5バ81】     l：i7，H251！  
宥和細分   64．983 H      60．947 【勺   5：：，960 日  50．り58 H  △ 2，001 H （△ 3  ．8％）  
加給年金部分   21∫637 ‖      20，57：l円   15，593Il】  15，5321日   △ 61ll】 （△ 0  ．4％）  
誌礎年金細∂）廠計位を勺l潤しノた、I竹年金月勤  2二～6、り77 円  220  714 H  219．357 円   205．717 円  200．205 円  △盲二5i皇 円 （△2  ．7％）  

i套  225，g78 日  224  94‡）l】  220．447 ll】   220，018 日  217，29‡〉 円  △ 2∫719 日 （△1  ．2％）  

受給権音劇   3†人   3rノ、  3r人  4f・人   4「入   0．3r人  （ 7  ．3％）  
細酬比内細分   140，7わIり  139，631「Ⅰ】   138、7301り   1こi8，3951】  137，100 円  △1，295lI】（△0  ＋小ヽ十  
定額卸分   66，6（）1 円  64，429 円   62，51t）円   6l，059 円  58，9（）3 円  △ 2，156 円 （△ 3  ．5％）  
加給隼金部分   18，603†】  20パ鱒l】   1t），1ミ）81】   20，56ノIr】  21，297I】   7：】2 【1 （ 3  ．6％）  
払礎年金額の推計鮭萎ご加算lた平均年金月郭  225．97R 円  2ご4．949 円   220、470 M   220．034 P】  217∴沌5 円  △ 2．669 円 （△i  ．2庵）  
分  227，578II  22／l  ，5141！  224  ，395ll】  220バけ㌢lT】  219，625 fl】  △1，188ト11（△0  ．5％）  
瓢  2千人   3千人  3ヰ人  4千人   4千人   0．1千人 t 4  ．】東）  

什  報酬1t岡部分   14l，6（I4 H  140，5：叩 H   140  ，0桐 H  1二う！），5・10 「リ  13R，7iラ 円   △ 白2こiH （△0  ．6≠）  
定′報謝分   6H，465 円  66．242 「1   し4  ，31t）円  62．607 円  科1925 円  △ l，681 円 （△ 2  ．7≠）  
加給年金部う）   17】509 H  17】T：う4 H   19，9R6 円   1軋666 日  19，9椚 円   l，317 円  （7  ．1％）  
基礎隼金額の推計値を加算Lた平均隼余月額  227．578 円  224．514 円   224∴う95 円   220．H36 円  219．641 円  △ l．1t）5 円 （△ 0  ．5％ラ  

（ミ5歳月L本来支給分  204127 円  199 496 門   196  1751月  193（与33 円  1t）0 541 円  △ 3092 ド】 （△1  G％）  
電給堆石数  2Rf人   ：‡∩千人  ：㍑千人  ：‡5十人   3日f人   ：！千人  （9  t％）  
分  162，412 H  16（），6（）5 日   159，878 日   159．638 H  158，804 円   △ 834 円 （△ 0  ．5％）  
定額部分  ：i2，7t）2 円  こ10，548 円   2H，4（）0 円   26．27月 門  24，こう19 円  △】，959ll】 （△ 7  ．5％）  
加給年金部分  8，923 H   8，2S3 H  7，89tう H  7．718 Pl   7，418 M   △ 3（〕O H （△ 3  ．9％）  
基礎年金額の推計値を加鼻したくF均年金J】額  257．9如 円  25（〕．407 円   253．875 門   252二136 円  249．406 円  △ 2．730 円 （△1  ．1†．）  

旧冬済法捨印か／〕鱒隼万式で算定さか〔いる弔‘  212－890「－】  211，3（i41】   21（し51711   210J3731】  209，199 円  △1，174 fり （△0  ．6％J  

受給権音数  1千人   3千人  う千人  3千人   3千人   △ b．3千人 （△9  ．1琉  
l日興済法適糊か一）－船方式で百定さ1lrいろ帯   160，1日21り  159，71（ミ」】   158，52（）H   156．361「り  156．0901リ   △ 272 Il】 （△ 0  ．2％）  
及〔下 みなL従前棚保障を適用1Jlろ石 
受給権音数  t）．5千人   1千人  I千人  0．5千人   i手人   0．01千人  （ 2  ．6％）  

γ成15隼3月末  十戒It）午3月末  申舶7年3月末  平成18年3月未  ヤ成19年：う月末   繭打と♂）比較  
（紺甘率（裾   

老齢・退職（l金平均fト金J】綾（週隼柏1）  15（），4‘13 円  ‖7′370 円  142，617 円  ‖1，116 円  138，597 円  △ 2J5】9 円 （△1．8％）  
受給性有数  30丁人   32丁人   34一人   35十人   3ラ千人  2千人  
基礎隼金額〝J推計埴る′加井した平均隼金月勧  177．1t）O l】  175．886 llI  172．263 ll】  172．67：2 1】  171．7由51】   △ HR7 †11 （∧ 0  

（iO歳末碩（合計）   1（〕6，4071】  105．コ10lTl  100，390 rl】  99．70（〕ド】   O ll】  △ 9旦JOO 円（△100．（璃）  
受給権音数   0．0】千人   0，Ol千人   0．00ノl千人   0：001千人   0千人   

報酬比㈹吉野分   5d．96】lj  58，ご9411  54，706I】  60，235I】   0 ＝  △ 6d，235Il】（△100．硝）  
新  宿敵部分   4】，ボ61 H  40，＝74 ドl  4n，6糾ll】  こiリ，465 日   0 円  △ 3†）．465 円（∧100．（邦）  

加給叶金部分   5．585 lT】   6．642 円   0 円   り 円   O M   0 円  （（い調）  
特  102，207 H  1り2、43ボ Pj  101，627 H  リ9，777 円  叫118 円  △‘1，659 円 （△ 4．  7％）  
受給権音数   1丁人   t r人   】r・人   l千人   i千人   0∴う丁人 （こi2．（舶  
報酬比何部）〉   10（），hOI M  101，587 日  1（）0，H451月  99，05リ 円  94，695 H  △ 4，3（i4 H  
ヱ1篭，   l，4H2 「り   77】 ド】   fi42 「】   59：i 円   二‡52 円   △ 241 円 （  

加給年金部））   121 日   捌） H   lこぅ9 H   125 「1l   71 H   △ 54 日 （  
共  

友  別  155，17′1I】  153，3801】  100，5531i  1り0，580「tI  リ9，196ll】  ∠ゝ 1，384l】】（△l  
受給権吉敷   2千人   2十人   2千人   2千人   l千人  △ 02千人（△120％）  
報酬比例純分   リt），83日 I】  98，H83 い】  ミ〕9．601ll】  99，579l－】  98．513 lI】  △l，0651り （△1．1％）  
定創部分   5ニ！，朋8Iり  52，5：！21】   810 Ij   H72 1I   609 1j   △ 2（う：5l】】（△：102％）  

加給年金部う）   1，3錮 川   1，9651】   113 II   128 1】   73 1】  △ 561り（△ご13．3≠）  
基礎隼金劇匪欄計植木′加笥lた平均年幕月蝕  15ごi．2とiO l】  15こぅ∴5HO ll】  10り．（う10 1】  100．622 1】  ウリ．2t州 Itl  △ 1．3こ】2 1】 （△l  ∴用）  

済  1（〕3，844 円  】58．9401】  158，5231】  152，410 円  151．G59 円  △ 751 円 （△ 0，5％）  
受給権菌数   2千人   2千人   2千人   2千人   豆千人   Å一d．■う千人‾ノf占て百二葡う  
報酬比何部分   リ！）．131lT】  99、（）捌う＋「  リ月，99h 円  99，577 円  98，リ80 円   △ 5那 函 （△0．函）  
存知部分   60，7：う1 円  58∴l：はH  Ei7，り5（）H  51．127 H  51．160 円   ：5こiド1 （0  ．用）  
加給年金部分   3】9日1円   1，518 円   2，471 円   1．706 円   

1，519 円   
△ 187 円 （△Il．（粍）  

基礎年金馳の推計値を加草した、ト灼斗・金目額  16こj．84／1 H  158．9別）lリ  15ポ．523 日  152．4（〕O H  151．70111   △ ラ5リ H （△0．5％）  
法  1郁，179 円  1机J洲M  158，538 門  158．409 円  157，24（）円  △ 1，16リ 円 （△ 0  
受給権音数   1丁人   2一人   2一人   2r人   2fノこ   0．1r′人  

銀酬比個庖分   1り0，515 M  9H，453 円  99．09n 円  99，425 円  99，6fi二1 円   238 円 （∩．鍋）  
定師部労   62．2t）5 日  60，l（〕6 †1  58，238ll］  57．111 H  55，7：∠2 円  △ 1，38！）H （△ 2．4％）  
加給隼金瓢分   ㌫399lr】   2，（；糾）円   l，210 円   

1．873 円   
l，855 円  △18 円 （△1．0≠）  

塵礎年金劇匠推計値を加算したヤ杓年金牒萄  16三）．179 H  l（1l．298 H  158．5H7 H  15軋4（）9 円  157．282 円  －【△1▼i二iうぅ‘打－■r△－▼白．‾ラ斬  
分  ＝り，6：弓】Il】  163，675 t】】  持㌔湘71J  158．6001】  157．941 円   △ 659 r】（△ 0．1％）  
飾  】「人   l千人   2丁人   2丁▼人   2f・人  0．0ノIf▲人 （2∴為）  

作  報1酬比閂純分   リリ，2（）5I】  100∴2ボこ‡l】  リ8，25■11】  ！）リ．549I】  t）！），510 円   △：う！Il】 （0．（l％  
定蝕部分   G3，897 H  tう1，リ45 H  （札02日 ト1  58，352 円  57，037 H  ＜l，315IJl（△ 2．3％）  
加給年金部分   1，52リ H   I，417 日   】，705 H   699 円   1．こぅ94 fり   695【り （99．梱）  
基礎ヰ全知〟）推計値昌一知育lたサニ鮭仲立月紬  1（14．631 日  163．675 日  159．987 H  15臥649 円  157．941 Pl   △ 708 日 （△ 0．4％）  

G5歳以上本来女給分  1ノl′l．21こ）lIi  トれ）、519 円  13R，2H8 門  t二i6、2：13「Ⅰ】  133！8：16ll】  △ 2∫ニー9611（△1．鍋）  
受給権音数  1fiT人   17r人   19 f・人   20r人   22←穴   2r人 （9．（淘）  

7J  111、Ⅰ82 1J  109、929 1り  10リ，600 l】】  】09．392 円  10トi，ボ561】   △ 5こう61，（ノ10．5≠）  
定額蝕分  ：うL机）8lI】  ∠t†，52て】 円  27，7∠2 門  25．9汚5 円  24，272 円  ∠＼1，713 円 （△ 6．6％）  
加給牛金部分  l，253 門   1，0921り   90h l】】   ボ55 「ll   708 円   △117 円（△17．2％）  
農礎年金顔J〕推計鮪与ノ加亀Lた平均叶食J】熊  1†）4．8日4 P】  1～）二i．371 円  191．807 円  190．555 円  188．634 円  △ 1．921 円 （△1．（汎）  

旧姓済法雇用か一〕通隼方】tで専有されている音  
受給鹿者敬  

165，27日l】1  1†）ニi，6131】  1（うニリ531】  162．9711l  】6l，947l】1  △1JO24 P】（△0．6％）  
6十人   じ千人   G・千人   61二人   5千人   △ 0．2了・人 （△ 3．8駕）  

旺1共済法磨用か一1【般方式で募許されている首  141，川∫1日  142，577 円  1二軋27（）円  135，t68 門  135．286 H   118 円  （什1％）  
／、′】  七′                         及び み人L従前嶺保障与適用しれ．⊃者  

ノ1ヒ給経首救  1r／、   11人   lT人   1r人   】一人  △ 0．04r▲人 （△■1．7％）   

魯  記  事  項  
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（2）退職年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

割 合  割 合  割 合   

歳以l二   歳未満   千人   ％   千人   ％   千人   ％   
～ 60   （0．001）   （0．002）   （0．004）   （0．01）   （0．01）   （0．01）   

60  ～ 65   16．2   28．4   8．7   23．6   24．9   26．6   

65  ′、 70   14．7   25．8   8．7   23．7   23．4   25．0   

70  ～ 75   11．9   20．9   7．7   21．0   19．6   20．9   

75  ～ 80   8．2   14．4   5．3   14．5   13．5   14．4   

80  ′－ 85   4．0   7．0   3．5   9．6   7．5   8．0   

85  ～ 90   1．3   2．4   1．7   4．7   3．1   3．3   
90 ／－ 95   0．5   0．8   0．7   1．9   1．2   1．2   

95  ～100   0．1   0．2   0．3   0．7   0．4   0．4   

100  ～   （0．03）   （0．04）   0．1   0．2   0．1   0．1   

合  計   57．0   100，0   36．7   100．0   93．8   100．0   

平均 年 齢   69．8歳  71．4歳  70．4歳   

特 記 事 項  

統計調査の方法   全 数 調 査   

－  10  一  

3 加入者状況   

（1） 加入者数、加入者平均年齢、標準給与月額の平均、標準給与月額総額、標準給与総額等  

平成15年3月末  平成1（；年3月末  平成17年3月来  平成ほ年3月末  平成19年3月末  前年との比較（伸び率％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  

加入者数   計  428．R   434．4   441．5   448．1   457．6   g．5  （2．1％）  

男 性  207．5   208．9   211．6   213．8   217▲4   3．6  （1．7％）  

女 性  22l．2   225．5   229．9   234．2   240．1   5．9  （2．鍋）   

歳   歳   歳   歳   歳   歳  

加入者の平均年齢  計  40．8   40．8   40．8   40．9   40．9   0．0  （0．0％）  

46．6   46．6   46．6   46．5   46．5   0．0  （0．0％）  

女 性   35．4   35．5   35．6   35．7   35，9   0，2  （仇6％）   

円   円   円   円   円   円  
標準給与月額の平均   計                369，995   370，972   369，692   369，808   368，611   △1，197 （△0．3％）  

男 性  452，891   453，551   451，260   451，095   448，5g6   △ 2，499 （△0．6％）  

女†生  292，222   294，452   294，631   295，608   296，186   578  （0．2％）  

平成15年3月未  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  半成19年3月末  前年との比較（伸び率％）   

標準給与月額総額  
億円   億円   億円   億円   億円   億円   

（年度間累計）  19，005   19，275   19，572   19，845   20，189   343  （1．7％）   

標準賞与総額  億円   億円   億円   億円   健円   億円   

（年度間累計）  6，801   6，690   6，650   6，638   △ 12 （△0．2％）   

標準給与・総額 く総報酬ベース〉  億円   億円   億円   億円   億円   億円   

（年度間累計）  26，076   26．263   26，495   26，827   331 （1．3％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
加入者数   計  431．3   436．3   443．8   450．3   459，3   9．0  （2．0％）   

（年度間平均）  男 性  208．5   209．7   212．5   214．7   218．3   3．7  （1．7％）  

女 性  222．8   226．6   231．4   235。6   24l．0   5．4  （2．3％）   

円   円   円   円   円   円  
標準給与総額〈総報酬  
ベース〉の年度間平均  498，031   493．099   490、336   486，689   △ 3．647 （△0．7％）  

（一人当たり月額）   616，435   608，781   604，436   598，393   △ 6，043 （△1．0％）  

女†生  388，448   386，872   386，388   385，509   △ 879 （△0．2％）   

特 記 事 項  

統計調査の方法   全 数 調 査   
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（2） 加入者の分布   

（⊃男女合計  

（単位：千人）  

加 入 期 間 ［（年 以 上）～（年 末 満）］  

一－5  5～10  10へノ15  15～20  20′、－25  25／－・一30  30一、－35  35′一、－40  40′－、一  合計   
割合   

歳以上歳未満  （％）  

15～ 20  0．12  0．12  
20へノ 25  50．52  50．67  

25～ 30  43．1：Z   71．97  
30   ～  35   0．27   56．42  12．3   

35   ～  40   0．24   49．32  10．8   

40   ～  45   0．35   45．72  10．0   

45   ～  50   0．46   46．31  10．1   

50   一、   55   0．39   43．41  9．5   

55  ・、－   60   0．45  

60   ～  65   7．55  3．27  1．86  2．12  1．91  2．4ユ  3．84  5．40  2．4l  30．78  6．7   

65   ′、   3．65  4．10  1．25  0．89  0．71  0．85  1、12  1．49  1．78  15．83  3．5   

合  計  174．20  85．72  50．50  44．54  32．04  27．69  24．64  13．59  4．64  457．56  

割合（％）  38．1  18．7  11．0  9．7  7．0  6．1  5，4  3．0  1．0  

平 均 年 齢   40．9歳   

12  －  

（単位：千人）  

加 入 期 間 ［（年 以 上）～（年 未 満）］  

合計   
／、5  5～10  10一、－15  15′、20  20／、25  25′、30  30へノ35  35～40  40へノ  

割合   

歳以上歳末満  （％）  

15～20  0．03  0．03  

20′、－25  4．09  4．11  

25～ 30  14．20   17．43  

30   ′－   35   0．08   23．26  10．7   

35   ～  40   0．07   25．06  11．5   

40   一－、ノ  45   0．12   25．76  11．8   

45   ′・、／   50   0．16   27．43  12．6   

50   へノ  55   0．15   27．01  12．4   

55   ′－  60   0．22  

60   一し  65   6．48  2．59  1．21  1，24  1．16  1．66  3．01  4．29  1．69  23．32  10．7   

65   ～   3．10  3．67  1．02  0．62  0．46  0．53  0．78  1．19  1．36  12．74  5．9   

計   63．49  35．68  24．94  25．30  20．74  18．23  16．45  9．32  3．28  217．43  

割合（％）  29．2  16．4  11，5  11．6  9．5  8．4  7．6  4．3  1．5  

平 均 年 齢   46－5歳   
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○女性  

（単位：千人）  

加 入 期 間 ［（年 以 上）～（年 未 満）］  

～5  5～10  10～15  15～20  20～25  25～30  30′、35  35～40  40～  合計   
割合   

歳以上歳未満  （％）  

15′－ 20  0．09  0．09  
20～ 25  46．43  46．56  
25～ 30  28．92   54．54  
30   へ′  35   0．20   33．16  13．8   

35   ～   40   0．17   24．26  10．1   

40   ～  45   0．23   19．96  8．3   

45   ～   50   0．30   18．88  7．9   

50   ～   55   0．25   16．40  6．8   

55   ～   60   0．23  

60   ～  65   1．07  0．69  0，64  0．89  0．75  0．76  0．84  1．11  0．72  7．46  3．1   

65   ～   0．55  0．42  0．23  0．27  0．25  0．32  0．33  0．30  0．42  3．09  1．3   

合  計  110．71  50．05  25．56  19．24  11．30  9．46  8．18  4．26  1．36  240．13  

割合（％）  46．1  20．8  10．6  8．0  4．7  3．9  3．4  1．8  0．6  

・；：岩   35．9歳   

特 記 事 項  

統計調査の 方法   全 数 調 査   
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（3）標準給与月額別分布  

標準給与月額  
寄り 合  

万H   
寄】合  寄り 合  

千人   千人   ％   

9，8   0．5   
千人   

0，2   0．9   0．4   1．4   0．3   

10．4   0．1   0．1   0．4   0．2   0．5   0．1   

11．0   0．3   0．1   0．7   0．3   0．9   0．2   

11．8   0．6   0．3   1．3   0．5   1．9   0．4   

12．6   0．6   0．3   1．5   0．6   2．1   0．4   

13，4   0．9   0．4   2．2   0．9   3．1   0．7   

14．2   0．8   0．3   2．8   1．2   3．6   0．8   

15．0   0．5   4．6   1．9   5．6   1．2   
16．0   1．3   0．6   7．2   3．0   8．4   1．8   
17．0   1．5   0．7   9．8   4．1   11．3   2．5   

18．0   1．6   0．7   12．6   5．2   14．2   3．1   

19．0   1．9   0．9   13．5   5．6   15．5   3．4   

20．0   3．6   1．7   18．8   7．8   22．4   4．9   

22．0   5．7   2．6   20．1   8．4   25．8   5．6   

24．0   6．4   3．0   15．9   6．6   22．3   4．9   

26．0   7．5   3．5   14．3   5．9   21．8   4．8   

28．0   7．2   3．3   12．8   5．3   20．0   4．4   
30．0   7．4   3．4   12．1   5．0   19．5   4．3   
32．0   7．5   3．4   11．2   4．7   18．7   4．1   

34．0   7．4   3．4   10．0   4．1   17．4   3．8   

36．0   7．3   3．4   臥7   3．6   16．0   3．5   

38．0   9．1   4．2   9．0   3．8   18．1   4．0   

41．0   11．3   5．2   9．2   3．8   20．5   4．5   

44．0   11．5   5．3   7．7   3．2   19．3   4．2   

47．0   12．1   5．6   6．7   2．8   18．7   4．1   

50．0   12．6   5．8   5．9   2，5   18．5   4．1   

53．0   12．9   5．9   5．0   2．1   17．8   3．9   
56．0   12．0   5．5   3．8   1．6   15．8   3．5   

59．0   10．8   5．0   3．1   1．3   13．9   3．0   

62．0   53．9   24．8   8．5   3．5   62．4   13．6   

合  計   217．4   100．0   240．1   100．0   457．6   100．0   

標準給与月額の平均   448，596円  296，186円  368，611円   

特 記 事 項  

統計調査の方法   全 数 調 査   
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4 積立金の運用状況について   

○ 資産構成  
金  

卜  予ナ  
勧  構   成   割   合  

簿 価 ペ ー  ス  時 価 ベ ー  ス  簿 仙 ベ ー  ス  時価ベ ー ス   

億Il   億II】   ％   十㌧  
流動資産  2，404   2，404   7．1   6．8   
現金・預 金   1，5二Z7   1，527   4．5   4．3   
未収収益・未収金等   877   877   2．6   2．5   

陶l定∵資産   31，437   33，166   92．9   93．3   

預託金  

イ√価孟止券等   25，582   27，31l   75．6   76．8   
包括信 託   8，780   10，151   26．0   28．5   
有価緑∴券   16，802   17，160   49．7   48．3   
同l勺債券  10，6月5  10，66日  ニーl．（i  ：う0．0  

′′株式  
外同債券  
′′株式  

証券投資信託  （0，03）  （0．03）  

イl▲仙証券信託  6，106   6、481   18．0   18．2   
生命保険等  

イニ 軌 雁   
77ノl   77／t   2．3   2．2   

貸付金   5，081   5，08l   】5．0   14．3   

流塵山余 t貪 笥   ∠＼ 7   △  7   （△ 0．02）   （△ 0．02）   

合 計（＝ 年度 末楕 立金）   33，834   35，563   1（）0．0   100．0   

連  用  利  回  り   3．76％   4．07％  

※時価評価の方法は、包附言託、国内債券、有価証酎言託に／っいては年度末の実勢価格、  
云Il三券投資信託、不動席、貸付金については簿価である。  

泣「有価証券等」における資産区分別状況は、次のとおり。  
国内債券16．802値＝（簿価）、17，160位Il＝時価）  

特   記   事   項  関内株式 2，ボ：i6億円（簿仙l）、3，465佑円（時仙）  

外国債み 3，185億円（簿価）、こ1，227億円（時価）  
外国株Jt 2，7：う2億円（簿価）、3，432僚円（時価）  
如期蛮確   27佑ll】（簿価）、  27倍lリ（時価）   

ー 16  一  

5 財政再計算における将来見通しとの比較   

（1） 収支状況の比較  

収  入  女  川  
収 支 桟  年度末  

掛 金  基礎年金 交付金  運用収入  そ 〝）他  計  給付費  基礎年金 拠出金  そ の他  計   楯、ンニ余  

億lり  億円   儀一l】  佑Ilj   億lリ  億lり  億円  億l】】   億Il】   億円   億lリ  

・1そ成川年度末紙  3，956  1，008  

（2，992）   （565）   

【時仙ベーー ス〕  11，416〕   〔5，143〕   〔1，188〕   

将束見通しノ  179   740  524  4，443  2，415  1，436  61   3，912   531  32，794   
（、lⅧklh勺二堆財政Ifi計常）   

運川利ln】り  

i二  な  要  田  

、巨成1H年度実楯において、掛金欄の下段（）内は、掛金に対する都道府粧補助金を含んだヰ、のであり、収入のその他州の下段（）内は、  

特  言己  事こ  項     これを除いたも〟）である。  

また、将来見通しにおいては、掛金欄に都適府県補助金を含んでいるト   

ー  17  
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（2） 加入者数及び受給者数の比較  

加 入 者 数       又 宕，1数  退隼相 当  通 過 相 当  障害年金  遺族年金   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
実  448．1   259．2   76．4   131．8   1．8   49．2  

績   272．6   81．1   138．3   1．9   51．3   

将 来 見 通 し  442．3   274．0   81．9   140．0   1．9   50．2   
（平成16年度財政再計算）  

主  な   要  田  

新規加入者数       疋  退 平 和 当  通 退 種l空  障害 年 金  遺 族 可三  

千人  ＊①  丁人  ＊②  千人  ＊②  千人   千人   千人  
金   

平 成18 年 度 実 績  60．8   36．5   14．1  18．3  0．3   3．8   
（10．8）  （13．6）  

将 来 見 通 し  45．8   27．7   11．1   12．9   0．2   3．5   
（平成16年度財政再計算）  

主   な   要   田  

脱 退 者 数         退牛用 て当  通 過 相 当  障筈隼金  遺族 年金   

千人  ＊（》  千人  ＊②  下人  ＊②  千人   千人   千人  
平 成18 年 度 実 績  51．4   23．9   9．6  12．3  0．2   1，7   

（6．3）  （7．6）  

将 来 見 通 し  45．8   16．4   6．5   7．9   0．1   1．9   
いIそ，戎16年度財政再計算）  

主  な   要  因  

①受給権者数である。  
②（）内は老齢基礎年金受給に伴う退職共済年金本来支給新規裁定分及び特別支給  
失権分（18年度退年相当3．3千人、通退相当4．7千人）を除いたものである。   

特  記  事  項  

18  －  

（3） 財政指標の比較  

（⊃ 年金扶養比率   

決算結果（実績）  
保険に係る  

年金扶養比率  年金扶養比率注3   十  ②  ③   ④  

（む   ＋    十  
－×－  支出額践 t  追加費用  

②  ② ③－＠   伸 び 率   伸 び 率   

注2   注2   下人   ％  一人  柱2  ％   注2   億円  億円  

平  成 14  年  度                           5．60（6．86）   5．60 （6，86）  429   5．0   77  （62）  5．9 （1．5〉  3，078   

平  成 15  年  度  5．34（6．46）   5．34 （6．46）  434   1．3   81 （67）  6．3 （7．7）  3，245   

平  成 16  年  度  5．14（6．15）   5．14 （6，15）  442   1．6   86  （72）  5．7 （6．8）  3，463   

平  成 17  年  度  5．02（5．86）   5．02 （5．86）  448   1．5   89  （76）  3．9 （6．4）  3，584   

平  成 18  年  度  4．88（5．64）   4．88 （5．64）  458   2．1   94  （81）  5．0 （6．2）  3，702   

注1：支出額とは、r給付費＋基礎年金拠出金一基礎年金交付金」のことである。   
注2＝年金扶養比率、保険に係る年金扶養比率の（）内は、年度末退職年金受給者数を椚し、て算出したものである。年度末退職年金受給権有数の（）内は、年度末退職年金  
受給者数である。  

注3 保険に係る年金扶儀比率とは、制度発足前の恩給公務員期間等を引き継いだことによる影響を除いて保険制度としての年金扶養比率をみるため、年金扶養比率を、支出鰯から追加  
費用を控除した額の支出額に対する割合で除した換算値である。   

平成16年度財政再計算結果  
保険に係る  

年金扶養比率  年金扶養比率注2   ①  ②  十   ④  

十   十   十  ー 年度末退職年金  
×‾  年度末加入者数  対 前 年   受給者数   支山瀬注】  追加費用             対 航 隼  

②   ②   ③－庄）  伸 び 率  （退年相当）   伸 び 率   

丁人  ％  丁・人  ％  僚11】  

平  成 17  年  度   5．7（〕   5．7（）  442  0．0  78  6．1  3，567   

平   成 18  年  度   5．40   5．40   442   0，0   82   5．5   3，672   

平  成 19  年  度   5．09   5．09   442   0．0   87   6．2   3，783   

平  成  20  年  度   4．72   4．72   43ノl  △ 2．0   92   5．6   3，935   

平  成  21  隼  度   4．40   4．40   426  △1．7   97   5．4   4，130   

注1：支出額とは、r給付費十基礎年金拠出金一基礎年金交付金」のことである．．   
注2：保険に係る年金扶養比率とは、制度発足前の恩給公践貝期間等を引き継いだことによる影響を除いて保険制度としての年金扶養比率をみるため、年金扶養比率を、支出横から追加  
費用を控除した額の支出額に対する割合で検した換算偵である。  
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【参考】年金扶養比率を補完する指標（年金種別費用率）  

年金種別費川ヰ  年金種別費川率の総合費川率に対する構成割合  

老齢費用率   瞳吾費用率   遺族費用率   老齢費用率  障筈費用率  遺族費用率   

％   ％   ％   ％  

、ドナ戊14年度  〈 0．1〉   〈1．4 〉   58．1   0．6   10．2   

平成15隼度  6．3  0．1  56．1  0．6  9．8  

〈8．5〉  〈0．1〉  〈1．5〉  

平成16年度  6．5  0．1  1．1  56．6  0．6  9．9  

〈8．8〉  〈0．1〉  〈l．5〉  

平成17年度  6．7  0．1  1．2  56，8  0．6  10．0  

〈8．9〉  〈0．1〉  〈1．6〉  

平成1さ再三度  6．9  0．1  1．2  57．3  0．6  10．1   

〈9．2〉  〈0．1）   〈1，6〉  

注：、I（ゎk15年度以降は「総報酬ペース」の数伯である．，また、〈 〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

ー 20 －  

○ 総合費用率  

決算結果（実  責 

総 合 滑 川 率  十十   悌   斥  ⑥  庁1   ：醗   ＋   纏   すわ  

鮮一り；〉 
吊0り   

1′オ   実質的な支出  標準木符Ii■総鰍  給 付 費  基礎隼金  その他 拠出金  国庫負担  追加費用  基礎年金  その他交付 金等収入  賃金 卜昇平  物  価     こ：iノ†′1ノ十（5）  （注 2）  （注3）  1二 卑 率   
一環風也  

値ll】   催Ilj   櫨lり   値Il】  億‖  膳＝  條lI】  憶lリ  愴lリ   ％   （）′  

・1（成14年度  〈14．2〉  218  ∠ゝ0．9  

、lろ成15年J空   11．3  3，38R  26，076  203  △ 0．3   

（15．2〉  〈19，275〉  〈0．2〉  

、仁成16年度  ll，5  26，26：与  】9n  △1．1  

〈15．5〉  く19．572〉  〈△0．4〉  

平成17年度  11．8  26，495  178  △0．7  

〈15．7〉  く19，845〉  〈△0．1〉  

平成18隼度  12．0  26，827  157  △0．R  
く16．0〉  〈20．189）   く△0．4〉  

注1二そげ）他拠出金とは、l年金保険者拠出金」針ことである 
汀2 その他交付金等収入とは、「財政調腰拠日金収人」（J）ことであるし 
往二i：年齢構成の影響を除いた賃金上梓率であるり  
汀4：、平成15年度以降は r総報酬ペース」（7）数植であるLまた、〈 〉 内は「標準給与ペーストの数植である（  

平成】6年度財政再計算結果  

総 合 費 用 率  （／1：   十   〔ぎ   r釘   ⑤  喧〕  げ）  班   せ   ⑩   せ  

咄－：fご 
×10U   

セ：   

－〔乙一澄ノー胤  
実質的な支出  け準給lノ総額  拾 イイ 菅  基礎隼金  その他 拠‖＝金  国庫負担  追加費用  払礎隼金  その他交付 金等収入  貸金上汁率  物  価     、二し◆し束十し5J     拠 Fll金  （注1）    交付金  （i［2）   卜 卑 率   
％   億円   億H   億巨】   低目  億H  億H  億H  億H  億円   ％－   ％  

平成17年腰  11．6   ：うー626  26，Hけ7  2，345  1，414  59  51R  193  l．3   n．5   

・lリ皮相年度   11．8   こう，733  27．181  2，115  1，436  61  523  179  2．0   1．2   

・I㌧成lリ年健   12．0   ：i，8′17  27，645  2，479  1，170  64  53ノ1  166  2∴う   1．5   

・ド成20年度   12．3   4，001  27，981  2，572  1，518  66  5ノ19  154  2．7   1．9   

、l（成2】年度   12．0   ・l，川2  2H，10・1  2，689  1，585  62  817  1ノ13  2．1   1．0   

注l その他拠日金とl二王、「隼金保険者劇紺臣金」♂ことであるっ  
注2 二そい他交付令等収入とは、l財政調整側丑怜≠人」（／）二とである 
注3 1総報酬／く－ス」の数値である   

21－  
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○ 厚生年金相当部分に係る総合費用率  

決算等の結果（′  実績推計）    厚生年金相当部分に  
係る総合費用率  十   ②   ③   庄）   ⑤   ⑥  ⑨   ⑩   ⑪  

厚生年金  
×100  ③＋◎ 十 財政調整   賃金上昇∴率  

⑥－（9   （注l）   拠出金収入   （n三3）   

l％   臆M   億円  健円  億I11  健円  億円  
億円   ％   ％  

平成14 年 度  〈13．4）   2．548  〈19．005〉  1．708  1、18ノl   789  51  〈0．3〉  △ 0．9   

平成15年度   10．5  2，737  26，076  1，752  1，263  842  143  △ 0．3   

〈14．2〉  （19，275〉  く0．2）  

平成16年度  10．7  26，263  1，818  l，401   932  68  △l．1  0．0   

〈14．4〉  〈19，572〉  〈04〉  
平成17年 摩  11．0  2，908   26，495  1，887  1，452  943  78  △0．7  

〈14．7〉  〈19，845〉  〈△0．1〉  

平成18年 度  11．2  26，827  1，964  1，485  955  81  △0．8  0．3   

〈14．9〉  〈20，189〉  〈△0．4〉   
注1：I早生年金ノ相当  給付費とは、厚生年金保険法附則第19条第4堺市l号に規定する     年金たる給付に要する賛   のうち年債たる保険給付に相当する給付に要する費用として  
政令で定めるところにより算定した顔」のことである．」なお、この給付費には、国庫角搾、追加費用及び基礎年金交付金は含まれていないn  

注2：その他拠H金とは、「年金保険者拠出金」のことである。  
注3：年齢構成の影響を除いた賃金上昇率である。  
注4．平成15年度以降は「総報酬ペース」の数値であるし また、（〉 内は「標準給与ベース」の数値である。   

平成16年度財政再計算に基づいた推計値  

厚生年金相当部分に  
係る総合費用率  ＋   ②   ③   叶  ⑥  ⑦  十   ⑨   ⑲   ⑪  

厚生年金  
×lnO  ③t④†⑥  

－（9－⑧－⑨   給付費  
（注l）   

その他 拠出金 （注2）  凶徒負担 （注3）  基礎年金 交付金  財較調整 拠出金収′人  賃金1二甘率  物価上昇率   

％   健円   億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円   ％   ％  

吏Iそ成17 年度  10、6   2，838  26，807  2，071  1，414  59  513  193  1．3   0．5   

平成18年 慶   10，8   2，928  27，18l   2，130  1，436  61  519  179  2．0   1．2   

平成19年摩   10，9   3，020  27，6ノ15  2，181  l，470  64  530  166  2∴う   1．5   

平成20年度   11．2   3，140  27，984   2，256  l，518  66  545  154  2．7   l．9   

平成21年 妓   10．8   3，041  28，104   2，350  1，585  62  814  143  2．1   1．0   

注1．厚生年金相当部分の給付費とは、給付費から機械部分の給付費用を除いた額として推計した額を計1二している。  

注2：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」のことである。  
注3：国策負担から職域部分の固帝負担を除いた額として推計した額を計ヒしている。  

注4：ー総報酬ペーース」の数値である。  

－  22 －  

○ 独自給付費用率  
決算結果（実績）  

独自給付費用率  l、   ⊥＋   ③   ④   （卦   晦．）  十  ⑧  ⑨   絢   ㈲   ＠  

①‾‾⑤×】00  実質的な支出  
その他  

基礎年金 拠fli金  基礎年金 拠出金  

交付金    収入（注2）   
物価l二昇平   

③十④＋⑥  （除回躊負担）   

ー（釘－（勤一色⑳   

％   億円   億円  億円  億円   ％  

平成14年度  

平成15年度   8．0  3，130  （19．005〉  2．112  1．184   △ 0．3   

〈10．9〉  〈19，275〉  〈0．2〉  

平成16年度  8．0  26，263  △l，1  

〈】0．7〉  〈19，572〉  （△0．4）  

平成17年度  8，2  26，495  △0．7  

く11．0〉  く19，845〉  〈△0．1〉  

平成18年度  8．5  26，R27  955  8l  557  157  △0．R  

く11．3〉   〈20，189〉   く△0．4〉  

注1：その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」のことである 
注2：その他交付金等収入とは、r財政調整拠出金収入j のことである。  
注3 年齢構成の影響を除いた貸金l二昇率である。  
江4．平成15年度以降は r総報酬ベース」の数値である。また、（）内は「標準給与ベース」（7）数値である。  

平成16年摩財政再計算結果  

独自給トl費用率  （p   ¢1   ③   ＠   ⑤   ⑥  十  疇）  ⑨   ⑩   ⑪   ⑫  

その他  

拠出金   ①＝欝⑤×100  実質的な支汁 ③＋ゆ十⑥  
－⑧一（9－⑲   

％   億円   億円  億円  億円   億円  億円  億円  億円  億円  億円   ーガ．   ■甚  

平成17 年度                             8．1   3，626  26，ボ07  2，345  1，414   927  59  518  193  1．3   0．5   

平成18年度  8．3   3，733  27，川l  2，415  l，436   94l  6l  523  179  2．0   1．2   

平成19年度  8．5   3，8ノ17  27，645  2，479  レ，470   964  64  53／】  166  2．3   1．5   

平成20隼度  8．8   4，00l  27，981  乙572  l，518   9‡）5  66  5′19  15ノl  2．7   l．9   

ヤ成21年度  9．2   4，192  28，104  2，689  1，585   792  62  817  143  2．1   1．0   

注1二その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」のことである。   
注2．その他交付金等収入とは、r財政調整拠出金収人」（／）ことである√，  
注3・r総報酬ベースJの数鰐である。   

「  23 一   
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0 厚生年金相当部分に係る独自給付費用率  

決算等の結果（実績推計）    厚生年金相当部分に條 る独自給付費用ヰ  り）   ⊥十   甘   亘〕  十   ⑲   長吉  

厚二牛隼企  
旦xlOO  

その他  
拠出金  財政調整 拠出金収入  賃金上昇率 （3）  物価卜牒字   

、Z   欝（江1）   （注∴＝  注  

ンu  値＝   値Ilj  胞ll】  億Il】  胞ll】  

侮日   ％   ％  

平成 ‖年 度  〈9∴！〉  1．759  〈19．005〉  1．708  1．184  5l  〈0．3〉  △ 0．9   

平hk15年腰   7∴与  1，R9F）  26，076  l，752  1，263  14：‡  △ 0．3   

〈9．ボ〉  〈19275〉  〈02〉  
平成1（i年度   7．2  1，886  26，263   1，818  1，401  68  △1．1  0．0   

〈9f、〉  〈19，572〉  〈△0．4〉  
平成17年∴度   7．1  1，964   26，495  1，R87  l，452  78  △仇7  △ 0＿3   

〈99〉  〈19845〉  〈△0．1〉  

平成18年三痩   7．6  乙045  2（〕．827  1，～粕4  1，4H5  81  △0．8  
（10．1〉  （2（），189〉  く△0．4〉   

注1＝埠生年金側烏届出憎とは、埠≠年金欄瀾氾附則第19条箭→項帯l引こ規定すろ■年金たる給付に要する才用のう1年金たる保障給付に相当する指、に要する即】、として   
政令で定好一るところにより凝正した軌げ）二J■である．」なお、ニの給付替ト′は、l司塵負担、追加貯用及び基礎年金交付金は含まれてい／ハ、1   

汀2．その他拠損金とほ、「年金保険首拠出金j のことぐふ）ろ  
汀：巨 隼齢構成の影響を除いた賃金卜昇率で身）る．）  
往4＝ I仁成15年度以鰍ユ憶報酬へ一ス」Lり数値である。また、〈 〉再ほ昭準給与ヘース」の数値である。  

平成16年度財政再計算に基づいた推計値  

厚生年金相当部分に侠  る独自給付費用率  田   ㊥   戊   ＋十   虎   〔わ  （軍）   十   胎   

〔き〕十き′1＋、（カ  

▲×1（）0   

－Gトべ7）  標準給り総析  厚生隼金 相当細分の  基礎隼金  基礎年金  そ の 他  l増車負担  基礎隼金  財政調整  賃金上昇率  物価上昇率  
り除閣■負鰐づ：   

億円   佑H  億円  佑lり  億円  億円  低目  億円  億円   ーれ   れ  

、ド成17隼雉   7．1  1，911  26、807  2，07l  1，√11l  927  59  513  193  1，3   U．5   
平成1H隼度   7．3   1，ミ）87  27，18l   2，130  l，J′13f）  9ノl】  61  519  179  2．0   l．2   
、l′成19勺三度   7．4   2，05（う  27，6ノ15  ∴ け1  1．470  964  64  530  166  2．3   1．5   
平成20年度   7．7   2，1ノ15  27，9日4  2，256  1，51R  995  66  5′15  154  2．7   1．9   
、巨成21年度   8．0   2，248  2～弓，104   2，：う50  1，585  792  62  S14  143  2．l   LO   

注1＝厚′iヰ金相当乱分の給付費とI‥土、給付費か「」職域乱分（ハ給付常用を除いた領とし丁稚計した額を計卜し丁いる。   
汀2：う㍉ノ他拠H余とは、「年金保険者拠丑庵」山二とこ；ある。  
r13 同庫負担から職域部分の同庫負担を除いた額Lし こ推封した額を云1上している 
汀▲1 ！総報酬べ、ス」の敬鯨て斤）るt  

：」  

（）収支比率  

決筒結果（官給）  

昭 二を‖ニ ヰ  J4．  「訂   百  T  「副  諏   甘   皇う   殖  

rlナ墜 
サー号 ー・・ゝ－1（）0  失せれな曳佃  給ト1費  騒礎i†三金  そ（ハ仙 桝11  国庫負担  追加骨相  苺礎斗一食  そ〝）他交  掛金収入  運IH 山 人  貸金上昇率  物仙1甘乎  叫l‖ い＝叫 ■   勺＼＋知  eイ甘・1  二   拠 出 金  ■1金 （注1    交付金  何食等岨 入（注2）  （江3）   （江4）   

ナ‖  憧H  †創1き  億円  1宮川  憶H  條H  億巨1  健H  條11   健H   ∴－  十＋  

小成1申1席  21R  コ，586   6（17  〈0∴i〉    △0．9  2．コ   

［時仙∴こ－二7】  ［△！）0］  ［△0．、う］   

、I′成15隼度  20：i  2，7：！6  670   〈0．2〉  △ 0．3  2．∩   

l時仇べ－・／】   
「H（）リ］  ［2．f）］  

平成川年度  19（）  2，758  7：うH  Jll．1   0．0  1．H   

［時価′、こ・石   【1．川31  ［3∴り  

平成」7‡ト偉  17R  2，R65   l∴ミ5リ   4．2   

r時仙べ－ス1   l（i⊂［」   ＝，リ（）．i］  【5．8］  

平成川年度  lテi7  2，リ！）2   l，25り  0∴i  二う．H  

Ⅰ時価べ・一ス］  「1，416］   【4．1］   
汗1：その他組†   

注2 そノ）他全日食等収人とl．し「財政謂無拠出金収人」山こ十であ乙 
往」＝開通燭入にf土軌道府好補助金を含む  
汀4二年齢構成甘櫓牒H■除いた賃金卜冒ヰ1Pふ）る一 伸長1確度1、J隠士「総軸酬′－ス」げ一散値て一t†）る「、け、く＼、内り昭準報酬り細′＼－ス」しり数値P．t，るr  

竹成代年度財政巾計意結果  

収 支 比 手  2、   「「ヽ  用〕  十   
こ！ゆ   舗   肥   

巨－・言  

そリノ他交  
（乳＋卸   

ーり，∴↑（ポ 給 付 費  観辟勺二金 掛川歪  そ山」他 拠出金 （汁l  囲鹿魯担  追加専用  基礎√「金 安け金   付金等喉 人（汀2）  相金収入  碓 m 収 入  貸金 卜昇華  物価 卜＃率  運†月割＝珂l   

億円  億円  億円  傍目  街l¶  健【11  億円  億P】  億円   億円   ‘舛、  

ヤ戌17年二†告  リ1．9  19：j  2，873   1．3   0．5  1．6   

、「成＝りt峰  H58  こi，7：う：i  ：三，1】5  l，1：i6  皿  52：う  17tj  ：i，〔nO   7ノ川  2．り   ト ∵   ∵ く   
†／成1リ牛度  H2．～）  こう，H17  2，47リ  t，470  （り  5：‡4  16tl  ：1．14日   H5】  2∴ミ   Ⅰ．5   ∵ 卜   
、l′成2（＝ト度  H（15  ■1，00】  ユ57ニヱ  1，F）lH  バーi  5・1リ  15l  ：う，2桁  1，（）02  2．7   1．り   ：i．0   

平成21年硬  ＝＝  ：ト10（〕  1、り～一代  2．1   1．0   ：i．コ   

／i1・イ山肌掛【  
汀2 子ノト他ノ之付合等岨ノ、りt l財孜鯛艇拠出金串7、、」Jノ∴1ぐ√t，，ろ  

＿、l   
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○ 積立比率  

実績）  

積立比率  小   ②   ③   ④  ⑤  （諺  ⑦  ⑧   Q）   ⑯   他   ⑫  

（もー（9  ②◆（∋◆④  ヰ  実質的な支出  給 付 費  基礎年金  そ の他  同庫負担  追加費用  基礎年金  その他交 金収  前 年 度 末  賃金 ヒ昇率  物価上昇率  運用利回 り  金  ， 入（江2）  積 立 金  （注3）   
－⑥－⑦－＠  

億円   億円   億円  億円  億円  億円  偉円  億円   億円  ％  ％  ％  

平成14年度  11．4  3，130  2，112  1，184  5l  429  218  30，800  〈0．3〉    △0．9  2．2  
［時価へ－ス〕  ［△03］  

平成15年度  10．7   3，388  2，185  1，263  143  452  203  31，368   〈0．2〉  △ 0．3   2．0  
［時価へ－ス］  ［31，625］  ［26］  

平成16年度   3，532  2，252  1，401  68  499  190  31，802   △1．1  0．0   1．8  
［時価へ－ス］  〈△ 〉  ［34］  

平成17年度   3，661  2，310  1，452  78  537  ・178  △0．7  4．2  
［時価へ－ス］  ［3079］   ［58］  

平成18年度  3，784  2，375  1，485  81  557  157  33，180  △0．8  0．3   3．8  
［時価ベース］   「34．7301  （△0．4）  「4．11   

注1：その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」のことである。   
注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3ニ年齢綱成の影響を除いた賃金上昇率である。平成16年度以降は「総報酬ベース」の数値である。また、〈 〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である－  

平成16年摩財政再計箆結果  

手鼻立比率  十   ②   ③   ④  ⑤  ⑥  ネ  ⑧   ⑨   ⑩   ⑪   ⑫  

（D－⑤   

一⑥－⑦－⑧   
⑨   実質的な支出 ②l③十佳1   給 付 費  基礎年金 拠出金  その他 拠出金 （注1）  国庫負担  追加費用  基礎年金 交付金  その他交 付金等収 人（注2）  前年度末 積立金  賃金上昇率  物価 L昇率  運用利回り   

億円   億円   億円  億円  億円  億円  億円  億円   億円   ％   ％   ％  

平成17年度  10．3  3，626  2，345  1．414  59  518   193   31，988   1．3   0．5   1．6   

平成18年度  10．1   3，733  2，415  l，436  61  523   179  32，263   2．0   1．2   2．3   

平成19年度  9．9   3，847  2，479  1，470  64  534  166  32，794   2．3   1．5   2．6   

平成20年度  9．7   4，001  2，572  1，518  66  549  154  33，479   2．7   1．9   3．0   

平成21年度  10．2   4，1g2  2，689  1，585  62  817  143  34，315   2．l   1．0   3．2   

注l：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」のことである。   
注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
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平 成18年度 財政状況  
一国民年金（基礎年金）－  

1．収支状況  
（1）基礎年金勘定の収支状況  
（2）基礎年金の制度別 給付状況及び負担状況  
（3）国民年金勘定の収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権音数、年金総額、老齢年金受給権者平均年金月療および平均加入期間  
（2）老齢年金受給権看の年齢構成  

3．被保険者状況（第1号被保険者、第3号被保険者別）  
（1）被保険者赦、被保険者平均年齢  9

 
0
 
3
 
 

（2）被保険者の分布（第1号被保険者）  
（3）被保険者の分布（第3号被保険者）  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計算における将来見通しとの比較  
（1）国民年金勘定の収支状況の比較  

（2）基礎年金の被保険者数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較  

国民年金（基礎年金） 平成18年度財政状況等の概要   

1，収支状況  
（1）基礎年金勘定の収支状況  

前年度との比較  
可そ 成11 叶 隆  平 成15 隼 度  て平 成1f）年 度  平 成17 年 度  平 成IH 隼 度  

（伸び率％）   
億【り   億円   憶H   鰭H   億円   億H  

収入総衡  Ⅰ59，6（i5   167，160   175，575   】84，302   191，3さ‖   7．079  （ 3．8％）  
収  
拠日金等収入   147，97h   153，652   16（），163   168，685   177，0捌）   R，394  （ 5．0％）  
基礎年令拠出金   レ13，∠1t）   148，897   1土〉5，‘127   163，800   17ニZ，094   8，293  （ 5．1％）  
特別国暗色押≠当額   4，7F）7   l，755   4，7：沌   4，RR5   4，射妬   101  （ 2．1％）  

人  175   7り   83   R3   115   32   （ 3軋2％）  
そノ）他   11，514   1こi，729   15，3：∠リ   15，5：うこi   14，187   ∧ 1，347  （△ 8．7％）   

貴之ll総額   】45，9リ3   152，174   160．08（i   170，】60   177，05t）   6，R99  （ 4．1％）  
支  
基礎年金給付費（本来分）   102，4朋   110，7：う5   118，118   126，：iH6   1こi4，90～）   8，523  （ 6．7％）  
熟膵隼金種1瀦帖憎  43，・19リ   11，438   41，967   43，773   42，ト19   △】，624  （△ 3．7％）  

（邑礎年金交付金  
山                                           そん「J他  0   （ 17．6％）   

収  支  機  13，67二三   】5，285   15，489   14，142   14，322   180  （ 1．3％）   

叶 席 末 楕 中 食  7，2J16   7．2′16   7，2′16   7．246   7，246   0  （ 0．0％）   

ト人   十人   十人   十人   十人   十人  
■二     ？     ＝－  5と⇒，1′12   57，965   57，816   59，606   57，48（）   △ 2．126  （△ 3．6％）   

lli  門  H  
拠出金単価（月紅＝  2l，ノ】50  22，239  22，924  22，リバ6  24，626  1，640  （ 7．1％）   

円   円   円   円   円  
保険料和ごj勧（月蝕）  】4∴う00   14，ポ26   15，240   14，リ（）5   15，別）2   897  （  h．0％）   

r注1）l基礎隼金勘定の積J／金」Jま、鵠礎叶金制度か華ノ、された昭和6川度より、国民年金溜（昭和31年法律第14用）に農ノiく阻膝隼金管の轟両財源として、  
間尺年金勘定の増拉金什一部む、こび）拗ン王ノ）積立金とした攣．（ハである．  

（ri二2）、1′成17年度は第二i巧・披保険者の特例届出の措置か讃（√JJlたため、拠出金等定対象者扱が1，472千人増加している。  

－1鳳  
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（2）基礎年金の制度別 給付状況及び負担状況   

給付状況（平成18年度確定値注）  

基礎年金給付費  
（本来分）  給付費（旧法分）  国家公務員  私立学校  合   計  

（基礎年金交付金）  国民年金   厚生句三金  教職員  
共済組合   

億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   
134，883   39，653   17．197   17，395   1，543   3，350   168   174，536   

負担状況（平成18年度確定値注）  

基礎年金拠出金   国家公務員  私立字校  特別国庫負担   合   計  
国民年金   厚生年金  教職員  

共済組合   

億円   億P】   億円   億円   億lリ   億円   億円   億円   
169，862   32，477   119．991   4，300   11，571   1，524   4，674   174，536   

（l号）   （2号）   （2号）   （2号）   （2号）  

千人   千人   千人   千人   千人  千人  
（拠出金算定   10，990   31．260  1，044  3，004  416  

対象者数）  57，480  
（3号）   （3号）   （3号）   （3号）   

千人  千人   千人   千人  
9，344  411  912  100   

（注）上記確定供に対して、l真の収支状況の内訳における金毒削ま、平成18年度に係る概算値と平成16年度に係る精算額を合計したもの等であり、異なるものとなる。   

24，626円  基礎年金拠出金単価   

（参考）基礎年金の被保険者数、受給権者数の状況  

老齢基礎年金受給権音数   
障害基礎年金受給権音数   
遺族基礎年金受給権音数   

被保険者数合計   
第1号被保険者数（任意加入含む）   

第2号被保険者数   
第3号被保険者数  

25，198千人（平成19年3月末現在、みなし老齢基礎年金受給権者を含む、推計値）  
1，761千人（ 同  上 、みなし障害基礎年金受給権者を含む、推計値）   
282千人（ 同  上 、みなし遺族基礎年金受給権者を含む、推計値）  

69，762千人（平成19年3月末現在）  
21，230千人（ 同  上 ）  
37，743千人（ 同  上 ）  
10，789下人（ 同  上 ）  

－ 2 －  

（3）国民年金勘定の収支状況  

平成14年度  平成15年度  平l戎16年度  平成17年度  平成18年度   前年度との比較  
（伸び率％）   

臆円   億円   億円   騰円   億円   億円  

収 入 総 額  58，224   57，677   55，709   6l，175   59，165   △2，O10  （△3．3％）  

【時価ペース］   【55，956］   ［60，636］   【57，319］   t66，268］   ［60，079］  △6，189  （△9．3％）  

保 険 料   18，958   19，627   19，354   19，480   19，038   △442  （△2．3％）  
収  
国 庫 負 担   14，565   14，9（i3   15，219   17，020   17，97l   951  （5．6％）  

運 用 収 入   1，897   1，523   1，044   758   607   △150  （△19．8％）  

【時価ベース］   【△371］  【4，482］  【2，654］  【5，851］   〔1，522］  △4．330  （△74．0％）  

入  
法人納付金  600   1，358   758  （126，3％）  

基礎年金交付金  22，771  21，534  20，07（）  18，763   17，108   △1．655  （△8．8≠）  

積立金より受入  4，539   2．828   △1．711 （△37．7％）  

そ の 他  32  30  16  15   254   239  （川00．7％）   

支 出 総 額   58，709   58．177   57，416   62，245   60，35f享   △1．887  （△3，（雄）  

支                      給 付 費   23，819   22，293   20，888   19，527   18，14g   △1，378  （△7．1‡）   

出  基礎年金拠出金   3こl，693   34，853   35，437   38，976   4l，002   2，027   （5．2％）  

そ の 他   1，196   1，031   1，091   3，743   l，207   △2，536  （△67．8％）   

収  支  残  △485   △500   △1，707   △1，071   △1，194   △123  （11，5％）   

［時価ベース］  ［△2，753」   L2，459」   し△96」   L4，023」   【△279J  △4，3（）2  （△106．9≠）  

業袴勘定より  
国民年金勘定欄立金への繰入  103   3   87   13l   1（〉9   37  （28．3％）   

年度末積立金  99，，08   98，612   96，991   91，514   △3，853  （△4．2％）   

【時緬ベース】  【94，698ユ   ［97，lf〉0］   ［97，151］   【96．766］   △2，939  （△3．0％）   

積立金連用制回り  
【時価ベース］  △0．39％   4．78％   2．77％   6．郎弼   3．07％   △3．81％  （ － ）   

C上記の【］内は、年金積立金管理運用独立行政法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価べ－  
スで評価したものであり、現金ベーースの収支を示す国民年金の特別会計の決嘗とは異なる。ただし、平成17年度以降の運用収入  
は、年金柑立命管理運用独立行政法人納付金相当額（平成17年度ほ年金資金運用基金納付金）を控除したものである。（時価べ  
ー【スで評価した収支残に業務勘定より国民年金勘定積立金への繰入を加え積立金より受入を控除したt）のは、年金積立金の：当年度  
の時価の増減額に一札）  

特記事項  なお、時価ベースの評価には、l口年金福祉事業団から承継Lた資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の  
渾生年金・国民年金への按分は、呼生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っている． 
○平成18年度のその他収入には、旧年金縁金運用基金の解散に伴い、年金住宅融資国収金等が年金特別会計に承継されたことに上  
る収入（239億円）が含まれている。  
0平成18年度の収支状況は、、F成18年度決算（平成19年8月公表）及び卜和文l針乳酪曙生年金保険及び国民年別こおける年  
食頂社食運用報告書」（平成19年8月）に基づき作成している亡   

＝
J
′
－
1
1
－
 
 
‥
膚
ぐ
 
 
 

ー3－  

参（国年）－60  



国民年金の収支状況の概略図（平成18年度）  

亭輔車  
保険料収入 19．0胡膚円  

受給者  
（旧法国民年金）  

注＝遵用収入及び年度末積立金の時址は、年金確立金管理運用機立行政法人における市場連用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ヘースで評価した‡）の   
であり、現金へ」一スの収支を示す国民年金の特別会計の決算とは鞍なるt   
時価ベースの評附こは、l日中今福祉事業団から承継した資産（殖継腎産）に係る絹益を含めており、承継資産に係る損益の厚生年金・凶民年金への按分は、厚生年金・  
国民年金の積立金♂）元本平均残高げ）lt率により行っている．   

なお、運用収入は年食積立金哲理運用独立法人納イ・†令を含む†，山である。  

4 －  

2・給付状況（新法厳礎年金とl机出身蛇年金とを合計したもので、被用者年金のみなし農礎年金に係る受給権者及び年金総額等は含まれていない。）   
（l）受給権者数、年金総額、老齢年金受給権者、I乙均年金月額および、ト均加入期間  

すミ成15年3J】末   平成16年3Jl圭  平成17年づ月末   ・F成18年3ノ】．k   平成19年3月よ   前年度とグ）比較（伸び率 ％  ヨ  

千人   f・人  千人  †リ＼  

萱  計   21，G53  
下人  

22，544   23，43l  24  ．393   25．430  
18，05：】  

l，027  
給  18．985   

（4  ．2≠）   
19．915  21）．929  22．0（J7  1，079  

権   l、9■’  l，625  コ52  l．474  1，．】96  △－8  

給  543  1．580   I.iilY 1，655  1ガ蝦  ：i7  
遺族年金  ：16∩   353   二！45  3二！5  325  △】1  （△  

億円  億円   億円  
計  

惟円  億円  
権  Ⅰ：19．433  

億円  
15こi  Ⅰ6l．0（〉l）  7，49！）  

金    老l拾年金  119，U（－2  lニ‡3   140，4り9  7．射碓  

首   総  3  3，522  3   ．21t）  3，054  ∴1ト∵  

額   ‖  1／1コこ！6   ‖  ．7柏  t5．045  257  
8：！   2、hlこj  2  2．4Hニ1  2∠lり】  △Rリ  （△  

r人   r人   r■人  丁・人  一人  人  

（注）そl青年金とり 老齢基礎叶金 旧扶老齢年令（通年老齢咋食以外）ノー∴！Pみ，ろ 

）  
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平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年：i月末  平成18年：う月末  平成19年：1月末  前年度との比較（伸び率％，）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
減  人   計  5，89二～   5．892   5，871   5．799   5．726   △7こi  （△1．3ヽ）  

老齢年金   5．150   5，183   5，194   5．158   5，120   △37  （∠＼0．7ヽ）  

き丘． 二買．  742   710   676   641   605   △36    （△5．5％）  

牛   億円   億円   億円   億円   億円   億円  
支   計  21，65】   24．6f－l  24．669   24．5f）8   24．488  △80  （△0．3㌔）  

給  75  22  23．332  23．297  ワ  △IO （△0．0≠）  

給  1≡  通算老齢年金   l．476   1、403  1．337  1．27l   】，20l  △70  （△5．5≠）  

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
権  計  105   124   143   162   18g   27    （16．41）  

老齢年金  105   124   143   162   189   27 （16．4ヽ）   

額  （－）  

者  億「   億円   億円   億円   億Pj   億円  
支   計  969   1．143   l．323   l．515   l．76l   246    （16．21）  

総  g69   I．143   l，323   l，515   l．7fり   246 （16＿2㌔）   

給   頼   （－）   

円   円   円   円   円   円  
52，233   5二三，26l   52，514   52．963   53．202   239  （0．5％）  

男                                       減額支給されたものを除いた   円   円   円   円   円   円   
女  58，112   57，842   57．83（；   57，975   57，843   △132  （△0，2％）  

減額支給されたものの平均   円   円   円   円   円   円   
計   年金月額   ニi7．5（）3   37，3g9   ：i7．433   37，640   37，898   258  （0．7ヽ）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
300   307   314   322   329   7  （2．2％）   

老齢年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  
58，430   58．189   58，200   58，4：Z9   58，490   61  （0．川）  

男  H   円   円   円   円   円  
平均年金月額   6：∠．594   62．168   62，046   62．070   6l．821   △249  （∠ゝ0．41）  

減額支給されたものの平均   【り   円   円   円   円   H  

性  38．627   38．152   37，768   37，685   38，132   447  （l，2≠）  

老齢年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  
337  345  353  36l  369  8  （2．2ヽ）   

老齢年金平均年金円額  円  円  円  円  円  円  
47，別a  47．988  48．365  48，929  49，252  323  （0．7％）  

女  M   円   円   円   円   M  

平均年金月額   53．959   53，837   53，945   54．204   54．187   △】7  （△8．（職）  

減顔支給されたl，のの平均   H   円   円   円   円   円  
任  37．12】   37．量42   37，317   37，624   37．817   】93  （0．5％）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
273   28（I   286   2t〉3   29g   6  （2．01）   

（江） 老齢年金とは、老齢基礎年金、旧法老l旨年金（通算老齢年金以外）のことである。  

ー 6 一  

平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度  平成lβ年度  前年度との比較（伸び率 ％）   

老齢年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  

（新規戴冠；）  53，82l   52．615   53，092   54．103   52，947   △1，156  （△2．1≠）  

男                                        減額支給されたものを除いた   円   円  円  円  円   円   

女   平均年金月額   5R．504   57，69g  57．474  57．1g8  55，740   △l．458   （△2．5㌔）  

減額支給されたtJのの平均  円  円  円  H  円  H   

計   年金月額  39，91（）  40．30（）  40，314  40．872  40．420  △452    （△1．川）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（新規裁定）  354   361   3（〉8   37∠l   377   3  （0．8ヽ）   

老齢年金平均年金月額  lリ   円   円  11   円  

（新規裁定）  57，66・l   56．090   55，932  57．038  55．464   △l，574  （△2．8ヽ）  

男  lり  円  H  円  11  円  

平均年金月額  63，298  62．040  61，274  60．753  59．004  △l，749  （△2．91）  

減額支給されたものの平均  円  円  円  円  円  円  

作  42．751  43．260  42，634  43．425  42．535  △8g（】 （△2．01J  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（新規裁定）  407   413   4川   423   425   2  （0．51）   

者齢年金平均摩金月額  円  H  円  H  円  円  

（新規裁定）  52，49f）  51．424  52．100  53，093  52，065  △1，028   （△1．9ヽ）  

女  円  円  円  H  円  門  

平均年金月額  56，91日  5（），288  56，221  5f㍉02－l  54．657  △1，367 （△2．41）  

減額支給されたものの平均  円  円  円  円  円  円  

性  3月，81l  39．177  39．363  39．83l  39，4宵7  △314 （△0．91）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月  月  月  月  

（新規裁定）  4  335   344  351  ：ミ5（1  36（）  （1．川）   

（注） 老齢年金とは、老齢其礎年金、一日法老齢年金（通算老齢年金以外）のことである「  
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（2）老齢年金受給権者の年齢構成  

（平成19年3II来）  

割＋合  割 合  割 合   

歳以仁  歳未満   千人   ％   千人   ％   千人   ％   

60   ′、   6 5   270   2．9   393   3．l   663   3．0   

6 5   ′、・－  7 0   ：i，254   ：i4，6   3，585   28．5   6，840   3l．1   

7 0   ～  7 5   2，925   31．1   3，418   27．l   6，3ノ13   2軋8   

7 5   ′－   80   2，0：う1   21．6   2，6二∠1   20．8   4，652   21．1   

8 0   √、－  8 5   593   6、3   1，233   9．8   1，826   8．3   

8 5   ′、   9（）   202   2．1   7：12   5．8   り3■1   4．2   

9 0   ′、し   135   l．4   614   4．9   749   3，4   

合  計   ！），410   100．0   12，597   100▼0   2：Z，0（〕7   100．0   

、I工 均 年 齢   72，6 歳  74．4 歳  73．7 歳   

統計調査の方法   全  数  統  計   

（注） 老齢年金とは、老齢基礎年金、」口法老齢年金（通算老齢年金以外）のことである 

一 8 －  

3．被保険者状況（第1号被付＝険者、第二う号被保険音別）   

（1）被保険有数、被保険者平均年齢  

平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年：うJJ末  平成18年3月末  平成19年3月末   所年度との比i殴  
（伸び率％）   

r人   丁人   千人   丁人   丁人   丁▲人  

第   計  22Ji68   22，400   22，170   21，903   21，230   △673  （△3．1％）  

被                                     アブ  男性   11，15（i   11，217   11，133   11，010   10，696   △314  （△2．9％）   
保  
険  

女性   】1，212   11，183   11，036   10，893   10，535   △359  （△3」う％）  

者  千人   千人   千人   千人   千人   千人   

第   田              数  11，23（）   11，094   10，99こi   10，922   
3  

10，789   △133  （△1．2％）  

号  男惟   70   80   88   96   99   3  （3．1％）  

女作   11，1（）6   11，014   10，905   10，827   10，690   △136  （△1．3％）   

歳  歳  歳  歳  鼓  歳  

被  第   計  39．7  39．6  39．7  ▲10．0  40．0  
ロ  

仇1  （0．2％）   

険  号  男性   38．7   38．5   38．7   39．0   39，l   0．1  （0．4％）   

者  女性   40．7   40，7   40．7   41，0   41．0   △0．0  （△0．0％）  
、ト  

歳  歳  歳  歳  歳  歳  
均 年                    第   計  

3  

42．6  42．7  42．R  43．l  43．2  0．1  （0．2％）   

齢  号  男性   47．4   47，0   4日．5   4月．0   48．3   0．3  （0．6％）  

女性   42．6   42．6   42．8   43．0   43．1   0．1  （0．2％）   

特 言己 事 項  第1号被保険者数には任意加入被保険者数を含む。   

統計調査の方法    被保険者平均年齢は抽出統計（抽出率1′′100）   

ー9一  
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（2） 被保険者の分布 （第1号被保険者）  

○ 男女合計  

（平成19年3月末現詭、単位：丁▲人）  

加 入 期 間  ［（牛超）  ～ （年以F）］  

」  
～5  5～】0  
】  割合   

歳以L  歳未満  ％  
20～ 25  4，235  

25～30   4，235 499  l，771  H   2，270  

30   ′－  35   336   667∃ 1，222  2，225  10．5   

35   ′、  40   244   405  598  928：  2，176  10．2   

40   ′－   45   177   222  305  1，815   8．5   

45   ～   50   152ち 159   188  1，769   8．3   

50   へノ   55   172弓  171   162  2，320  10．9   

55   ～   60   339   2叫 222  1，1 4，149  19．5   

60   ノ、   65   6   7  8  15 38  9  259   l．2   

0   0   0   65   ～  1弓  3  3  4  13   0．1   

合 計   6，161  3，672  2，706  2，153  2，123  1，6431，517  1，204   53  2l，230  

】  割合（％）   29・0！ 17・3   12．7  10．1   10．0   7．7  7．l   5．7   0．2  

平 均 年 齢   40．0 歳   

・被保険者期間は、第1弓・被保険者期間と第3号被保険者期間の合計である。  

特 記 事 項  ・過去に不連続な第1号・第3号被」呆険者期間を有する者については、当該期間が表中の加入期間にカウントされていない  

場合があるため、統計上、加入期間が実際よりも短い集計表となっている。   

統計調査の方法   抽出統計（抽出率1／100）   

－10 －  

○ 男性  

（平成19年3月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（牛超）  ～ （牛以下）］  

35～40 40′－   20～25  25′、3030～35  10～15 と15～20         l  

歳以上  歳末満  

20   ′、  25   

25   ～   30   

30   ′、  35   

35  ／、  40   

40   ～   45   

45   〈－   50   

50  ～   55   

55  ～  60   

60   ～  65   

65   ～  

993弓  

309 612 
214 266  
143 148  

‡三  5  

1  2  0  O  1  2  

579  20  771  664   626  

割合（％）  72  62  58  13．4    9．8  

39．1歳  平 均 年 齢   

ー11  
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C）女性  

（平成19年3月末現在、単位．千人）  

ー12－  

（：i） 被保険者の分布 （第：i号被保険者）   

0 男女含計  

（平成19年3月末現在、単位：丁人）  

加 入 期 HH  ［（隼超）  ～ （隼以下）］  

～こ， 5へ」（，1（卜】55～2。2。～25  25′、30  ：う0～35  35一し■10   ノ10～  合 計   
割 合   

歳未満  歳以仁   ％  

20 ～  25   】7l   】7】  1．6   

25   ′、－  二川   3：弓7  ：ミ96  734   6．8   

ニー0   ～  こi5   ニうH7  7f；9  47l〕  l，63：う  】5．l   

二！5   へ  1（I   17日  Fi23 859 37l  l，931   17．9   

10   ～   15   63   142  14：1   714  314  l，674  15，5   

45   へ  50   31  45   113   371   796   165  1，521   14．1   

5U   へ一  55   17   ′15  59 】二i1  719 3～）0   165  1，555   14．4   

55   ′、  6（l   68  61   57 101   487  3吋  305  147   1，570  14，6   

60 ～ 6三i  

65 ′‾、－  

合 計   1，2吋 1，981 2，0071，6郎2，315  899   470  147   10，789  

l  害恰（％）   ll・9 l…1軋615■6  21・5  HJi  4．41．4  
平 均 年 齢   43．2 歳   

・被保険者期間は、第1弓一被保険者期間と第3片被保険者期間の合計であるt 

特 記 事 項   ・過去にイこ連続な第1号・第こう号被保険有期間を有する者については∴当該期間が表中の加入期間にカウントされていない  

場合があるため、統計卜、加入期l削が実際よりも短い集計表となっている。   

統計調香のん法   抽川統計（抽rlト皐毒1／100）   
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○ 男性  

（平成19年3月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（年超）  ～ （年以下）］  

～5  5～10  10～15  15～20  20～25  25～30   
割 合   

歳以上 歳未満  ％  

20～ 2.5 0  0．5  

25ノ・、一 30  4  4，5  

二iO／－ 35  9  軋8  

35′－ 40  10  

40～ 45  12  

45～ 50  12  

50′－ 55  13  

55～ 60  一  38  

60～ 65  

65ノー   

合 計   39   23   13   8   6   3   4   3  99  

l  
割合（％）   39．8  23．4  13．0   7．8   6．1…  3．1  4．1   2．7  

平 均 年 齢   48．3 歳   

ー14 －  

○ 女性  

（平成19年3月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（牛超）  ～ （年以下）］  

貞 ～55～10jlO～15  
。 

割合   

歳以上  歳末満  ％  

20へ′25  171  171  1．6  

25へ′30  335   7：∠9  6．8   

30 ～  35  l，624  

35 ～  40   174  Ⅷ  1，921   

40   ～   45   57  313  1，663  15．6   

45   へ′   50   28  
2  1，509  14．1   

50   へ′   55   43  
テ‥∴    795 717  

r  l，542  14．4   

55   ′－   60   53  

484   
303   144  1，532  14．3   

60 ～  65  

65 ～  

合 計   1．244  【1，958il，9g41，680   2，309   896  466   144  10，690  

l  割合（％）   11、6  18，3弓 1臥7  15・7． 2l・6 8・4㌔  4．4 l．3 

平 均 年 齢   43．1歳   

一15 －  
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4．積立金の運用状況について  

○資産構成（時価ベース）  

区  金   勧  構成割合  

佑円  ％  

預 託 金  29，520  30．9   

市場運用分   46，439  48．6   

財投債   19，640  20．5   

承継資産の累積利差損   △1，770  

承継資産の損益  
を含まない場合   95，598  100．0  

年度末積立金 
承継鷲産の損益   

93，828  を含む場合  

承継資産の損益  
を含まない場合   2．94％  

運用利回り   
承継資産の損益   
を含む場合  

3．07％   

C申引民年金の市場運用は、年金梯た金管群雄用独立行政法人において厚生年金分、国艮年金分、旧年金福祉事業照か  
ら承継した資産（承継資産）を合わせて 一体として運用を行っている。これら全体の運用資産の平成18年度末の  
時価総額及び構成割合は次のとおり。  

（参考）左記のうfJ11i場運用分  

国内株式  19（〕，676億llI（16・65％）  国内株式 190，676億円（22．44％）  
外l月債券  90，694億円（ 7・921射   外国債券   90，6〔）4億円（1（ト 67％）  

特 記 事 項  外国株式  126，376億円（11・03％））   外国株式 126，376億円（14．87％）  
短期資産  10億円（ 0■（10％）  短期資産  10億円（ 0．00％）  国内愉券   737．522佑lり（64・40一路）  国内債券  44l．997億H（52．01％）                                                   合 計 l，145．278億H（100・00％）  合  計  H49，753偉ドl（100．00％）  

0碑、継資産に係る損益の慢牛年金・ll新宅年金への接分は、厚生年金・l当代年金の積立金の元本平均残高の比率により  
行っている 

0時価評価の方法は、市場運用分の国内債券、国内株∫じ、外国債券、外国株式に一」いては年度末の市場価格（連用「  
教科枠除後）、財投憤に一っいては簿価（償却原価法）である 

－16 －  

5．財政再計算における将来見通しとの比較   

（1）同比年金勘定の収支状況♂〕比較  

収   入  支   拙  年度末  
収支残  

保険料  運用収入  基一躍句二金交付金  その他  収入総額  給付費  基礎年金拠出金  その他  文机総額   積立金  

平成18年蝮   兆P】   兆円   兆‖   兆M   兆lリ   兆ll】   兆円   兆l】I   兆Pj   兆円   兆lり  

決算  l．9  0．1  1．7   2．2  5．9  1．8  4＿1  0．1  6．0  △0．1  

【時価ベーース］  ［0．21  ［6．0］  「△0．0］  ［9．1］  

実繊維計  

1．9  ［0．こり  1．ポ  ［4．0］  0．1  4．1  U．l  4∴う    ［△0∴i］   Lll．7］  

［時価ベース」  

兆rlJ   兆Il】   兆‖   兆円   兆円   兆円   兆Il】   兆lI】   兆II】   兆円   兆円  

将来見通し  
（平成16年  2．2   0．2  1．9   4．3   0．1   1＿4   0，l   4．5   △0．2   】0．6   

財政再計算）  

納付牽の飲下  基礎隼㊨拠出  l番定植lま3．7非．  
（見通Lr上り帆ト  金に係る拘ヰ負  
75．7％・6f仁二！㌔）  担分  

・納†イ準の低下  
・椎保険者数の  

（見通しより低ト  
757‘主→66．罰‖  

差打）仁な要因   
・敲保険者敬の  
頑少  

2】80万人  （見通LよI）減少  
→2t4n力／＼）   2t80わ人  

ー→2tlO万人）  

（〕実績推計の作成にあたっては、  
（D基礎年金交付金（1．7兆円）を収入支出の両面から】空除し、  
②年金積キ金管理連川独立わ政法人納付金（0．1兆円）をその他収入から控除し、運川収入に加え、  
③積立金より受入（（）．3兆円）及び年金資金運用基金貸席承継収入（0．02兆円）をその他収入から控除L、  

特記事項              ④独立行政法人ノ←の出資金のうち、将来の給付費等への充当をチ定Lている分（0．2兆円）を年度末積立金に加ズ、   （座負揮の繰べ（2 
9同延．ト兆円（きIモ準化の利子を含む））を年度末積立金に加えた。  
0【】内は、年金欄立金管理運用独立行政法人におけるl†i場運用分について、株式等の評価損益tJ運用収入に含める時価べ－－スで評価したものであり、税金べ－  
スの収支を示すl刃民年金の特別会計の決算とは異なるし 
なお、時価ベースの評帆こは、旧年金福祉事業団から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の厚生年金・国民年金への按分  
は、厚生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っているt′   
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（2）墓硝拘三金の被保険者数及び受給者数（みなし甚礎年金受給者を含む）の比較  

被保険者数  

老齢年金  障青年金  遺族年金   
万人  万人  万人  万人  

実  2，636   2，4：i4  173  29  

績   2，724  2，520   176   28  

百万人  

将来見通し  24．8   1．5   0．l   

（平成16年財政再計算）  

26．4   

・庫害年金、遺族年金は、実鰍ま全額支給停止者を含んでいるが再計算値は全額支給停止者を含んでい  
差の主な要因       ない。  

老齢年金  障害年金  遺族年金   

新規加入者数               実 績  平成17年度末  万人  万人 49  万人 38  万人 8  万人 4   平成18年度末    47  36  8  4   将来見通し （平成16年財政再計算）             差の主な要因  

老齢年金  障害年金  遺族年金   

脱退者数               実 績  平成17年度末  万人  ‾万人  万人  万人  万人   平成18年度末             将来見通し （平成16年財政再計算）             差の主な要因  

・実績の受給者数は受給権音数（推計値）である。  

・新規裁定者敦は新法基礎年金の新規裁定受給権者計ぐある。  
・新規加入者数、脱退者数、失権着軌こ関する実績統計及び推計値並びに  
新規裁定者数の推計値はない。  

－18－  

（3）財政指標の比較   

○ 年金扶養比率  

決算結果（実績）  

年金扶養比率   ①  ②  

年度末被保険者数  年度末老齢基礎年金  
①  対前年度  受給権者数   対前年贋  

伸び率  （注1）   伸び率   
②  

千人   ％   千人   ％  
平成14年度   3．16 （3．17）  69，885   △0．4  22，117（22，020）   3．8 （3．8）   
15   3，05 （3．07）   69，740   △0．2  22，837 （22，741）   3．3 （3．3）   
16   2．96 （2．97）   69，746   0．0  23，550（23，455）   3．1 （3．1）   
17   2．87 （2．88）   69，878   0．2  24，340（24，243）   3．4 （3．4〉   
18   2．77 （2．78）   69，762   △0．2  25，198（25，055）   3．5 （3．3）  

注1：老齢基礎年金受給権音数は、老齢基礎年金に相当する給付の支給を受ける者を含む。  

注2：年度末老齢基礎年金受給権者数の（）内には、年度末老齢基礎年金受給者数として年度末老齢基礎年金受給権音数から老齢基礎年金  

及び旧法国民年金の全額支給停1上者数を搾除Lたものを記載している（老齢基礎年金に相当する給付とみなされる給付の受給者を含む）。  

年金扶養比率の（）内は、L記の年度末老齢基礎年金受給者数を用いて算出したものである。  

平成16年財政再計算結果  

年金扶養比率   ①  ②  
年度末被保険者数  年度末老齢基礎年金  

①  対前年度  受給者数   
伸び率  （注1）   対前年度  

②  
百方人   ％   百力人   ％  

平成17年度   2．9  69．4   △0．1   23．9   3．3   

18   2．8   69．3   △0．3   24．8   3．5   
19   2．7   68．7   △0．8   25．6   3＿3   
20   2．6   68．0   △1．1   26．4   3．0   

21   2．5   67．2   △1．1   27．1   2．7   

拝l：老齢基礎年金受給者数は、老齢基礎年金に相当する給付の支給を受ける者を含む。  

注2：被保険者数及び老齢年金受給者数は年度間il三均値である。  

－19－  
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0収支比率（国民年金勘定）  

決算結果（実績）  

収支比率   ①   ②   ③   亘）   ⑤   ⑥   （∋   （参   ⑨  

実質的な支出  
（む一④ 】×1（）0  

（秒＋⑦  
②＋＠－⑤   基礎年金   同庫負担   基礎年金   保険料   運用収入  物価1二昇率  連用利回り   

拠出金  交付金  収入  
億円   億円   偉H   億H   億円   億円   億円   ー滝   ％  

平成1」年度   96．7  34，741   23，819  ▲   33，693   14．565   22，771   18，958   1．897   △0．9   

［時価べ山ス］  ［△371］  ［△0．39］   
15   97．6  35，612   22．293   ：14，853   14，96二i   21，534   19，627  1，523   △0．3  

【時価へ－ス】  ［85．7］  ［4，482］  ［4．7釦   
16  】03．l   36，2／19   20，888   35，437   15，219   20，076   19，35ノl  1，0ノl′l   0．0  

時′√－                        挿価ヘス］  ［95．6］  ［2，654］  ［2．77］   
17  109．0  39，739   19，527   ：！8，976   17，020   18，763   19，480  1，357   △0．3  

［時価へ－ス］  ［87．6］  ［6，451］  ［6，H8］  
18  114．6  42，043   18，149   ・11，002   】7，971   17，108   19，038  1．965  0．3  

［時価ベース］    「109．81  「2．8791  「3．071  

注1・上記L」内は、年金積立金管理運用独立行較法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ベースで評価Lたヰ，のであり、喫金べ－－スの収支を示寸座旧  
年金の特別会計の決算とは異なる。  
なお、時価ヘースの評附こは旧年金福祉事業用から承継した資庵（承継姿煮）に係る絹益を含めており、承継資産に係る根益の厚生年金一国民年金への持分は、厚生年金・国民年金の  
積立金の元本平均残高の比率によ町行っている。   

注2＝平成17年健以降の運用収入には、年金積立金管理運剛虫克行較法人納付金を含めている 

平成16年財政再計算結果  

収支比率   庄）   ②   ③   ④   ⑤   （む   ⑦   ⑧   ⑨  

纂礎年ノ金  
①一④ －×100  給付費  国庫負担   

基礎年金  

（尋＋⑦   ②＋虐）－⑤  拠出金  交付金   
運用収入  物価上昇率  運用利lロ川   

収入  
兆円   兆円   兆lI］   兆「   兆「T】   兆「l】   兆円   ％   ％  

平成17年度   106．4  4．1   0．l   4．0   1．7  2．1   0．2   0．5   1．74   

18   105，2   ∠i．5   0．1   4，4   1．9  2．2   0．2   1．2   2．18   

19   104．7   4．7   0，l   4．7   2．0  2．4   0．3   1．5   2．50   

20   104．4   ′1．9   0．1   4．8   2．0  2．5   0．3   1．9   3．00   

21   85．3   5．0   0．l   4．9   2．5  2．5   0＿3   1．0   ：‡．20   

ー20－  

0 積立比率（同民年金勘定）  

決算結果（実績）  

積立比率   ＋   ②   ③   十   ⑤   ⑥   ⑦   ⑧  

基礎年金  ⑥  国庫勃担   農礎年金   前年度末   物価上昇率  運用利回り   
甘－④   拠出金  交付金  積立金  

億円   僚円   億円   億円   億円   億円   ％   ∩／  

平成14年度  4．9  34，74l   23，819   33，693   】4．565   22，771   99，490  △0．9   

［時価ベース］  り．8］  ［97■！48］  【△0．39］  

15  4．8  ニー5，612   22，293   34，85こ∃   14，963   21，534   99，108  △0．3   

［時価ベース］  ［4．6］  ［94698］  【4．78］  

16  4．7  36，2ノ19   20，888   35，437   15，219   20，076   98，612  0．0   

【時価ベース］  ［4．6］  ［97160〕  ［2．77］  

17  4．：ミ  ：う9，7ニi9   19，527   ：う8，97（i   17，020   18，76：う   96，991  Jゝ0．3   

［時価ベース］  L4．3］  ［97151］  r6．88］  

18  3．8  ∫12，043   18，119   41，002   17，971   17，108   91，514  0．3   

［時価べ－ス〕  【40］  ［96【66］  ［3【］  

14＊   ［5．8］  35，000   2ノ1，000   34，000   】5，000   23，000  【117，000］   △0．9  

15＊   ［5，5］  36，000   22，000   ：軋000   15，000   22，000  ［114，000］   △0．3   

16＊   ［5．6」  36，000   21，000   35．000   15，000   20，000  ［117，000］   0．0   

17＊   t5＿2］  40，000   20，000   ：う9，000   17，000   19，000  〔117，000］   △0．3   

】8＊   ［5．0］  42，000   18，000   1し000   18，000   17，000  【120，000］   0．3   

拝l：卜記［］蝕ま、年金積立金管理連用独立行政法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ベースで評価Lたヰ，ので          あり、現金  
ベースの収支を示す国民年金の特別会計の決笥とは異なる．  
なお、時価ベースの評価には旧年金福祉事業団から承継した資産（承継資産）に係る絹益を含めており、承継資産に係る損益の厚生年金・国民年金への按分は  
摩隼年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っている。   

往＊：前年度末積立金を財政再計算ベー【スに補整した†，のである．   

、1そ成】6年財政再計算結果  

積＼t比率   ＋   ②   ④   ⑤   ⑥   ⑧  
⑥  基礎年金  

給付費  
〔i〕④   

国庫負担   基礎年金   前年度末  
（3十（課一番  拠出金  交‖金   積立金   

兆l】   兆l■   兆II   兆†1】   兆円   兆円   ％   ％  

平成17年度   4．6  4．1   0．1   4．0   1．7  11．0   0．5   1．74   

18   4．l   4．5   0．1   4．4   l－9  10．8   】．2   2．18   

3．8   4．7   0．l   ノ】，7   2．0  10．6   l▼5   2．50   

2〔）   3．6   4．9   0．1   1．8   2．0  1（1．1   1．9   こう，00   

21   4，2   5．0   l）．1   1月   2，5  川．l   1．0   こう．20  

21【   

参（国牛）一69   




